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　豪ごう奢しゃな庭で、桜吹雪が吹き荒れる。

　真ま白しろは目の前に座す兄を瞬きしながら見つめていた。

　眉目秀麗な兄は、内裏でも男女問わずに騒ぎになる容姿で、浮き世離れした雰囲気は陰陽師だと名乗れば誰もが納得するだろう。

　時は平安、帝のおわします京の都は、つつがなく時間が流れて花々が咲き誇る春になった。

　その都の左京にあるこの梶かじ原わら家の当主は、美貌も兼ね備えた秀才の年若き陰陽師、梶原昌まさ隆たか。真白の兄だ。

　昨年、父を流行病で亡くし、年老いた母とまだ元服も済ませていない真白を養う兄は、世間から見ても立派な青年だ。

　難をいうとするならば、中級貴族であるこの梶原家に嫁に来たいという娘は多いだろうに、昌隆には未だ意中の姫君がいない事くらいだ。

　二十歳になったというのにまだ独り身の兄を、真白と母は心配していた。だがしかし、それも庭の桜が満開になると解決した。

「私は将来を誓った姫が出来た」

　呼び出されるなりそれを聞き、真白は瞬きを繰り返す。

「……そ、それは誠にございますか、兄上」

「私は真白に嘘をいった事はない」

「ああ、兄上！　おめでとうございます！」

　真白は、しっかり者で失敗ばかりする自分を慰めてくれたり勉強を教えてくれたりする、優しい兄が大好きだった。

　だからか、吉報は自分の事のように嬉しい。

「兄上、何処の姫君でしょう？　……ああ、それより母上にもお知らせしなくては。きっと喜びます！　……あ、私の元服も近いですが、祝言は何い時つでしょう？」

「まぁ、待ちなさい」

　自分の事のように浮き足立つ真白は、昌隆の静かな制止に浮かした腰を下ろした。

　真剣な瞳は見慣れた嫌な予感のする物で、昌隆がこの目で何かを告げる時は大概が悪い事だ。

「……何か、訳ありですね」

　生唾を飲み姿勢を正す。

　梶原家は陰陽師の家系だが、真白には全くといっていい程にその血は受け継がれなかった。

　出仕するとしても無難な役所に勤めるだろうと本人も思っていて、だが出来るなら得意の笛が活躍する雅楽寮のある治部省を希望していた。

　希望といっても、どちらかといえば得手なだけで、自信はない為に内心で留めているだけだ。

　それすらどうでもよくなる事を聞くとは思わず、昌隆の『訳あり』を聞くなり度肝を抜かれた。

「迎えたいと思うのは鬼の子だ」

「そのような事なら……はっ!?」

「だから、鬼の子だ」

「いえ、いい直さなくても……ではなくてっ！　鬼の子にございますか!?」

「雛ひな菊ぎくと申す、可愛らしい娘でな。先日、広隆寺に詣もうでた帰りに迷っていたのを見付けたのが始まりだ」

「は、はぁ」

「どうやら人と鬼の間に生まれた娘らしいが、問題は雛菊の仲間達だ。淡路の近くに鬼達の隠れ住む異郷の地があるらしく、そこから雛菊を追って来る鬼達がいてな。私が嫁にと望んだらかなり怒ってしまった」

　それは怒るだろう。

　何せ陰陽師は彼等の同胞を滅しているのだ。

「だが、雛菊も鬼の元へ戻るのを嫌がり、私もいよいよ実力行使かと思った矢先に、鬼の王が現れて申したのだ。『その子が人と交わり苦しむのを我々は許せない。だが、その子の幸せがお主と共にあるのなら許そう』と」

「よ、よかったではありませんか」

　相手が半妖という事は置いておき、何時、兄がそのような死に直面する事を経験したのかも置いておき、取りあえずは話を進めさせる。

　昌隆の話がこのまま終わる訳がない。

「そこまではよかった。のだが。実は雛菊には鬼の国に許婚がいたそうで、鬼の王はそれを心配していたのだ」

「その鬼を負かさなくてはならないのですか？」

「いいや。だが、ただで済ます訳にもいかないと向こうは主張をしている。私もそれは責任を持たなくてはならない」

「如何致しますか」

　そこまで覚悟を決めた相手を返す事はしないだろう。

　昌隆は苦々しく目許を歪めた。

「王は、代わりの花嫁を寄越せと申した」

「なっ」

「陰陽頭にも相談をした。鬼は花嫁を寄越さぬ限りは主しゅ上じょうを取り殺すと申してな」

「陰陽頭は何と」

「この先一生の私の意志が変わらぬかと確認を取り、変わらぬと誓った。陰陽頭は直ぐに末娘殿を差し出そうとしたが、私は断って来た。私の我儘に姫を犠牲にするのは雛菊も許さない。……だから、私は鬼と戦う。真白に頼みたいのは、私のいなくなった後の梶原家だ。母をよろしく頼みたい」

　だから母を呼ばずに最初に真白に事を知らせたのか。

　だが、真白は激しく首を振り拒絶した。

「真白」

「兄上は幸せになるのでしょう!?　私も母上もそれだけを願っていました!!　ならば、生きて幸せになって下さい!!」

「真白、聞き分けなさい。東宮はまだ三つの幼な子。今、主上が亡くなられては政まつりごとが荒れるだろう。太政大臣がいるからまだしも、左大臣は独裁制がある。その左大臣の世になれば苦しむ者は多いのだ」

「だからといって兄上が身を犠牲にしなくてもいい！　……花嫁に指定はないのなら、私がいきます！」

　ひゅっと息を飲んだ昌隆が片足を立てる。

　真白はそれを睨み付けて立ち上がった。

「私が女装を致します。女として嫁ぎ、兄上の約束を果たしましょう」

「自分が何をいっているのか分かっているのか!?」

「兄上、私は鈍臭いですが、愚かではない。兄上の幸せを願っています。だから、私を遣わして下さい。祝言を挙げればいいのです、正体が知れるようなら、一矢報いましょう」

「真白!!」

「兄上は主上を守りたいし雛菊様とは添い遂げたい。私は兄上の幸せを願い、その願いを叶えたいのです。これは私の我儘ですから、どうか聞き届けて下さい」

　口を開けたり閉じたりしている昌隆は、一目で分かる程に怒っている。

　昌隆からしてみれば、真白を犠牲にする為にこんな話をしたのではない。ただ、梶原家と母を頼みたかっただけだ。

　だが、真白はそんな頼みは聞けない。

　大好きな兄だから、もし後悔して傷付く選択だとしても幸せになってほしい。

　真白は柔らかく微笑んだ。

「いって参ります、兄上」

　どうか幸せに──。

　そうとしか願えなかった。
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　小袿とはいえ今まで着ていた狩衣とは大違いの着物は、動きにくく肩が凝る。

　真白は眉を顰めて衵あこめ扇おうぎを弄んだ。

　期日に母の前で形だけの元服を済ませた。そして、出仕するように屋敷を出て、兄と陰陽頭の屋敷へいき着替えると、牛車に乗り込み指定された都の外れにある巨お椋ぐら池いけまで来たのだ。

　それから既に何刻も過ぎ、月が傾いた。

　月の位置を見れば丑三つ時を迎えたのは確か。幾いくら陰陽師の息子で弟とはいえ、怖くない訳ではない。寧むしろ、怖い。

　幸いにも月明かりが明るく、緋の長袴も見えるから恐怖は和らいだが。

　自分を連れて来た陰陽頭は、牛飼い童と帰った。

　最後まで付き添うといったが、兄が気を変えて駆け付けないように見張りを頼んだのだ。

　鬼の恐ろしさは真白にもよく分かる。恐らく、ここで悶着が起こり話が拗れたら、主上に手を出し兼ねない。

　陰陽頭も事情が分かっているからか、頭を下げて名残惜し気に去っていった。

　だから、今ここにいるのは真白だけだ。

　牛は逃げないよう、木に繋がれている。

　真白は俯いて目を閉じた。恐怖に慣れれば眠気は襲って来る物で、こんな時なのに睡魔が手を招く。

　小さく欠伸をして、このまま来ない事を願いながら寝ようとした。

　そんな矢先だった。

　ごうっと音を立てて吹いた風に、牛車が軋み、真白は体を強張らせた。

　だが、そう身構えたのも嘲笑うように、勢いよく簾が跳ね上がり、情けなくも「ひっ」と小さな悲鳴を上げてしまう。

　一瞬、強く閉じた瞼を恐る恐る上げると、目の前には鬼が立っていた。

　月光に輝き風の余波に揺れる真紅の髪。尖った両耳の下の房だけが長い変わった髪型で、吊り上がった涼しげな瞳は黄金の色をしている。

　前髪に隠れてはいるものの、額から生える長い角は明らかに本物だと分かる鈍色の輝きを持ち、狩衣に似た着物が人間とはかけ離れた何処か神のごとき雰囲気を引き立たせている。

　角さえなければ神かと思うだろう。

　着物が普通ならばまずは人間だと疑うだろう。

　これが鬼だというのならば、何故、こうも美しいのかと疑問も芽生える。

　見惚れていると、鬼は冬の空気のように冷たい眼差しで真白を見た。

「お前が花嫁か」

　低くもなく高くもない耳に心地よい声。

「……はい、そうでございます」

　返した真白の声は震えていた。

「成程。陳腐な顔の娘だ。……お前、俺の嫁になる覚悟は出来てるのか」

「そのつもりでここで貴方様をお待ちしていました」

「お前は俺の所有物になるんだぞ？」

「覚悟の上でございます」

「ならば、今ここで死ね」

　真っ直ぐに鬼を見ていた真白は、その言葉に首を捻った。

　今、何といったか？

　首を傾げたまま動かない真白に、鬼は嘲笑を浮かべた。

「何をしている？　俺の物だというのなら、いう事を聞けるだろう？」

「いう事を聞き、死ねとおっしゃいますか」

「分かっているのなら早くしろ」

「ええ、分かりました。しかし、今や私の身は私だけの物ではございません」

　毅然として鬼を見つめれば、瞳が胡乱気に細められた。

「どういう事だ」

「ご案じ下さいませ。私は子を宿せませんから、赤子がいる訳ではありません。私がいいたいのは、私の命一つで主上はおろかこの国の者の太平の世がかかっております。貴方様だけの体ではありません」

「……貴様、俺をおちょくっているのか」

「とんでもない。どうしても殺したいのでしたら、鬼の王に会わせて下さいませ。私が約束通りに嫁いだ事を証明すれば、私の体は貴方の物になりましょう。その時に喜んで命を絶つ所存にございます」

　いい切り、どうだと相手を見れば、鬼は考える間もなく笑った。

　作り物のような顔に似合わない豪快な笑い方に、流石に真白も驚いた。

「なかなか、肝が座った奴だ。ただ殺すのは勿体ない」

「はぁ」

「雛菊より面白そうだ。お前、名は」

「真白と申します」

「ましろ？　猿みたいな名だな。まぁ、いい。俺は東とう羅らだ」

「とうら、様」

「お前の望み通り、王に会わせてやろう。その後にどんな責め苦に遭おうが、お前に拒否権はない」

　いうが早いか俵のように担ぎ上げられて、慌ててしがみつけば、気にした風もなく東羅は外に出る。

　ざぁぁっと風に音を立てる木々や葦の葉を見ると、東羅が体を揺すった。

「さぁ、いこうか花嫁殿。鬼の都へ案内しよう」

「……お願いします」

　遂にお別れだ。

　抵抗もせずに瞼を閉じる。ここから淡路までは遥かに遠いが、鬼ならば瞬く間に移動する術もあるだろう。

　もう、二度と見る事は叶わない都。

　母は悲しむだろう。兄は自分自身を責めるだろう。

　けれど、どうか、幸せになって下さい──。

　そう願うばかりだった真白は、茂みを掻き分ける音に目を開いた。

「真白を離せ鬼め!!」

　飛び出して来た人影に目を見開く。

　月光に照らされ現れたのは兄の昌隆その人だった。

「兄上、何故」

「陰陽師が、みすみす鬼にさらわれる者を見捨てる筈がない！　さぁ、真白を離してもらおうか！」

　そういいながら組まれた刀印。

　東羅の黄金の瞳が剣呑に光り、周りの空気が重くなると、慌てたのは真白だった。

「兄上、私は大丈夫ですから！」

「真白は黙っていなさい!!」

「けれども！」

「……お前達は兄妹きょうだいか？　随分と泣かせる兄妹愛だな」

　低い東羅の声に、真白は視線を昌隆から逸らす。

　会って間もなくても、相手が不快になっているのはよく分かった。

「お前は俺から雛菊を奪ったではないか。そうだというのに、お前は自分の大切な物を差し出す気はない。それは勝手だろう」

「何をいう、鬼の分際で！　真白を離さんか！」

　刀印を組む手に力が篭る、東羅は鼻で笑った。

「ならば今、雛菊を出せ。雛菊を返すというのなら、見逃してやる」

　世の中には、諦めなくてはならない物があると真白にも分かる。

　自分の幸せか弟の命か。これで自分を選べれば、昌隆は愛する者を手放さなくてはならない。そして、その者がどういう扱いを受けるかは分からない。

　真白は青ざめて東羅の肩を掴んだ。

「東羅様、兄上をお見逃し下さい！　後生にございます!!」

　兄に酷な選択をしないでほしい。どちらを選んでも後悔をするのだから、ならばせめて、真白自身が選んだ道なのだといい聞かせ気が楽になるように──。

　真白を見た東羅が、興が冷めたように息を吐いた。

「妹に命を救われたな、陰陽師。これは俺の物、お前の物ではない」

　中指と親指の腹を合わせて鳴らすと、風が吹き荒れる。

　それは意思を持ったように真白ごと東羅を包む。

「真白!!」

　強風に近付けず、腕で顔を庇いながら昌隆が叫ぶ。

　真白が最後に見た物は、昌隆に駆け寄り風から庇うように抱き締める女人だった。

　耳を破壊するような轟音に体を持っていかれそうな暴風。

　どれ程の時間、責め苦のような状態を耐えていたのか。瞬く間だったかもしれないし、もっともっと長い時間かもしれない。

　それからの解放は唐突で、目を開いた真白は自分を抱き上げたまま支える東羅を見つめる。

「東羅様？」

「下りろ。着いた」

　地に足を着くとふらついたが、踏ん張り周りを見る。

　そこは帝がおわした都に変わりなく、朱塗りの朱雀門が堂々と建っていた。

「……あの」

　景色は明るく白昼というのは気になったが、返してくれるのかと思い見上げると、東羅は構わずに歩き出した。

　白昼の都に鬼が現れたとあれば大騒ぎになるだろう。

　引き止めようと足を踏み出した真白はしかし、門を潜った先の大路の光景に息を飲む事になる。

　煌きらびやかな装飾品に衣装を纏う、老若男女様々な人が行き交い賑わう大路。都の光景その物なのだが、違うのは誰もがその額から鈍色の角を生やしている事だ。

　固まった真白が、逆に目立ってしまう。

「……人間だ……」

「何故、人間が」

　ざわざわとする鬼達を見回して、無意識に後退る。

　何時、不信感が敵意に変わるとも知れない空気に、体が萎縮を始めた。

　歩き出せない真白をその場から離したのは、先にいっていた東羅だ。

　引き返して来るなり、東羅は真白の腕を掴み乱暴に引っ張る。

　引き摺られるように歩き出した。

　その足を止めたのは「東羅」という呼び声だ。

　静かで微風を思わせる声に、東羅が足を止める。

　必然的に、引き摺られていた真白も足を止めるしかなかった。

　顔を上げた視線の先には、東羅と対峙する鬼の青年がいる。

　降り積もった雪のような、汚れがない真っ白な長髪を垂れ流し、切れ長の黄金の瞳を真白に向けながら、その美しい鬼は口を開いた。

「それが人間から寄越された嫁か」

「ああ。王はいるか」

「王は今、手が離せない。後日、花嫁殿を拝見するとおっしゃっていた」

「西せい羅ら、何かあったのか？」

「……門の外、冥府の森に死し鬼きが現れた」

「……それはどの門だ」

「南と西にて確認された。そちらも気を付けろ」

　地を這う音に首を捻りながら振り向けば、真白は初めて朱雀門が閉まる光景を目の当たりにする。

　否、似ているだけであり、あれは朱雀門ではない。

　そしてこの都は、京の都ではない。本当に異郷の地に来たのだと思えば、思い浮かぶ言葉はなかった。

「王には後程、書状を送ろう。西羅、南なん羅らと北ほく羅らにも知らせを頼む」

「構わないが」

「分かっている」

　いうなり、東羅は真白の腕を引いた。

　咄嗟の事に均衡が崩れて倒れ込めば、腕が離されて目の前に目許が隠せるだけの仮面が落とされた。

　困惑して見上げれば、鬼達の蔑むような冷たい目がある。東羅が口を開く。

「俺達は好んで下等な奴等の顔は見ない。これからそれを着けて決して離すな」

「……っ、え？」

「俺達はまだ寛容な方だ。いいから着けていろ」

　その命令に体が従う。

　仮面の両側にある赤い紐を後頭部で結べば、視界は狭まる。

　見上げた先の東羅は満足そうに頷き、立つように命じる。

　それに従い立ち上がった時には、東羅は既に歩き出していた。

「あ」

　追いかけようと足を踏み出した真白はしかし、西羅と呼ばれていた鬼に腕を掴まれて立ち止まる。

　振り向けば、西羅は忌々しそうに真白を見ている。

「────っ？」

「東羅に、必要以上に近付くな。人間風情が」

　負の感情が混じったその声に、息を飲んだ真白は必死に頷く。

　そうしなければ取り殺されそうな雰囲気だった。

　手を離した西羅が、踵を返して去っていくのを見送っていると、背後から東羅に呼ばれた。

　後に付いていきながらも、西羅の怒気が忘れられなかった。

　その内に着いた屋敷は広く、人間の貴族の邸宅と相違なかった。

　真白は東の対屋に通される。使用人はいないのか、気配を感じない。

「……東羅様お一人で住んでいるのですか？」

　不思議に思い、出ていこうとした東羅に聞く。

「群れて暮らす必要が何処にある」

「しかし、一人では留守を預かる者もいませんし。……何より、食事などは如何されるのですか？」

「そんな物、自分で出来る」

　それは凄い。高貴な貴族の者が自炊をする事はなく、身分が高くなればなる程、世話は他人任せだ。

　幸いにも、真白の屋敷は使用人達が年老いた者達ばかりで、自炊を手伝うのも日課だった。

　厨の場所さえ分かれば、真白も食事を作る事は出来る。

　暮くれ泥なずむ光景を見つめながら、真白は小さく鳴る腹部を押さえた。

　使用人がいないのは本当らしく、広大な屋敷には自分と東羅以外に誰も見る事はなかった。

　東羅に厨の場所は聞いていたが、去り際に「出歩くな」といわれている。

　餓死の可能性も視野に入れるならば、夕餉を作りにいってもいいだろう。だが、勝手をして自分が不利になればここまで来た意味がなくなる。

　主上を守る為ならば、命を絶てといわれても抗う気はない。ましてや、それが兄の幸せと繋がるならば。

　その為には鬼の王に会い約束を果たしたと証明させなくてはならない。

　東羅が真白をよく思っていないのは分かっている。謁見が済めば明日の命も知れない身だ。ならば、真白の役目が終わるまで下手に刺激する事は自滅になる。

　東羅にとっては、真白が死のうがどうなろうが関係ないだろう。

　今すぐ真白を殺して、更に自分達が主上をも取り殺し人間の政に混乱を齎もたらした方が彼等鬼にとっては愉快かもしれない。

　──まだ、死ねない。

　主上を、母や兄を守る為ならば、まだ生きていなくてはならない。

　腹部から膝の上に手を下ろし強く握り締める。

　自分の選んだ道だ。どんな辱めを受けようが理不尽な目に遭おうが、後悔だけはない。

　その先に待つ出来事も、それが運命なのだ。

　暗くなる世界の中で、真白は自身を鼓舞するようにそういい聞かせた。

「おい」

　かけられた声に振り向けば、膳を片手に東羅が妻戸を背に立っていた。

　香ばしい匂いが漂い空腹に拍車をかける。

　東羅は近付いて来ると、真白の前に膳を置いた。

　そこに並ぶ食材に驚く。

　白米。汁物は家でも食べていた（白米だけは珍しいが）。それ以外に、膳を彩る物体が気になった。

　焼いたのだろうか、茶色く湯気を立てるそれは、香ばしい匂いの元らしい。

「……これは」

「若鶏を焼いた物だ」

「に、肉でございますか!?」

　焼いた肉など初めて見たし、食べた事もない。

　食い入るように膳を見つめる真白に、東羅は膝を着いたまま動かない。否、動けずにいた。

　何せ、真白は食事をするよりも食材に興味をそそられている様子で食べる気配がないのだ。

「食べても害はない」

「……そうです……よね」

　初めて見る焼かれた肉を見つめたまま動かない真白は、納得していないのか、していてまだ興味が勝るのか。

　東羅が、溜め息を吐いて口を開いた。

「食べたくないのならそういえばいい」

「え、あ！　違います！」

　食べたくない筈がない。

　空腹が辛く切ないのだ。質素な食事だろうがはたまた豪勢な食事だろうが、食べたい気持ちは大きい。

　箸を持ち、挨拶をしてから、真白は白米へと手を伸ばす。

「……鳥の肉は生で食べるな。腹を下す。馬や牛や豚肉も火を通した方が体にはいい」

「……鬼は皆、肉を食べるのですか？」

「肉ばかりではない。魚も野菜も食べる。王は唐の料理を好むがな」

　鬼は唐から来たのだと聞いた事がある。

　真白はふむふむと頷きながら、汁物へと箸を進めた。

　唐から来訪した当時、鬼は辿り着いた地で人間と共存していたと聞く。

　だが。政を担う朝廷が朝敵と見做すなり、人間は態度を変え鬼を迫害。殺戮を始めた。

　その頃、鬼を率いていた温おん羅らという鬼は、人間から受けた恩と仲間の生存を天秤にかけられず、苦肉の策として取られた方法は異郷の地で鬼の都を造る事だった。

　唐に戻らなかったのは、温羅や彼に付いて来た鬼は祖国の仲間から追い出されたからだ。

　彼は朝廷から遣わされた男に討ち取られたが、仲間を守る為には最善の行為をしたのだろう。だが、その結果として、人間と鬼の溝を作ったのは確かな事だ。

　来たばかりでも、よく思われていないのは痛い程よく分かる。

　人間は人外の力を有する鬼を忌み嫌い恐れ──鬼は人間を憎み嫌い蔑んでいるのだ。

　箸の手が止まった真白を、東羅は黙って見ている。

　その視線を感じながら、真白は切り分けられた肉を箸で摘んで口に入れた。

　香ばしい匂いを裏切らずに、程よく辛味が効いた味が舌を刺激した。

「──っ美味しい！」

　目を見開き口を押さえた真白を見ていた東羅が、小さく息を吐く。

　仮面の下からでも、表情は分かるのか。気恥ずかしくなり、真白は顔を伏せた。

「食べ終わったら、膳を外へ出しておけ」

「か、片付けます！」

「いい」

　即答に返す言葉はなく、うなだれた真白の前から東羅は去った。

　鬼の都には、中心に鬼の王が住まう内裏がある。そこから伸びる東西南北の街道の先には四つの門が聳そびえ、その門が外界への出入り口となる。その門を守護する番人『東羅』『西羅』『南羅』『北羅』の鬼を四鬼と呼ぶ。

　東側の門を守護する東羅は、世が明ける前に屋敷を出、日が沈み門扉が閉まると帰って来る。

　それまで真白は一人、屋敷の部屋で過ごす。そんな生活が幾日か続いた。

　王はまだ会う気はないのか。

　庭を見るだけの日々。真白は一向に訪れない王との謁見の日にやきもきしていた。

　東羅がいない時間だけは、仮面を外しても文句はいわれない。

　だからといって、解放感などない。

　一日に何度目とも知れない溜め息を吐くと、こてんと横になり瞼を閉じた。

　半分だけ上げられた御簾が微風を運び体を撫でる。その心地よさにうっとりとして、真白は昼寝を始めた。







　風が冷たくなる。

　呻いて目を覚ました真白は、暮れ泥む景色を見て緩慢に起き上がった。

　随分と寝ていたらしい。

　欠伸をして、御簾を下ろし、灯台に灯りを点す。

　東羅が帰った気配はなく、今の内に仮面を着ける。

　と。一息吐いた時。

「夕餉だ」

　断りもなく開け放たれた扉に、真白は文字通り跳ね上がった。

　振り向けば、仏頂面の東羅が膳を片手に立っている。

　この屋敷では、東羅が朝餉と夕餉を作るのが日課でもある。真白も作れるのだし、作りたいので、厨の場所は聞きたいが、東羅は答える気配もない。

　唐の料理から真白のよく知る料理まで、東羅は舌を巻く程の美味い料理を作ってくれる。それは一日の中でも心待ちになる時間だ。

　東羅は膳を置くと、必ず真白の前に腰を下ろす。

　最後まで食べ終わるのを待つのではなく、ただ、気が済むまで真白を観察しているのだ。

「……ぁ、えっと、東羅様は、夕餉は」

「関係ないだろ、早く食べろ」

「はい！　……い、いただきます」

　手を合わせて挨拶をし、真白は箸を動かす。

「……あ、あの、東羅様」

「何だ」

「えっと。……鬼の王は一向に会って下さらないのですね」

「お前に構う暇がない」

「何か起こっているのですか？」

「起こっていてもお前に関係はあるか？」

「…………ありませんが、何かお役に立てるやも知れません。嫌でしょうが、私も、陰陽師の家系に生まれ、それなりの技術は学んでいます」

　才能がなかっただけだ。

　だが、幼い頃は、兄とよく父から教授してもらっていたのだ。人並み以上に知識ならある。

　──だが。東羅はいい顔をしなかった。

「陰陽師が鬼に力を貸すだと？」

「わ、私は陰陽師ではありません」

「屁理屈はいい。人間風情に力を借りる程、俺達は落おち魄ぶれていない」

「──っ貴方達はそうやって、他の力を過小評価して、認めようとなさらないのですか？　人間の天命は鬼に比べれば遥かに短いでしょうし、腕力だって弱いのも確かです！　それでも、短い生の中、私達が生きる為に生み出した全ての物が劣るとは思えません！」

「ならば、お前は俺達より優れている物を持っているというのか？」

「……貴方が絶対に手に入らない物は持っています」

　相手を刺激しないよう、下手に出るという気遣いも忘れて、挑発をしているとは気付いていた。

　だが、もう後には戻れない。

　出来る事といえば、目を眇すがめた東羅に負けじと胸を張る事くらいだ。

「……手に入らない物？　それは何だというんだ」

「私の心です」

　胸に手を当て、挑むように相手を睨めば、予想外だったらしく東羅は目を見張る。

　自分の心は東羅には手に入らないのだと自負して、真白は続けた。

「私の心は貴方の物にはならないでしょう。一生涯」

「……心だと？　ならば、誰にくれてやるんだ」

「貴方達が大嫌いな陰陽師、兄上に差し上げましょう」

　東羅の頬がピクリと反応し、瞳は剣呑になる。

　怒りを買っただろうが、引き下がらず尚も胸を張る。

「一人の人間の心も得られぬなら、鬼もたかが知れていますね」

　瞬間。衝撃が走り体が仰向けに倒れる。

　状況を理解する前に喉にかかった重圧に息が詰まり、噎せながら目を開けば、天井を背に東羅が怒りに満ちた目で真白を見下ろしていた。

　喉の重圧に触れれば、それは逞しい腕で、やっと自分が首を絞められているのだと知った。

　腕を掴む手に力が篭る。故意で呼吸が出来なくなると、苦しくて目の前で光が点滅する。

「……ッ……カハッ……」

「口を慎め。自分の置かれている状況を忘れたか」

　耳孔に入る声は怒りに震えていて、しかしそれに屈伏する気にはならず真白は東羅を睨み上げた。

　喉を掴む手は、上手い事呼吸が出来ないぎりぎりの力加減で、苦痛はじわじわと体を蝕んだ。

「人間風情が」

「……っ、あ、なたは、兄上、に勝てない！」

「俺があの陰陽師に負けるというか。他人の物をかっさらう盗人がか？」

　それ程までに、執着を持つ婚約者を何故、簡単に手放したのだ。

　そう問いたくても、呼吸困難に喘ぐのが精一杯だ。

　上から押さえ付ける鬼を見上げながら、手から力が抜けていく。

　怒りに染まる黄金の瞳。秀麗な顔も歪み、それでも尚、美しいと思う。

　細い首を掴む大きな手が外されない限り、志半ばで黄泉へ逝くだろうがまだ早い。まだ、自分は死ねない。

　真白は苦痛に歪む顔に不遜な笑みを浮かべた。

　東羅が柳眉を顰める。

　それで緩んだ手の力に、息を吸い吐いて、唇を動かした。

「東羅様が、兄上に負けないとおっしゃるなら……ならば賭けましょうか」

「賭け？」

「ええ。兄上から、私の心を奪って下さいな。……それで東羅様が勝つなら。……私は負けを認めましょう」

　その賭けは、冷静な者が聞けば滑稽だと笑うだろう。

　勝敗にかかわらずに、損をするのは東羅なのだから。

「……俺が、お前の心を手に入れるのが勝利条件か」

　地を這う声はまだ険を孕んでいるが、真白の申し出に興味を持ったのか陰惨な気配は消えている。

　力が緩んだままの手に安堵して、真白は深く息を吸った。肺はい腑ふが満たされれば気管が詰まり、何度か咳き込む。その間に東羅が体を離した。

　なかなか止まない咳に、口を押さえて起き上がり東羅を見る。

「俺はお前の心などいらないが、あの陰陽師に負ける事は矜持が許さない」

「兄上には勝てません」

「その減らず口が悔しさに歪む様が楽しみだな。お前の心を手に入れた所で、俺の得にならないが……自分を裏切った妹を目の前で引き裂けば、あの陰陽師はどんな顔をするか」

　残忍に笑う様は正まさしく鬼。

　寒気を感じて身震いをして、真白はぐっと拳を握る手に力を込めた。

「……貴方は、兄上に勝てない。何度もいいます。絶対に未来永劫、勝つ事はない」

　舌打ちをした東羅が立ち上がる。

「何故、勝てないという？」

「…………貴方の下から、婚約者の心を既に頂いているのです。貴方は負けを認めるべきです」

　雛菊という婚約者は、東羅より兄を取った。

　たとえ、自分が負けても、東羅は兄に勝らないのだ。

　そういえば、東羅は忌々しそうに真白を睨み、踵を返した。

「賭けに勝った暁は、俺の手でお前の心の臓を引き裂いてくれる！」

　そう吐き捨て部屋を出ていった東羅に、真白は大きく深い息を吐いたのだった。








○　●　○









「……こうなるとは思っていましたが」

　その翌日の内。

　目の前に広げられた華やかな反物や、見た事もない煌びやかな装飾品に、真白は頬を引き攣らせた。

　殺風景だった室内が、たった一日で賑わう。

　銀の簪かんざし。紅。瑠る璃りの櫛。真珠の耳飾りや腕輪。紅梅や桃、柳といった春を代表する反物は、手で触れれば上質だと分かる織り目だった。恐らく、都におわす帝やその女御達も度肝を抜かすだろう。

　温羅と共に渡来した鬼達が、人にも知り得ない物を教えたが、成程、彼等の細かな手の作業は感嘆に値する。

　だからといって、この全てが東羅の寄越した物。手放しで喜べない所か、ただただ収納に関する悩みと技術への感心しか湧かない。

「……どうしよう」

　一人で使うにも、使い方が分からない。

　女人の格好をして直ぐにこちらへ来ただけあり、着物を替える方法以外は学んでいない。

　顎に手を添え悩んでいると、妻戸が開いた。

　無粋な真似をする人物は分かっている。振り向いた真白は、漆が塗られた箱を持つ東羅に溜め息を吐いてから笑顔を浮かべた。

「お帰りなさいませ、東羅様。本日はお早いお戻りで」

　まだ日は暮れていない所か、太陽は真上に来たばかりだ。こんな真昼に帰って来る事は今までになかった。

　東羅は鼻で笑うと、目の前で胡座をかき箱を置いた。

　玉手箱のように赤い紐で封がされたそれを、東羅は迷わずに解く。

　蓋が外され中身が顕わになる。中には唐菓子が詰め合わされていた。

「南門の番人、南羅からくすねて来た。食べたいだろ？」

「私の為にわざわざ？」

「お前の心を獲える為にはこれくらい」

　正直に隠しもしない動機に、可笑しくて小さく笑ってしまう。

「有り難く頂きますが、私の心は靡なびく事はありませんから」

「簡単に手に入れて堪るか。それより、あれは気に入ったか？」

　あれとは部屋を賑やかにしている物品だろう。

　真白は視線をやり、困ったように頬に手を添えた。

「とても素晴らしい品の数々、感謝しますが……。私一人では片付けられません。それに東羅様。私の心を物と引き換えに獲られると思っているのでしたら、お門違いも甚だしいです」

　睨んで返せば、東羅は眉根を顰める。

　このまま攻め口が変わらないのであれば、真白には楽勝の賭け事だ。王に会う日までの暇潰しに出来るだろう。

　陰陽師を、兄を馬鹿にされた事は許せないが、何より放って置けない事は彼等鬼の独尊的な考えだ。

　万物を支配する物は神のみ。他は、何事も奪い与え支え合っている。この世に誰よりも勝る者などいはしないのだ。

「まだ初日。明日には気も変わるだろう。それは好きにしていい」

　腰を上げた東羅は、唐菓子を摘むと口に入れて退室しようとする。

　真白は慌てて呼び止めた。

「東羅様！」

「何だ。早くも気が変わったか？　ああ、それとも願い事か？」

　叶えてやらない事もないといいながら振り向く東羅にしかし。

「食べ歩きなど行儀の悪い。食べ物に失礼です。座ってから感謝の気持ちを持ってお食べ下さい」

　真白のいい放った事は的外れで、固まった東羅は咀嚼している物を飲み込みさっさと出ていってしまった。

　その背中に頬を膨らませ、真白は嘆息すると唐菓子を食べる。

　それは都で食べる味に相違なく、郷きょう愁しゅうを覚える。

　真白の母は行儀作法に厳しくて、よく叱られた物だ。思い出し泣きそうになるが、首を振る事で打ち払い、箱に蓋をする。

　今直ぐに食べなければ腐る物でもなく、今は残された贈り物を片付けなくては、夜に寝る場所がない。

　真白は重い腰を上げ、まずは反物が傷まないように片付けを始めたのだった。

　何とか片付き一安心した翌日。

　真白は目の前の書物や巻物に苦く笑う。

「どうだ。知識を獲る方がまだいいだろ」

　などと腕を組みほざく東羅には、酷い頭痛を感じ。

「……返してきなさい」

　つい命令口調となったのはご愛嬌だろう。

　賭け事が始まってからも、東羅は変わらずに食事を作る。

　故に、真白は決して外に出る事はない。

　東羅の居ぬ間に出るという気はあまりなかったが、昼間にも何かしらと理由を付けて帰って来る為、最後の切り札も奪われた。

　鏡台を見つめ、頬を摘めば前よりも肉が付いている。

「……不健康な生活だからな……」

　このままではただ丸くなるだけだ。

「肥らせて食べる気かな。賭けに勝つ気満々なのかも」

　負ける気はないが、抱いてしまった疑問にはいい気はしない。

　頬を膨らませた真白は、勝手に開いた妻戸にも慣れたもので落ち着いて振り向いた。

　屋敷の主が膳を持って立つ姿に、溜め息が漏れる。

「何だ、辛気臭い」

　舌打ちし眉を顰める東羅は、真白の前に座り膳を置く。

「最近。肉が付いたと思いまして」

「お前がか？　女人は肥えていた方がいい。それに、肉があった方が歯応えもある」

　惣菜に伸びた箸が止まる。

　真白は胡乱気に東羅を見た。

「やはり、鬼は人を食べるのですね」

「誰が好んで食うか。人の肉は硬くて不味いし臭い。食欲も湧かないさ」

　いっている事に矛盾はあるが、どうせ脅す目的でいったのだろう。

　息を吐いて箸を動かせば、今日は珍しく東羅が徳利を持ち出した。

「お酒を召されるのですか？」

「今日は気分もいいしな」

「お酌しましょうか？」

　箸を置き問えば、東羅は考えるように手許を見る。

「ここでお召しになるのなら、酒嗜つまみもお持ちすればいいのに。あ、私が作って参りましょう」

「それはいい」

　どうしてもこの対屋から出さない気か。

　東羅は徳利を持ち立ち上がる。

「お前も飲むか？」

「私、お酒は舐めた事しか」

「いいだろ。少し待て」

　常にない展開に、真白はそのまま東羅を見送るしか出来ない。

　暫くして、東羅は新たな膳に徳利と杯、酒嗜を持って戻って来た。

「さっさと食え」

　どかりと前に座り、杯に酒を満たすと真白の膳に置く。

　ただ黙って見ていた真白は、一口だけ酒を飲む。喉を焼く酒の熱は胃も焼いて、思わず眉を顰めてしまった。

「……っ熱い、ですね」

　一口で音を上げる真白とは対照的に、東羅は杯の酒を飲み干す。

「ああ、強い酒だからな」

「……もう少し、お酒を選んで持って来て下さればいいのに」

「何だ、鬼の酒は飲めないと？」

　挑発的ないい方にムッとして、真白は杯の中身を呷あおるように飲み込んだ。

　潔い飲みっぷりだが、その様子にさしもの東羅も驚く。

　彼が目を見開く様に満足した刹那、真白はくらりと襲う目眩に杯を落としてしまった。かっと内側から身を焼く熱に、熱い息を吐く。

「────っ」

「馬鹿だろ」

　嘲るように笑い、東羅は新たに酒を注ぐ。それを飲むよう煽って来た。

　なみなみと注がれた無色透明なそれに、真白は頭が白くなる。

　一杯で体が音を上げてしまうのだから、これ以上は飲めないと理性が訴える。だが、負けることは男として耐えられない。

　葛藤する真白は、東羅が面白そうに見ているのに気が付かなかった。

　正体をなくす事は避けなくてはいけない。酔い潰れるなど、恥だ。

　──だが……。

「…………よし」

　悲しいかな。勝ったのは矜持だ。ぐっと腹に力を入れて、杯に口を近付ける。

　それを待っていたかのように、前から伸びて来た手が杯をさらい、そのまま中身を飲んでしまった。

「あっ」

　濡れた口許を乱暴に拭い、東羅は意地悪く笑う。

「悪いな。遅いから飲んでしまった」

「わ、私が飲もうと思ったのに！」

「ならばこっちの酒にしておけ」

　傍らの徳利を真白に渡し杯を返すと、東羅はまた酒を呷る。

　そんなに飲んでは体に毒だろうに、大丈夫なのだろうか？

　首を捻りながら、徳利を傾ける。杯に注がれる酒は白く濁り甘い香りがした。

「米から作った酒だ。こちらでは子供用の物だな」

　最初からこちらを出せばいい物を。自分の葛藤は何だったのだと、いってやりたい文句は山程あるが、それは飲み込む。

　ここで怒っても何も変わらないのは分かっていた。

　東羅について分かった事は、鬼としての矜持は高く、それが傷付けられる事は決して許さない。だが、面倒見も責任感も強く、王に会うまではこうやって世話をしてくれている。

　そして、素直だ。

　真白の賭けに勝つ為ならばと、姑息な真似はせずに正面からぶつかって来る。

　だから、真白も深入りせずに贈られた物に対処が出来ているのだ。







　月夜の晩。

　何時もより長くいる東羅は、熱を冷ます為に御簾を半分上げて寝転がっていた。

　膳は外に出して、真白も火照る体を御簾近くまで引き摺る。あの後は、かなりの量を飲んでしまった。

　あの徳利は不思議なもので、注ぎ足していないにもかかわらず無尽蔵に酒を出したのだ。お陰で制御が効かなかった。

　傍らに座った真白は、目を閉じる。

　夜風が気持ちいい。まだ春も盛りとはいえ、日が落ちれば冷えるのだが、熱い体を冷やすには十分だった。

「……おい」

　呼ばれて瞼を上げれば、仰向けに横たわる東羅が真白を見上げていた。

　黄金の瞳は深く、綺麗だとそう思う。

　東羅は視線が合ったのを確認すると、そのまま喋る。

「お前、王に会った後はどうするんだ」

「と申しますと？」

「お前は俺の物だと、そういったのは覚えているか」

「はい。だから、あの場で死ねとも」

「だが、お前は王に会うまでは全てが俺の物ではないといったな。だから死ねないと」

「ええ」

「王に会えばお前は俺の物。そうなれば、賭けが終わるまで待たなくても、お前をどうしても構わなくなる」

　それは予想の範囲内だ。

　真白は笑みを浮かべた。

「東羅様は、物として私を見てますか？」

「貴族の娘は政治の道具なのだろう？」

「東羅様はどうなんですか？」

「どうでも。誰の道具だろうが、俺は自分の物ならどうでもいい」

　そのいい草に笑い、真白は視線を庭へ移す。

「で？　どうするんだ」

　どうすると聞かれても、どう返せばいいのだろうか。

　真白は眉根を寄せて小首を傾げる。髢かもじで補う髪が肩から滑り落ちて、小さな音を立てた。

「そうですね。賭け事を途中で放置して、東羅様は気持ちいいですか？」

　東羅がそれをよしとしないのは、短い付き合いでも分かる。

　案の定、東羅は不敵に笑った。

「そうだな。なら、王に会うまでと期限を付けるか」

「もし明日、急に会って下さるとなれば、私の勝ちですね」

「安心しろ。まだ当分は王も体が空かない」

「時間が長引こうが、私は靡く事はありません」

「親愛と恋慕は違う物だ」

「では、私は恋慕を抱く事はないでしょうね」

　何よりも自分は男だ。

　もし仮に、心を開くとして。それを知らせてからと、知らせないままだと殺されるのはどちらが気が楽か。

　それは、憎しみをぶつけられるより、知らせないままの方がいいのだろう。

「東羅様は、もし仮に私の心を獲たとして情を抱きませんか？」

「馬鹿にするな。情を抱かないようにちゃんと割り切ってお前に接している」

「それは知りませんでした」

「元来、鬼は情が深い。その力が強ければ強い程、情に深く、争いとなれば身も心も引き裂かれる痛みを経験する。それを無視して己の力を誇示するか、絆されて破滅するか。そんな一族に生まれ育った俺が、たかが賭けに情を持つか」

　今日はやけに饒舌で、幾ら酒が回っているからと今までになく真白との会話に華を咲かせている。

　真白は小首を傾げながら、東羅の瞳を見つめた。

　皮肉そうに笑う顔は、それが酔っているのか否か判断出来ない。

　だが、真白にだって分かる事はある。

「本当によい事があったのですね」

　時に残虐な炎を宿す黄金の瞳は、今日は心から喜びを抱いていると分かる。

　微笑した真白は、驚いて見上げて来る東羅から視線を逸らした。次に向かうのは殺風景な庭。

「情を持てば、弱くなるのでしょうか？」

「……情を相手に抱けば、戦えない。その先は死だ」

　人間よりも優秀で、人間よりも獣のような生き方をして。群れで生きる者達が、自分より力の弱い仲間に抱く情を維持するのではなく、普段は隠して瞬発的に顕わにするだけ。そして、隠している間は、その感情が間違いだと思い込む。

　そう育って来たのだろう。

「情を抱くのは、悪くないと思いますが」

　酒の熱が冷めてくると、入って来た夜風で段々と肌寒くなる。

　身震いした真白の視界は、起き上がった東羅で一杯になる。

「東羅様？」

　床板を見つめて、東羅は乱雑に髪を掻いた。

「お前は同じ事をいうんだな」

「……雛菊様と？」

「あいつとは、こんなに話をした事はない」

　それなのに奪われたら怒るのか？　呆れ果てて溜め息しか出ない。

　聞く者が耳を塞ぎたくなるような溜め息を盛大に吐き出して、真白は御簾を下ろす。

　その一連の行為を見て、東羅も立ち上がる。そのまま背を向けている真白に近付いて来た。

「どうかしましたか？」

　自分より高い位置の顔を見上げる。御簾と東羅に挟まれて逃げ道がない。

　密着すれば互いの熱が伝わり、折角、体が冷えたのにまた火照る。

「……東羅様？」

　大きな手が頬を撫ぜた。その指が、目許を隠す仮面に触れると止まる。

「東羅様、どうかしましたか？」

　まさか酔っているのか？　酔って絡んで来るとしたら、何て質の悪い鬼か。

　目を眇めた真白に、東羅はふっと口許に笑みを浮かべた。それも、嘲笑なのではなく、優しくだ。

　明日は嵐ではないか？

　月光の灯りだけでは薄暗い室内で、思わず見惚れてしまった真白は、近付く顔に思わず目を瞑る。が。

「阿呆」

「いひゃ」

　摘まれた頬と痛みに、悲鳴を上げた真白は、笑って退室する東羅を涙の滲む目で睨んだ。

　羞恥に赤くなり、鈍く痛む頬を押さえながら、復讐を誓ったのはいうまでもない。
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　雨を孕んだ重い雲が空を覆い、風が出て来た。

　嵐の前触れに、真白は頬を引き攣らせる。まさか本当に嵐が来るとは思いもしなかった。

　肌に纏わり付くような風が吹き抜け、何時、雨粒が落ちて来てもおかしくない。

　やる事もなく観察していた真白は、昨夜の事を思い出し赤面した。あれは不覚だった。真面目な話をして、東羅もふざけていた雰囲気はなかった。

「……あれは東羅様の悪ふざけ。うん、うん。動揺するな、私」

　ぶつぶついいながら、手で顔を扇ぐ。それに夢中で、背後の気配に気が付かなかった。

「人間」

　聞き覚えがある低い声に、猫のように飛び上がった真白は慌てて振り向く。

　誰もいない筈の居室。だが、背後には東羅と西羅が立っていた。

　更に赤くなった真白は、言葉を探して口を開閉する。まさか、聞かれていたのか？　何でもないように振る舞いたいのに、逆に気にしていると知られてしまった。

　しかも張本人に。

　東羅を見れば、不遜に笑い鼻まで鳴らしている。それが何よりもの証拠で、真白はがくりと肩を落とした。

「……おかえりなさいませ。本日はお早いのですね、東羅様」

　まだ巳の刻ではないか。

「如何されましたか？」

「天気が荒れるから切り上げて来ただけだ」

　いいながら、真白の前に座る東羅に、西羅が「おい」と不機嫌そうに声をかける。

「私は人間と同じ空間にいる気はない」

「今日は師匠が帰るから宴を催すといったのはお前だろ。師匠がこいつに会いたいから俺の屋敷でとも決まって、何を今更文句をいう」

「ここには賄いをする者がいないのだ。お前は一刻も早く支度をするべきではないのか？」

「安心しろ、一刻もあれば終わる。俺を誰だと思っているんだ」

「念には念を入れろ」

「南羅や北羅が酒を持って来る。お前も屋敷の者に料理を持って来るよう手配した。で？　他には何がいる？」

　西羅は真白といたくないからいっているのだろう。だが、東羅は動かない。

　何時までも続く、いい合いのような会話を見守っていた真白は、話に割って入った。

「東羅様、本日はお客様がいらっしゃるのですか？」

「あ？　ああ」

「賄いでしたら私が」

「ふん。人間なんぞが作った物など食えるか。毒でも入れられたら堪った物ではない」

「人間が入れた毒は怖いと申しますか？」

　真白の反撃に、西羅が僅かに目を見張る。

　直ぐに眉を顰めて不機嫌も顕になったが、真白は十分だと余裕を見せて笑う。その笑顔は東羅を真似た物だと本人だけが気付いた。

「でも、毒も薬にはなりますよ」

「人間の毒など薬にもならん」

「毒は毒ですから」

「貴様、私をおちょくっているのか」

「とんでもない」

「……西羅、やめておけ。こいつはこういう奴なんだ」

　今度は真白と西羅のいい合いになりそうだったが、それを止めたのは東羅だった。

「お前はこいつの肩を持つか。さては情に絆されたか？」

「前に賭けをすると話しただろう。敵を知れば百戦危うからず。二日も観察していれば分かる。俺は目の前で無意味な争いを行われるのを見るのが嫌なんだ」

「東羅様も無意味に争いますよね」

　自分の事を棚に上げいけしゃあしゃあという東羅に、真白は意地悪い笑みを浮かべたまま身を乗り出す。

　それに、東羅が鼻で笑って返すのは予想の範囲内だ。

「俺が無意味な事などするものか」

「では、私の耳が可笑しいのですね」

「顔も頭も粗末なのに、不憫だな」

「そんな私を口説き落とそうとなさっているのだから、東羅様も不憫です」

「いうようになったな、お前」

「お陰様で」

　紅を塗った口に手を当て、真白はころころと笑う。東羅との間に火花が散っているのは気のせいではないだろう。

　その様子を見て渋面を浮かべた西羅とは別に、子供の笑い声が耳孔に入った。見れば、開いたままの妻戸に寄りかかった鬼の少年が立っている。

　明るい粟色の髪に猫のような黄金の瞳。笑うと白い頬に笑え窪くぼが出来た。

「北羅、来たのか」

　大して驚いた風もなく、東羅が彼の名を呼ぶ。

　初めて見た鬼に困惑していると、東羅は「北門の門番だ」と真白に紹介をした。

「師匠は南羅といらっしゃる。東羅、酒は厨に運んでおいたよ」

「ああ」

「で？　その人間が花嫁？」

「……あっ、お初にお目にかかります。真白と申します」

　中に足を踏み入れた北羅に、姿勢を正し指をついて頭を下げる。

　北羅が中に入るのは分かっていた事なので、足を止めるまでその姿勢のまま維持していると、「おい」と不機嫌な声が二人分、耳に入った。

　小首を傾げて東羅と西羅を盗み見れば、柳眉を逆立てていた。

「何か不満なの？」

　こちらも首を傾げ、東羅の隣に座った北羅が問う。

「俺にはこんな礼節、取った事がないぞ」

「何故、北羅には頭を下げ私には頭を下げない」

「うわ、理不尽な怒りだな」

　確かに、不機嫌な理由は納得が出来ない。

「頭を下げてほしいのでしたら、どうぞ入る前に一言声をかけて下さいませ。それを怠り突然入って来る相手に、こちらが迎え入れる支度をしているとお思いですか？」

　家主である東羅にもそれを求める事は、貴族の姫もしないだろう。しなくても、父や兄弟だろうが殿方が訪れるには先に女房が知らせる。

　その女房がいないのだから、取り次ぎもない。

　別に、女房を雇うよう求めているのではない。ただ、そちらが望むだけ望み、何も返さない事は納得いかない。

　──そういう性格なのだから仕方がないではないか。

　東羅は黙り込み、視線を逸らす。どうやらいい返す気はないらしい。

「ははっ！　東羅、変わった子を娶ったね。思ったより馬鹿な子ではなかった」

「……馬鹿って」

　それはあんまりではないか。

　北羅は邪気のない笑みを浮かべた。そのせいか、幼い顔立ちは更に幼くなる。

「聞いた話では、雛菊を横取りした兄の代わりに東羅に嫁いだのでしょう？　わざわざ鬼の花嫁になるなどと、馬鹿な子だなって思っていたんだけど」

「ふん。人間、あまり生意気な事をいうと私が喰らってやるぞ」

　鼻を鳴らし憎らし気に睨む西羅に、真白は首を傾げる。

「東羅様は、人間の肉など食う気もないとおっしゃっていますが？　西羅様は変わった嗜好の持ち主なのですか？」

　我ながら、西羅に対して口が悪いのは分かっている。

　だから、西羅の気分が悪くなるのだ。今も頬を引き攣らせている。

「……余程、命が惜しくないのだな人間」

「西羅。こいつの話に一々腹を立てたら疲れるぞ」

　東羅の言葉も大概失礼だが、何も相手を刺激したいのではない。

　真白が口を噤むと、西羅も舌打ちをした。

「東羅、西羅は人間が大嫌いなんだから花嫁さんに会わせちゃ駄目だよ。王に会う前に喰われたら笑い事にならないよ？」

　それは真白の方だ。

　東羅は賭け事があるから王に会うまでは何もしないだろうが、西羅達には関係はない。

　今更ながら、軽口には気を付けなくてはならないと再自覚した。

　かつて、鬼と人は友好的だった。

　だが、それを壊したのは人間の方だ。

　人は鬼を恐れ、鬼は人を憎み。時には人をさらい、食べる鬼もあると聞く。それを退治するのは兄を始めとした陰陽師。

「人は何時の時代も勝手な物だからな。我等が同胞を狩りながら、仲間を嫁にした。憎たらしい」

　親指の爪を噛む西羅は、憎しみを宿した瞳で真白を睨み付ける。

「その妹だか何だか知らぬが、お前達の帝を害すといえば直ぐに身代わりを用意して」

「お言葉ですが。鬼の王が同じ目に遭ったら貴方方も同じ事をされるでしょう？　私は、私の意志でこの身を差し出したのです。西羅様のいう事は関係ない」

　確かに身代わりだ。花嫁は返したくない。帝は守りたい。兄の幸せを壊したくない。

　──取るべき道は限られていた。

　そこが嫌われ疎まれる場所だとしても、いくと決めたのは他でもない自分自身。

「策略などを気にされているのでしたら、ご心配なく。私はこの身一つで来ているのですよ？　……ああ。それでも心配ですか？　西羅様は神経質らしいですし」

「……貴様」

「お前達、仲が悪いな」

　東羅と北羅の呆れ果てた顔に、真白は苦笑して西羅は舌打ちをした。

　仲が悪いのではない。相性が合わないだけだ。

「気に食わん。私は外にいる、師匠がいらしたら呼べ」

　そういうと、西羅はさっさと外へ出てしまった。

「真白だっけ。気にしなくていいよ、西羅はああいう奴だから」

「私こそ、申し訳ございません。お気分を害されませんでしたか？」

「いやぁ、全然。人間は好きにはなれないけど、君みたいなお姫様もいる事だし、実は面白い生き物なのかもね。ねぇ？　東羅。深窓の姫君がこうなら、庶民はもっと口が達者だよ」

　ドキンと胸が鳴った。しまったと思った時には既に遅く、北羅は信じ込んでしまっている。自分が女であると思われているならいいが、姫君全員が口が回る訳ではなく、大抵が鬼を見れば失神するだろう。

　まさか、見にいくなどしないだろうが、下手に興味を持ち人の前に現れては騒ぎを齎すだけだ。

「あ、あの、北羅様っ」

「でも、本当に変わってるよね。人間の姫君は屋敷の奥に住んで、人との会話も女房を使うって聞いたけど」

「えっと、それは」

　真白は自分の母親以外の女しか、貴族の姫は知らない。

　北羅がいった事は聞いた事があるだけで、話す時に女房を使うという意味が分からなかった。

　しどろもどろになる真白に、北羅が首を傾げる。助け船が寄越されたのはその時だ。

「下級の貴族は澄まして偉ぶる身分でもないからな。お前がいっている姫は中流から上流なら話は分かるが」

「ああ、君、下の階級なんだ」

　いや、一応、中流貴族だ。

「そろそろ支度をする。北羅、手伝え」

「あの、手伝いでしたら私もします！」

「いい加減、しつこい奴だな。いらんといっている」

　何故、北羅はいいのか。やはり、同胞だからか。

　出ていく東羅を見送り、真白は重い息を吐き出した。

「……真白さ、陰陽師なんだよね」

　呼ばれたにもかかわらず、残った北羅がそう聞く。

「いえ。家系が陰陽師ですが、私はその血を受け継げなかったんです」

「ふぅん？　お父上は何ともいわなかったの？　雛菊の事」

「……父上は、亡くなりました。以来、兄上が家を守って下さっていたんです。雛菊様の事を聞かされたのも私だけで、きっと、兄上は母上にも正体を知らせないでしょう」

　別れもいわずにいなくなった末息子を、母も心配して気に病んでいるだろう。

　新しく仲間入りした義姉が、その悲しみを少しでも癒やしてくれればいい。

「帰りたいと思わないの？」

「帰りたいと思っても、今は叶いませんし。何より、主上の為、延いては民の平安の為に、私は鬼の王に会うまでここに留まると決めています」

「……そう。真っ直ぐな目をしてるね。君がそのままなら、東羅を落とす事も可能だよ」

「へ？」

「まさか、東羅だけが君を落とすのに躍起になる賭けなの？　そんな、つまらない。君が落ちたら終わりなんだから、東羅を落として王に会った後も身の安全を保証させなくちゃ」

　尤もらしい事をいっているが、北羅が楽しんでいるのは確かだ。

「で、東羅との間に子を生んで。鬼の世界は今、子供不足で先行きも不安なんだ。陰陽師達は鬼と見れば直ぐに退治してしまうし、普通の人間も群れて仲間を殺すし。知っている？　村に迷い込んだ子供の鬼が、村人総出で殴ったり蹴り殺されたり、その死体を晒し物にされた事もある。何もしていないのに、鬼と見るなり弓矢を放つ奴等も五万といる。女が捕まり、男達に犯され殺される事も珍しくない。鬼の王は、鬼達に都から出るなといい、僕達は四方の門でそれを見張る。……僕達の中にね、人間を恨まない者はいないよ」

　淡々と語られた言葉に、胸が締め付けられる。

　鬼も人も、どちらも恨み合い、殺し合い。負の感情はただただ積もるだけ。

「……人間は、自分の都合で利用したり殺したり。真白、人間はそんなに偉いの？　君は人間にも優れている物はあるとか東羅にいったみたいだけど、そうは思えない」

「私は、鬼が何よりも勝るとは思えませんし、人が鬼よりも優れているとは思いません。北羅様、鬼が勝るとはおっしゃるのなら人間など気にも止めなければいいのではないですか？　下等な生物が力を誇示しようとしていると思えばよろしい。人間が鬼より優れているのなら、弱者を捨て置くでしょう。人間は怖いから鬼を虐げようとするのです」

　だからといって、人間がした事が許されはしない。

「けれど、北羅様。鬼が人間にした事はよいのですか。人間が殺したから、人間を殺していいのですか？　それが、道理なのですか？」

「……君は、兄の幸せや帝の命の為に嫁いで来た。もし仮に、どちらかを手にかけたとして。真白は同じ事をいえる？」

「それは」

「綺麗事や理屈じゃない。やられるからやるんだ」

　どちらか一方が受け入れるだけでは滅びる。

　それくらい、分かっている。でも、納得していいのだろうか？

　口を噤む真白に、北羅は苦笑し肩を竦めた。

「ごめんね。あまり気にしないで？　僕は意外と君を気に入ってるんだ。東羅に殺されないよう気を付けて」

「あ、……はい」

「それじゃあ、またね」

　退室する背中に頭を下げる。

　強く吹いた風に、庭では植物が音を立てて揺れた。その音を聞きながら、真白は手をきつく握り締める。

「……最初は仲がよかったのに」

　鬼と人は手を取り合って生きていたのに、それを裏切ったのは人間だ。

「裏切らなければ、兄上と雛菊様は祝福されたんだろうな」

　真白もこんな事にならなかっただろう。

　もしかしたら、別の出会い方をしていたかもしれない。友人になれたかもしれない。

　そんな夢物語を語った所で詮のない事。現実は、鬼と人が憎み恨み合い、相容れない関係となっているのだ。

　その夜、宴は行われているらしいが喧騒は聞こえず、それがかえって気になる真白は居室でやきもきしていた。

　東羅達が集まり行うのだから、主賓はただの客ではないだろう。

　それに、わざわざ真白がいる屋敷で行うのはその客が自分に会いたいから。ならば、起きていなくてはならない。

　関係がない宴なら、休む事も出来ただろうが。

　何時来るかも分からない客の為に起きているのは、気力的にも辛い物はある。

「……はぁ。お客様がいらっしゃるのなら、東羅様に湯浴みのお許しももらうべきだった」

　体は、定期的に濡れた布で拭いている。それは頼まなくても東羅が持って来てくれるが、髢を付けている頭は別だ。

　贈り物の中に混ざっていた椿油で艶を誤魔化したり、香で匂いを消したりとかなり苦心している。だが、客に会うのなら、出来れば湯浴みをしてさっぱりとしたい。

　溜め息を吐いた真白は、仮面を外して掻いた汗を拭う。

　降りそうで降らない雨。肌に纏わり付く風はずっと吹いていて、それが暑苦しい。

　打掛を腕にかかる程度にずらせば、気休め程度だが涼しくなった。

「雨が降り始めれば、少しは涼しくなるのに」

　脇息に寄りかかり、扇で扇ぐ。

　少し汗を掻いてしまっている。これは明日にでも東羅に頼み、湯浴みをさせてもらわなくては。

　湿気を含む不快な重い空気が、気紛れに吹く風に流されてはまた漂う。

　見飽きた庭を見つめながら、真白はふと実家の屋敷に思いを馳せた。

　父が子供の頃から、あの屋敷の庭は華やかに整えられていたと聞く。敷き詰められた白砂。植物一つにも意匠を懲らした配置があり、先々代が風流を楽しむ為に目を光らせていたとか聞いた。

「……こことは、違うんだよな」

　出かけて帰って来れば、使用人が笑顔で出迎えてくれる。暖かく優しい場所。

　東羅は、寂しくないのだろうか？

　自分がいなければ、この広い屋敷に一人。今夜のように宴ばかりしている訳でもないだろうし、酒池肉林に浸る性格でもない。

　頬杖を付きながら、ぼんやりとしている。

　そのせいか、視線に気付くのが遅れた。

　振り向けば、開いた妻戸に見た事がない老年の鬼が立っていた。白髪だらけの髪に、額から生える黒光りの角。その片方は途中から欠けていた。

　皺が目立つ顔に優し気な笑みを浮かべ、鬼は頭を下げる。

「お邪魔しますよ、真白殿」

「……あの？　何故、私の名前を？」

　不思議と警戒はしない。

　それが必要ないと本能が分かっているのだ。

「俺が教えた」

　続いて入って来たのは東羅だ。当然のように真白の傍らに座る。

「師匠。先程、話した真白です。真白、こちらは俺達の師匠だ」

　では、お客とは彼の事か。

　真白は居住まいを正し、打掛を直してから三つ指をついて頭を下げた。

「お初にお目にかかります。私、お弟子の東羅様にお世話になっております、真白という者です。不束者ですが、よろしくお願い致します」

　頭を上げれば、渋面の東羅と微笑している鬼がいる。

　座った鬼は、真白に倣ったように頭を下げた。

「真白殿、今宵はお邪魔をして、さぞお気を遣われたでしょう。私は東羅達に武術、文学、道徳を教えている金かな代しろと申す者。こちらこそ、よろしくお願いします」

「……道徳」

　そんな殊勝な物が、あるのだろうか。

　東羅を盗み見れば、睨み返された。

「何だ」

「いえ。お師匠様は素晴らしい方ですね」

「当たり前だろ。師匠なんだからな」

　その言葉もどうかとは思うが。

　東羅達が尊敬しているのなら、やはりいい方なのだろう。

　真白は金代に向かい直った。

「何とお呼びすればよろしいでしょうか？　私の事も真白とお呼び下さい」

　鬼の寿命は長いが、金代の見た目は亡くなった父と同じくらいの歳に見える。

　纏う優しい雰囲気もそうだが、その事も真白の警戒心を和らげたのだろう。直ぐに心を許してしまった。

「金代とお呼び下さい」

「いいえ、とんでもございません！　もし、よろしければ、私もお師匠様とお呼びしていいでしょうか？」

「真白殿が望むのでしたら、喜んで」

「ありがとうございます」

　ほっと息を吐き、真白は金代にと仕舞って置いた唐菓子を取り出した。

　間食もあまりしないので、頂いた物もなかなか減らない。

「酔い冷ましに如何ですか？　頂き物ですが」

　二人が入って来てから酒気が鼻孔を突いている。酔った様子はないがそれなりに飲んでいるのだろう。

「ほう。これは、南羅の手ずから作った唐菓子。南羅が作る菓子はとても美味ですからな」

「ええ。とても美味しいのですよ。食べ切ってしまうのが勿体なく思うのです」

「はっはっ。東羅、新たに補充をして差し上げなさい。種族を違えてでも嫁ぎに来てくれた花嫁だ、大切になさい」

　その言葉には、真白も複雑な気持ちになる。

　東羅に嫁いだのは人身御供のような物で、そして、嫁いでからも二人の間にあるのは賭けだけだ。

　東羅も、真白の心を奪う事だけの為に心を砕く。全く、思いやりも何もないのだ。

「……お気を遣って頂き、恐悦至極にございます。けれど、東羅様も忙しい身です。私はもう十分ですから」

　そういえば、金代は目を細めた。

「真白殿が少しでもよりよい生活をして、鬼に嫁いだと気に病まれない程に幸せになって頂ける。それを願っています」

「お師匠様」

「ですから、東羅に出来る事はやらせればいいのです。そして、真白殿にやれる事はやればいい。持ちつ持たれつの関係こそが夫婦なのだから」

「師匠……っ」

「お師匠様っ」

「「それが出来れば苦労はしません」」

　つい、ぽろりと二人の本音が漏れた。

　睨み合う真白と東羅に、金代は笑みを浮かべているが、それは若干、引き攣っているようにも見えた。

　鬼と人。その関係を置いておいても、やはり、賭けをしている者同士だ。

　真白も東羅に弱みを見せたい訳ではない。東羅も、真白の心を落としたいがそれ以上に馴れ合う気はない。

　甘い関係は築けていなかった。

　金代も、話を聞いているのなら、真白と東羅の間に情があるとは思わないだろう。

　ふと、金代が息を吐いた。

「実は、都に戻る前、私は人間の都に寄ったのです」

　真白の肩に力が入る。

「勿論、姿は変えていきましたよ。角を生やしていては、退治してくれといわんばかりですからね。……どうも、よろしくない様子でした」

　その声色にはふざけた様子は微塵もない。

　真白は口を開閉し、結局、何もいえずに引き結んだ。

「都は今、謎の疫病が蔓延し、負の気に覆われています。帝も倒れられた様子」

「──っ！　東羅様」

「俺達は何もしていない。帝を害されたくなければ雛菊を返すか花嫁を差し出せといった。それでお前が来たのだから、俺達が手を出す大義など、ない」

「では、何故っ」

「落ち着きなさい。おおよその原因は分かります。外法を行っている輩がいます。そして、それに死鬼が手を貸している」

「ああ、……そんな」

　真白は頭に手を当て眩暈を堪える。

　東羅が問うような目を投げて来て、真白は自分の胸を押さえて話し始めた。

「陰陽師は、陰陽寮に所属する事が法令で決められています。陰陽師は学問であり、まじないでもある陰陽道に携わる者をいうのです。その影響力は、都において生活を支配しているといっていいのです」

　時の権力者は呪いを恐れ、星の巡りを読み、家の繁栄や自身の権威を望む。より有能な陰陽師を雇い、親密を深める程だ。

　兄の昌隆も、その有能さを見込まれ陰陽頭を通して藤原一門のあるお屋敷でお抱え陰陽師になっていたのだ。

「けれど、光があれば必ず、影もあります。善を説く陰陽師もいれば悪を行う陰陽師もいる。外法とは、行ってはならない禁術なのです」

　しかし都には有能な陰陽師がいるのに何故、外法が蔓延しているのか。

　金代がいっていた『死鬼』という物が関係あるのだろうか。

「死鬼とは何でしょうか？　鬼と付くのなら……」

「勘違いするな、あんな下等な奴、仲間ですらない」

　東羅が忌々しそうに吐き捨てた。

「死鬼とは死の鬼と書き、死を齎す者です。ただし、これは我等のように大陸を渡って来た鬼ではなく、黄泉の国より出て来る鬼でございます」

「……黄泉の国……伊い邪ざ那な美みの神かみの統べる地の鬼、ですか？　しかし……」

「ええ。曾かつて、伊い邪ざ那な岐ぎが黄泉への入り口、黄よ泉もつ比ひ良ら坂さかを岩で封じました。しかし、黄泉へ通じる穴など、探そうと思えば何処にでもあるのですよ。そこから死鬼が出て来た。この都にも姿を見せ、騒ぎになったと聞きましたが、鬼の都は難攻不落。先祖が子孫の為にと持てる全ての力を使い造ったのです。死鬼に落とせる力量はありません」

「……現れたのですか？」

　初耳に、東羅へ問えば「お前に関係はない」と返って来る。

　押し黙った真白は、暫くしてから息を吐き、肩を竦めた。

　関係ないというのならばそうなのだろうし、第一、東羅は今日は何があったかなどを話す性格ではない。気にするだけ無駄だ。

「死鬼が何を企んでいるのか。そこまでは私共も分かりません。また鬼の都に来るやもしれません。真白殿、決して油断なさいますな。真白殿は、陰陽師の血筋と聞いていますが、死鬼にとって人間は狙いやすい餌に変わりはございません」

「ご忠告、ありがとうございます」

　危ないといえば、都に住む鬼ではなく、真白の方だ。

　陰陽師の家系ではあるが、真白には何の力もない。鬼の都に手は出せないというが、注意に越した事もない。

　死鬼が現れた事が、問題なのだ。楽観視をしては駄目だ。

　厳しい表情で頷いた真白に、金代が相好を崩した。

「何。東羅がいるのですから、心配には及びません」

「……師匠。勝手に任せられても困ります」

「東羅。よいか？　お主の花嫁なのだ」

「ですから、俺は望んで迎えた訳ではありません」

「関係ない。現実に、真白殿が花嫁なのだ」

「東羅様、私との賭けが終わっていないのに、逃げるのですか？」

　微笑を浮かべて東羅に伺えば、予想通りにこめかみが震える。

「いいか、この部屋を出るな。出たら俺は知らん」

「では、私の勝ちで」

「誰がそういったか。死鬼程度の雑魚に賭けを妨害されて堪るか」

「死鬼が現れたら、守って下さるのですね？」

「ふん。勘違いするな」

　そういった東羅に、金代が喉を鳴らす。

「仲睦まじいようで何よりでございます」

　苦笑した真白は、不機嫌そうな横顔を盗み見た。

　死鬼が、何の目的で動いているのか知らないが、都も今、影が差している。

　帝が倒れた。東宮はまだ幼く、折角、鬼の王による驚異を防いだというのに。

「このまま、主上は……都はどうなってしまうのでしょう」

　憂いを帯びた呟きに、金代と東羅は応えない。

　死を司る鬼と外法を行った陰陽師。都にいる有能な陰陽師達が、黙っている訳もないが、よい結果になるとも限らない。

　出来るのならば、戻って、微力でも兄達の力になりたい。何の才能も力もないが、ここで気を揉むよりも遥かに楽だろう。

　──けれど、真白がこの都に留まらなければ、万一の事があって鬼の王が動いては敵わない。

　真白がここにいることもまた、主上をお守りする要なのだ。

「何事もなく、無事に事が終わればいい」

「そうですな。そう、願いましょう」

「お師匠様」

「強く願えば叶いましょう」

「……そうですね。私に出来る事はそれしかありませんが」

「王もこのまま黙っている事はありません。死鬼が我々に牙を剥くとも考えられますし、最善の対処と助力を致しましょう。真白殿に危害が及ぶ事には致しません。私が約束致します」

「ありがとうございます」

「……では、また、日を改めて伺わせて頂きます。今夜は遅くまで失礼致しました」

　もう帰ってしまうのか。

　だが、夜も更けていて、引き止めるのも忍びない。深々と頭を下げた金代に、真白も頭を下げた。

「また、お会い出来る日を楽しみにします。お師匠様、お休みなさいませ」

　挨拶が済めば、衣擦れの音も軽やかに、金代は東羅を引き連れ出ていった。

　一人、真白は夜の庭を見つめる。

　肌に纏わり付くような空気も、雨を降らせない不快な雲も気にならない。

　ただ、郷里で起こっている事にばかり気を揉んでいた。

「…………兄上」

　兄は、母は、屋敷の者達や雛菊という義姉は無事だろうか？

　主上の容態も気にかかるが、心配なのは家族の事だ。

　外法を行っている陰陽師は誰なのだろう？　何を企んでいる？

　死鬼が手を貸すというのだ。対価も必要だろうに、失う物があると分かっていて、何故そんな愚行を行うのだろうか。

「兄上、私は願うだけでいいのでしょうか」

　漏らした言葉に力はなく、無意識の内に呟いていたのは誰の耳にも明らかだろう。

　だが、それに律儀に返す声があった。

「ふん。人間風情が、何が出来るというのだ」

「っ、西羅様」

　何時の間に来たのか。

　侮蔑の笑みを浮かべている西羅に、真白は見開いていた目を眇めた。

「何のご用でしょうか」

　わざわざ、嫌っている者の所に一人で来るとは、また変な趣味だ。それに、こんな夜分に。

　真白は扇を広げると顔を隠した。元々、仮面を着けているので鼻下まで隠してしまえば、相手に見える範囲は少なくなる。

「ふん。師匠は優しい方だ、お前にいわなかったのだろう」

「何がですか？」

　それが京の都に関わる事は確かで、少なからず興味が湧いた。

　その様子に満足したか、西羅は口を開く。その口から放たれた言葉は衝撃的で、真白の頭は白くなった。
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　小鳥の囀りが聞こえない代わりに、しとしとと雨音だけが耳を打つ。

　霞がかる庭を見ている筈の真白の瞳はしかし、何も写さない。

　昨夜、西羅から聞いた事が頭から離れず、それにばかり気を取られている内に朝になってしまったのだ。

　朝餉を運んで来た東羅が瞬きを繰り返す。その来訪にすら気付かなかった。

「…………おい」

　声をかけられ、緩慢に東羅を見る。

「何をしているんだ、お前」

「……と、う……ら様」

「具合でも悪いのか？」

　膳を置き、片膝を着いた東羅は、手の甲で真白の頬に触れた。

「熱病ではないな」

「……ご心配には及びません。少し、考え事をしていて」

　苦笑をして、やんわりと東羅の手を退かす。

「ない頭を無理に使っていると、肝心な時に使い物にならないぞ」

「ない頭にでも期待はして下さるのですか？」

「誰がお前のちんけな頭に期待するか」

　随分ないい草に、何時もの真白ならば反論していただろう。東羅もそうだと思っていたようだ。が。

「………………そ、うですね」

　目を伏せた真白は、そう返すとまた庭を見た。

　東羅が訝し気に顔を顰める。

「お前、まさか本当に病ではないよな？　具合が悪いのなら寝ていろ」

「……東羅様、私は、間違っていますか？　ここに来た事も、その覚悟も、間違っていましたか？」

「そんな事は知るか」

　鬼の下に嫁ぐ事。たった一人で異郷の地に来る事。それは生半可な覚悟で決められる事ではない。

　ただ、願う事は兄の幸せ。守りたいのは主上と、民の平穏な暮らし。

　それが自分の身と引き換えに手に入るのだとしても構わないと、そう思っていたのに。

「──っどうして、教えて下さらないんですか」

　耐え切れずに詰め寄れば、東羅はただ黙って真白を見つめる。

　その様子もまた真白を焦らせた。

「西羅様がいっていました！　死鬼と手を組んでいる陰陽師は分かっているのでしょう!?」

「……分かっていたら何なんだ。それをお前に話す義務はないだろ」

「手を組んだ陰陽師は兄上でしょうっ!?」

　その言葉は真白自身を傷付ける。

　──認めたくない。

　けれど、それが事実だと、何よりも東羅の黄金の瞳が肯定をしていた。

　昨夜、西羅が教えた事。死鬼と手を組み、外法を行っているのは兄。梶原昌隆。

　優しく笑い、何時も助けてくれていた兄の顔が脳裏に蘇った。

「……っ、あぁ、兄上ぇ」

　顔を覆い蹲る。

　兄の幸せを願っていたのに。あの優しく頼もしい兄を追い詰めたのは、自分なのだ。自分の行動が、兄を苦しめた。

　それを思うと、胸が張り裂けんばかりの悲しみや悔しさが湧き上がる。

「雛菊様と幸せになってほしかった、ただそれだけだったのに」

　何て浅はかな事をしてしまったのだろう？　もっと、他に手はなかったのだろうか。

　誰も傷付かず、誰もが納得する道はなかったのだろうか。

「……私は……何て馬鹿なんだろうっ」

　最後に見た兄の姿を思い出す。

　あんなに必死になって、真白を取り戻そうとしていた。真白を助けようと、相打ちも覚悟で勝負を挑んでくれた。

　それなのに、自分は……。

「兄上の事も考えないで」

「…………お前がここで泣いて、自責をして。それで兄が正気に戻るのか」

　静かに叱咤する声。

　真白が顔を上げると、東羅の表情には感情が篭っていなかった。

「……だけど」

「お前がここにいるのは、帝の命の引き換えである事を忘れるな。……花嫁がいなければ、俺達は帝を取り殺す。王はそう、お前の兄にいったんだ」

　真白にとって、大切な兄への思いは鬼達に関係はない。ただ、花嫁を奪われたからその代わりを求めた。

　それが真白だっただけの事。

「……東羅様」

「都に帰るか？　好きにすればいい。だが、賭けは俺の勝ちにさせてもらうぞ。都を出次第、俺はお前を殺すし、鬼は帝を取り殺す」

「東羅様」

「お前がここにいる理由は何だ？　ここまでいわせて分からないと？」

　帝が亡くなれば、間違いなく、政は荒れる。兄も真白も、それを防ぎたい気持ちは一緒だったのだ。

　真白がここにいるのは、兄の幸せの為。それ以外にも、帝を、延いては民を守る為だ。

　──そう、分かっていた筈なのに。

「…………取り乱して……申し訳ございませんでした」

　震える声。俯いた真白は、鼻を啜ると膝の上できつく手を握り締めた。

「今日は一日、頭を冷やします」

　東羅も仕事がある。何時までも長居はしていられないだろう。

　大丈夫だといい聞かせ、見送ろうと顔を上げる。──その時。

　ふわりと鼻孔を擽る香の匂い。頭が引き寄せられ、温もりに包まれる。

　一瞬、何が起こっているのか分からなかった。

　少しして、目の前にある衣と紅い髪、それに抱き締める温もりに状況が理解出来る。

　と、今度は、この状況に混乱した。鼻孔を擽る、焚き染められた香の香り。ただ何をするでもなく、東羅が自分を抱き締めているのだ。これで驚かない方がおかしい。

「東羅様？」

　どうかしたのだろうか？

　身動ぎ東羅を見上げようとすると、先に後頭部に手が添えられ、仮面の紐を外した。仮面が膝に落ちる。

「と、うら様？」

　困惑して、仮面と東羅を見比べようとする。が、それを許さないというように、上衣を脱いだ東羅は、それで真白を包んだ。

　視界が遮断され、更に困惑する。

　東羅が近くにいる事は、気配で分かるのだが、何をしたいのかまでは分からない。

「あの、これは一体」

「兄の事、誰から聞いた」

「……え、あ、西羅様からです」

　答えれば、舌打ちをされる。

　西羅のいう事は本当なのだろう。金代や東羅達は、既に死鬼が接触した事を知っていた。

　それを知っていて、真白にはいわなかった。

　それが優しさなのだろう。気を遣っていわなかったのだから。金代は東羅達にも口止めをしていたのだろう。

　西羅の目的は知らないが、それを知ってしまったのは仕方がない事だろう。真白も、聞かなかったふりは出来ない。

　顔を隠す上衣を握り締め、真白は浅く息を吐く。

「……兄上が仕出かしている行いは、私のせいでもあります。それは間違いないのですね」

「…………そうだな」

「私がいなくなっても、兄上や死鬼のせいで主上が命を落とすかもしれない。今直ぐではなくても、……鬼が襲わなくても……それでも、私がここにいるのは、鬼が主上を襲わない為です」

　自分にいい聞かせるように、ぽつりぽつりと呟いた。

「……東羅様、教えて下さい。……鬼は……王は、私がいなければ主上を襲うのですか？」

　肩が、腕が、体全体が小刻みに震える。

　ここにいる事が間違った事ではないのだろうか？　いる事に、本当に意味があるのだろうか？

「何度もいわせるな。俺達が帝を襲わないのは、お前達が約束を守っているからだ。花嫁が寄越された以上、俺達が帝を狙う事はない。鬼は人間より高尚な生き物だ、約束を違える事はしない」

　見なくても、自信が溢れる顔をしているのは分かる。

　噛み締めて堪えていても、喉が震えて嗚咽が漏れた。頬を熱い雫が流れ落ちる。

　兄が自分のせいで道を踏み外してしまった。それは変わらない事だし、辛く悲しい事だけれど、自分が取った選択肢は効果を齎している。

　それが分かっただけで十分だ。







　泣き崩れた真白は、そのまま寝てしまったらしい。

　目が覚めた時、朝餉は片付けられていて、雨足は強くなっていた。遠くで雷鳴が響いている。

「……私、どれくらい、寝ていたんだろう」

　薄暗い室内には、雨特有の匂いが充満している。

　と、仄かに鼻孔を擽った香りがあった。視線を下に移せば、頭から被っていた東羅の上衣が落ちている。

「東羅様」

　これも、賭けに勝つ為の気遣いだろうか？

　──それでも、気分は浮上して気持ちいい。

　微笑を浮かべた真白は、その上衣を撫で小さな声で礼をいった。

　強くなった雨足に、真白は立ち上がると蔀しとみ戸どを下ろす。

　その時、足下に転がる仮面に気付き、そっと手に取った。泣く際に、邪魔だろうと外してくれたのだろうか。

　口許が緩んだまま引き締まらない。随分と、気の利く事をしてくれる。それが面白くもあり、賭けに勝つ為の手段だとしたら功を奏しているようだ。

　それを嬉しくて有り難いと思ってしまう辺り、自分もまだ駄目だ。

　くすくすと笑っていると、床板が軋む音がした。

　東羅や西羅達は静かに歩く。湿気で建物が傷んでしまったのだろうか？

　振り向いた真白は、開いた妻戸と、入って来た人物に瞬きをした。

　入って来たのは東羅でも、西羅達でもない。結いもせずに下ろした黒い髪。白い肌に、切れ長の瞳。それが生きている物ではないのは、直ぐに分かった。

　人間の姿をしているがそれは、式紙だ。

「……え、誰が」

　式を飛ばしたのは、陰陽師に間違いはない。だが、それは誰だろうか？

　唖然としていると、式紙は膝を着いた。

「私は賀か茂も行ゆき成なり様より遣わされた者にございます」

「……行成様が？」

　賀茂行成。兄と並び優秀な陰陽師であり、陰陽寮天文博士の地位に着いている男だ。

　星読みが得意で、真白もよく習っていた。残念ながら開花しなかったが。

　もう一人の兄のような存在だった行成。昌隆以上に、真白の事を気にかけてくれて、だからこそ鬼の元に嫁ぐ事をいえずに来た。

　きっと、反対をして鬼と戦う道を選ぶだろうから。

　その行成が式紙を飛ばして来た。真白は、式紙に近寄り、その前に座る。

「行成様は、どうして私の居場所が分かったのですか？」

　淡路の方面にあるといわれているが、ここは異界の地。京の都と同じ空間に存在しないのだ。

　それに、この都に式紙を飛ばせば、東羅達が気付かない筈がない。四方を守る番人なのだから。

　嫌な予感がする。逸る心臓の音。雨音が、やけに大きく強く聞こえた。

「行成様は真白様を取り戻す所存にございます。既に、代わりの花嫁も用意致しました」

「…………な、何をいうのですか。そんな勝手が許される筈がない……私は帰れません」

「ここにいては酷な目に遭います。今の内に私とここを出て下さいませ」

「東羅様に何もいっていません」

「あの鬼に会わない方がいい」

　腕を引き、立たせようとする式紙に、真白は抵抗して手を振り払う。

「いきなり来て、それはあんまりではないですか!?」

　どうして、行成は自分を取り返そうとする？

　その代わりの花嫁を寄越せばいいと、それで物事が解決する物でもない。

「何よりも、私は東羅様との賭けが終わっていないのに」

「行成様の魂こん魄ぱくが都の外にいらしています。行成様は先程、鬼に貴方の事を話されている」

「…………え？」

「貴方が隠している男児という秘密も、知れています。今、鬼はこちらに向かっているのです。貴方を傷付けにです」

　一瞬、頭の中が白くなった。

　東羅が帰って来る。自分を傷付けに。

　……男だと隠し嫁いだ事が知れたから。

　東羅ならそんな事はしないとはいえない。寧ろ、東羅だからこそ、傷付けるだろう。

「お分かり頂けましたか。私は行成様より、貴方の無事な保護を命じられております。私と逃げましょう」

　言葉が出ない。どういえばいいのかが分からないのだ。

　ただ、式紙の手を取る事は出来ない。差し出されたそれを払い、真白は毅然と式紙を見上げた。

「……私は残ります」

「真白様。そこまで愚かとは……っ」

「愚かで構いません」

　逃げる事だけはしたくない。

　傷付けられても、逃げてはいけない。そんな気がするのだ。

　その時、閉ざされていた妻戸が音を立てて開く。入って来たのは、表情がない東羅だ。全身ずぶ濡れで、紅い髪からは雫が滴り落ちている。

　式紙が立ち上がり、真白を庇うように背にした。

「……逃げる算段でも練っていたか？」

　鼻で笑う東羅にしかし、真白は姿勢を正したまま返事をしない。

　それに舌打ちをした東羅が、憎たらしそうに真白を睨み付けた。たったそれだけでも、室温が下がったように錯覚する。

「あの男のいっていた事は真実か？　お前、男なのか？」

　何処か、縋るような物を感じ、真白は東羅の瞳を見た。だが、上手く隠しているのか、怒りしか伺えない。

　このまま誤魔化し通せばいいのかもしれない。

　自分の身を守るには、嘘を貫き通す事も大切かもしれない。

　何より、東羅に憎しみをぶつけられるのなら、黙っていたい。その思いが芽生える。

　おかしな事だ。絆されている。苦笑した真白は、直ぐに表情を引き締め口を開いた。

「左様でございます」

　その瞬間。東羅が殺気立ち、式紙を退かすと真白の衿に手をかけた。

　引き裂かれ、顕わになった胸部。そこには当たり前の事ながら膨らみはなく、肌を撫でた冷たい空気に真白は身震いした。

「…………はっ。そういう事か」

　空気を漏らすような声に、ざわりと胸が騒ぐ。

　東羅の黄金の瞳が揺らいだ後、怒りと憎悪だけを抱き真白を睨む。その手が真白の首を掴むと、押し倒した。

「ぐっ、ぅ」

　上からの圧迫に、喉が絞まる。

　喘ぐように口を開閉させ、何とか空気を求めようとする真白に、東羅は怒号を浴びせた。

「よくも俺を騙したな！　人間を娶っただけでも腹立たしいのに、それが男だと？　……何が心は絶対に手に入らないだ。端から靡く気もなかったのだろう!?」

「……ぁ……ぐ…っ、東、羅様っ」

　段々と強くなる手の力に、真白は東羅の手首を掴む。

　けれど、小さな抵抗は歯牙にもかけられない。

　霞む視界の中、自分達以外にも動いた影がいた。

「鬼の分際で、その方に手を出すな！」

　式紙が真白を助けようと東羅に飛びかかる。が、東羅は空いている手を一閃させただけで、式紙を切り裂いてしまった。

　目の前で、二つに破れた人型の紙が落ちる。

「…………っ、ぁ」

「助けはなくなったぞ？　命乞いをしてみたらどうだ？」

　それを望むように、東羅が喉を絞める手を少しだけ緩めた。

　真白は、手首を掴んだまま、自分を見下ろす東羅を見上げる。

　何の感情もなくなった瞳。朝は、側にいて、自分は間違っていないとそういってくれたばかりなのに。

「……ど、して、怒るのですか？」

「まだ分からないのか」

　分かっている。矜持を傷付けられたのだから、怒らない筈がない。

　分かっていた事でも、自分達が築いて来た物に甘い物はなかったのだ。信頼をしても、信頼をされても、簡単に裏切られる物だった。

　それでも、少しだけでも、情を抱き合えただろうか？

「命乞いはしないのか？　絞め殺してもいいのだな」

　皮肉そうにいわれ唇を引き結ぶ。

　既に新しい花嫁が用意されているのを知っているだろうし、帝に害が及ぶ事もないだろう。鬼は約束を違えないと、東羅がいったばかりだ。

「…………賭けは、どうします？」

「無効に決まっている。お前がまだ花嫁でいれる内に、俺は好きにさせてもらうぞ」

「……貴方様の物ですから」

　最初にそういった。東羅の物だから、命を絶てと。真白もそれを了承している。

　心残りはあれど、目的が果たされるならば、もう裏切らなくてもいい道を選ぶだろう。

「……ごめんなさい、東羅様」

　くっと手に力が篭る。

「…………お世話になりました」

　最後に、朝餉を食べればよかった。東羅の料理は美味しいのだ。

　行成には悪いが、逃げ帰る事は出来ない。だって、賭けを有耶無耶にしたくはなかったのだ。約束を違える事をしたくない。

　──最初から、帰る気もなかったのかもしれない。

　目を閉じ、体の力を抜く。

　行成には本当に悪いと思っているが、このまま都に戻り、兄を止めてほしい。

　行成が真白を取り返そうとしたのは、昌隆を止める手立てだと目算したのだろう。今思えば、ちゃんとした理由もあったのだ。

　母にも兄にも別れをいえなかったけど、先立つ不考を許してほしい。三途の河原で待てるといいのだけど。

　都合のいい事を考えてしまう。

　────刹那。

「──っあ」

　剥き出しになっていた首筋に痛みが走る。

　驚いて目を開ければ、視界の端を紅い髪が占拠している。何時の間にか喉を絞める手が解かれ、東羅が首筋に噛み付いていた。

　噎せそうになるが、衝撃の方が強く、押し返そうと肩を掴んだ手を東羅が床に押し付けた。

「…ゃ、東羅様っ」

　熱い舌が、首筋に付いた歯型を舐める。

「止めて下さいっ」

　どうしてこんな事をしているのか。

　手が駄目なら足を使い抵抗するが、それすら捩じ伏せられ、恐怖が湧き上がる。

　片手で真白の両手を纏めると、開いた手が腰紐を解き始めた。

「と、ら様っ」

　どうしてこんな事をする？

　絞め殺すのではなかったのか？

　顔面蒼白で見つめる真白に、東羅は酷薄な笑みを浮かべた。

「お前には、屈辱感を味わわせてやる」

「東羅様っ」

「何もせずに解放など、させてやるとでも？　嫁ならばそれ相応の事もしてもらおうか」

　愉快そうな声に、血の気が引く。

　合わせ目を解く衣擦れの音が、やけに耳に響いた。






参話　揺れる天秤　回る歯車









　紐解かれ、緋の長袴が足を擦れば、何をするのか直ぐに分かった。

　狼や鷲が獲物を狙う目を間近に見て、恐怖に体が竦み上がる。

「……ゃ……、東羅様っ」

　膨らみもなく、肉付きも薄い胸部を、冷たくて大きな手が這う。

「やめて下さいっ」

　全力を持って抵抗をしても、力の差など歴然としている。

　抵抗ともいない抵抗をしている真白に構わず、東羅の手が腹部を伝い、その下へ向かう。

　早急な手付きに焦りはなく、一瞬でも早く真白に屈辱を与えるのが目的なのは明白。

　涙が滲む目で見上げれば、東羅は無表情で真白を見ていた。その手が止まる。

「お前は俺の物だろ？　好きにしろといっただろ。それさえも違えるか？」

「……っ」

「その口で、よくもいけしゃあしゃあと人間が勝るといえた物だ」

「……私は、ただ」

「ただ、何だ？　命乞いはしないが、貞操を守りたいというのか？」

「…………東羅様は、いいのですか？」

　何を聞いているのか、自分自身も分からない。

　東羅が訝しそうに眉根を顰めた。

「東羅様は、後悔をしないのですか？」

「……お前、現状を分かっていないのか？」

「分かっています。東羅様に首を絞められた時より、今が遥かに怖い。……東羅様が分からない」

　死を与えるより恐ろしく、屈辱的な罰を与えるのは何故？

「だって、東羅様、……貴方を裏切り嘘を吐いていた私を、何故、殺さないのですか？」

　今から東羅が何をしようとしていたのか、知識がなくても分かる。

　けれど、それが終わった後、東羅の気が済むとは到底思えない。

　目を見開いた東羅に、真白は訴えた。

「私も男児です。東羅様が私にやろうとしている事は、確かに屈辱だと思います。東羅様を憎みたいくらい」

　黄金の瞳が細まり、冷たくなる。

「それで、東羅様は気が済むのですか？」

　どうしても、真白がいた痕跡が残るのに。

　その怒りを、東羅が誰にぶつけるかは容易に想像が出来る。

「……私は、兄上の幸せと、主上の御命を守る為に性別を隠して嫁ぎました。主上をお守り出来れば、民の安寧も守れると信じて！　その民に、東羅様が怒りをぶつける事は想像出来ます！　……それなら、どんな屈辱でも、受けます。私には覚悟がありますから」

「……はっ、まるで俺には覚悟がない。みたいないい方だな」

　今、自分はどんな顔をしているだろう。覚悟はあるのに、体が小刻みに震えてしまう。

　──東羅が怖い。

　──怒りもある。

　けれど、最初から裏切っていたのは、自分の方だ。

　何をされても、強く文句はいえないかもしれない。それでも、与えられるだろうその屈辱は、決して許さない。

　東羅が侮辱の念を込めて、真白を見る。手が袴にかけられた。

「……自己犠牲に愛はない。あるのは自我だけだ」

「……っ」

「後悔をするなよ」

「そこまでにしなさい」

　不意に入って来た声に、袴を剥ぎ取ろうとした東羅の手が止まる。

　見れば、妻戸を背に金代と北羅がいた。

「……師匠、何故」

「北羅が呼びに来たんだよ。東羅、今直ぐに真白殿を解放しなさい」

　床板を踏みながら、ゆったりとした動作で金代は東羅を退かす。

　と、顕わになった真白の体を、上衣で包んだ。そのまま軽々と真白を抱き上げる。

「お、お師匠様!?」

「夫婦間の諍いさかいに口出しするのは憚はばかられる物ですが……東羅、自分が何をしようとしていたのか、頭を冷やして考えなさい」

「そいつも合意の元です」

「陵辱がか」

　その声色は低く冷たく、真白の方が体を強張らせてしまう。

　金代はその一言をいい放ち、真白を抱き抱えたまま部屋を出た。北羅が追って来て、何処かへ案内をするように先に立つ。

「……お師匠様、申し訳ありませんでした。助かりました」

「ある程度ですが、話は聞いていました」

　一体、何時からいたのだろう？

「東羅様を叱らないで下さいませ。悪いのは私です」

　原因を作ったのも、真白自身だ。それは自覚している。

　男である事を偽った。それを、東羅は他人から聞いたのだ。賭け事もそうだが、騙された東羅が怒るのも無理はない。

「……何時から、私は間違っていたのでしょう」

「間違われたと、思いますか？」

「私、ここにいる意味を失いそうなんです。いなくなっても、きっと、東羅様は構わないでしょうね。……お師匠様、新しく来る花嫁を守って下さい。後生です」

「真白殿は、何故、東羅が怒ったのか分かりますか」

「ええ。東羅様は、矜持を傷付けられるのを嫌いますし。偽った事を怒るのも無理はない事でしょう？」

　ふと、金代が足を止めた。目の前にある妻戸が開き、中に入れば、そこはいきたくて堪らなかった湯殿だった。

　北羅が後ろ手で戸を閉める。

「賢いようで馬鹿なんだね」

　苦笑を漏らし、北羅は湯浴みの支度を始める。

　困惑して金代を見れば、同じように苦笑を浮かべていた。

「東羅は、確かに、矜持が高く鬼としての誇りを高く持っています。真白殿のいう通り、それを傷付けられれば怒りに染まるのも頷けましょう」

　ゆっくりと下ろされ、自分の足で立つ。

　金代は怒らないのだろうか？　弟子の元に、偽り嫁いだ自分の事を、怒ってもいいだろうに。

　その疑問が顔に出ていたのか、金代は笑みを浮かべると、髢に手をかけそれを外した。

　久方ぶりに現れた、女よりも短い髪。頭が楽になった。

「性別を偽った事は、許される事ではありません。その罰は受けなくてはならないでしょう。けれど、真白殿。貴方が嫁いだその事実に、嘘偽りはないのです。どうか、御身はご自愛下さい」

「お師匠様」

「犠牲ではなく、鬼と人が同じ道を歩める事を願って止みません」

　金代の言葉に、真白は俯く。

　ここに来たのも、いたのも、自分の身を差し出したのも、誰かの幸せの為の犠牲。そう自分にいい聞かせて来たのは、真白だ。

　その事を、誰もがよしとする訳ではない。現に、兄が苦しんでいるのだ。

　何もいえない真白に、金代は何処までも優しくいい聞かせる。

「今は湯を浴び、落ち着くのが先決。どうか、この翁の願いは胸の内に仕舞われて。……湯から上がってから、東羅と話し合って下さい」

「…………はい。善処します」

　噛まれた痕が残る首筋を押さえ、真白は深く頭を下げる。

　支度を終えた北羅が、湯浴みを手伝うといったが、それは断り一人にしてもらった。

　着物を脱ぎ、身を清める。これくらい、一人でも出来るし今はゆっくりと金代の言葉を考えたかった。

　東羅が怒った理由は、真白が考えている事だけではない。その理由が分からないのだ。

　湯舟に浸かり、ひりひりと痛む痕を押さえる。

　東羅に押さえられた手首も、触れられた場所も、洗っても温めても鮮明に感触が思い出される。

　あの時、抱いていたのは強い恐怖と怒り。

　今、抱いているのは、罪悪感と困惑。それと、他にもあるように感じた。

　湯気で曇る天井を見上げる。薄暗い湯殿の中みたいに、頭の中は曇り思考が回らない。

　不意に、熱い物が眦まなじりを伝い落ちた。

　しとどに流れるそれに、触れて調べれば、涙だ。

「────っ、ふ……っ」

　絞められ、痕が付いたであろう首を押さえる。

　膝を抱えて丸くなり、真白はきつく下唇を噛み締めた。

　──どれ程、怖かったか。

　殺される瞬間よりも、無慈悲に力付くで押さえ付けられ、陵辱されそうになった事が怖かった。

　東羅にいった通り、覚悟はあったのに。

　新しく遣わされる花嫁が、自分が性別を偽ったせいで辛い目に遭わされるならば、どんな仕打ちでも受けるつもりだった。それは今も変わらない。

　ただ、心の何処かでは、舐めていたのだろう。

　思い止まってくれるだろう。いい包められるだろう。

　──自己犠牲に愛はない。あるのは自我だけだ。

　あの時、東羅の言葉に思い知らされた。

　真白が選んだ道の何処に、愛があったのだろう？

　兄や帝、民の幸せを願った事も愛といえば愛。けれど、自我といえば自我。

「……っ、……私は、何の為にいるんだろう」

　朝、それは見えたのに。もう、それが分からない。

　代わりが来れば、真白はお役ごめんだ。寧ろ、男の身で花嫁など、滑稽としかいいようがない。都に帰されても当然の事だし、ここに踏み止まる理由もなくなるだろう。

　肩を抱き、嗚咽を漏らしながら、真白は爪が柔肌に食い込む程に力を込めた。

　皮が裂け、血が伝い落ちる。

「……東羅様」

　怒った理由が分からない。

　東羅の事も分からなくなった。

　朝、いってくれた全ての事が、今の自分には何一つ理解出来なくなる。

　目を閉じた真白の頬を、涙は幾筋も伝い落ちた。
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「満足？」

　耳朶を打つ声に振り向けば、腰に手を当て立つ南羅がいた。

　新緑を写したような、美しい翠の長髪を旋毛の上で一つに結い、水干に似た着物を着ている。その美貌は鬼の中でも郡を抜いているが、正真正銘、男。

　鬼の社会に女が生まれる事が珍しいのだ。稀少な鬼女も、人間に見付かり、犯されてから殺される。

　それを目の当たりにして来た鬼達は、なるべく、女を都から出さないよう目を光らせている。

　女が少なければ子の数も減り、今、鬼は種族根絶の危機に直面しているのだ。

　そんな折に嫁いで来た人間の女。なるべく、他の血を混ぜたくない上に、忌み嫌う人間の花嫁が公然として迎え入れられたのに、それが男と来た。

　東羅にしてみれば屈辱で、真白がどんな仕打ちを受けようが、当然の報いだと今でも思う。

　だからか、質問の意味が分からなかった。

　答えず外方そっぽを向いた東羅に、南羅は嘆息すると中に入って来た。

　几帳面なのか、整えられている室内。真白の使っている、梅花の香が微かに漂っている。

　……そういえば、何故、まだこの部屋にいるのだろう？

「ねぇ、東羅。何故、怒ったか自分で分かっている？」

「…………ああ」

　真白は、矜持を傷付けられたからと答えた。

　確かにそれもあるが、それだけではない。それを、今更認めるのが癪だった。

「……分かってるならいいわ。西羅程、馬鹿じゃないみたいだし」

「ああ、西羅もいたな」

　雨の中、外に不審な気配を感じて出たのは申の刻。

　四方の門の番人が揃って対峙したのは、人間の魂魄だった。

　普通、体と心を切り離す事は意識して出来る事ではなく、それが可能だったのは人間でも知っている限り、大陰陽師、安倍晴明ただ一人だった。

　驚く一同に、彼、賀茂行成は驚愕する事をいった。

『真白を返してもらおうか。彼は男だ。君達の花嫁にはなれない』

　最初は嘘だと思った。あの西羅でさえ、鼻で笑い下手な嘘だと嘲笑した物だ。

　だがしかし、真白の兄には弟しかいないといわれ、不意に疑問が生まれた。

　真相を知る為に帰れば、答えは行成のいった事が真実で。

　あの瞬間、強い殺意と失望が東羅を支配した。

「あの陰陽師、限界が来て帰ったわ。今度は望月の夜に来るそうよ」

「……後、十二日か」

「新しい花嫁を連れてね」

　十二日も我慢しなくてはいけないのか。

　舌打ちした東羅は、足下に転がる仮面を踏み潰した。足の裏に僅かな痛みが生じるが、直ぐに消える。

「……残念ね。東羅や北羅から聞いた花嫁も、所詮は人間。嘘と利己ばかり詰まった器なんだもの」

「それは違うよ」

　と、開いたままの妻戸から北羅が入って来た。

　唐から櫃びつを開け、中から着物を取り出す。

「あら。お姫様は湯殿に？」

「絞めたり噛んだり、何処かの誰かさんが痕を残したのが痛々しかった。自分を犠牲にして、誰かの幸せを得ようとするんだ。それの何処が利己的なの？」

「ま。腹が立つわ、そういうの」

「南羅はね。気持ちのいい事ではないのは、認める。けど、そういう性格を持つ鬼もいるでしょ？」

　見繕った着替えを手に、北羅は足早に出ていく。

　その背中を見送って、南羅が首の後ろに手を当てた。

「……まぁ、そうね。……東羅、これからどうするの？」

「どうもこうもない。南羅、あいつを引き取るか？」

「嫌よ。屋敷が人間臭くなる」

「……貴様」

「でも、この香の匂いは好きなのよね。東羅もでしょ？」

「……」

　不快なら、早々に立ち去っている。黙認すれば、付き合いの長い同僚は分かってくれた。

　足をずらし、粉々に砕けた仮面を見つめる。

「……表情が豊かだった」

「ふぅん」

「口がよく回って、飲み比べた時もそうだが、意外と負けん気も強い」

「ああ、西羅に喧嘩を売っていたって聞いていたわ」

　最初のしおらしさは何処へやら。物怖じせずに、舌先三寸、次から次へと言葉を並べて。

　ああ、だからか。人間の中では一番といえる程、気に入り始めていたのだ。それは間違いない。

　矜持を傷付けられたのもそうだが、本当はその気持ちさえ裏切られたから怒ったのだ。

　真白は知らないだろう。きっと、気が付かないだろう。東羅は、自覚が出来るくらいには、真白を信頼していたのだ。

　信頼もせず、裏切られた事を怒る者が何処にいるか。

　だからこそ、悔しい。口惜しい。信じてしまった自分が情けなく、惨めだ。

「……貴方が去ってから、賀茂行成がいっていたわ。それを伝えに来たの」

「何だ」

「死鬼についてよ」
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　天井から落ちた水滴が湯に落ちる。

　その音に目を開いた真白は、重い頭を押さえて立ち上がった。

　長湯をしただけではなく、泣いたせいで頭が重く痛む。湯殿には誰もいないが、手拭いに着替えが置いてある。

　やはり、着物は女物しかなく、それを見ると複雑な気持ちになる。

「……仕方ないか」

　息を吐き、体を拭いてから着物を着付ける。

　打掛を引き摺り外に出た真白は、その場で立ち止まり、蹲る。

「私は、何処にいけばいいんだろう」

　対屋にも、屋敷にもいられない。いずれ、代わりの花嫁が来るのならば、今直ぐに出ていってもいいだろう。

　だが、出ていっても何処へいけばいい？　異郷の地に、頼れる者はいないのに。

「…………駄目だ、もっとしっかり気を持たなくては」

　胸の前できつく手を握り締める。

　悲観してばかりはいけない。こういう時こそ、前向きにならなければいけない。

　真白は、そう言い聞かせながらきつく目を閉じた。

　自分は、これから、どうすればいいのか。金代がいっていたような話し合いが必要なのは、真白にも分かっている。

　何故、東羅が怒ったのか。その理由を知らなくてはならない。例えば、それが無意味になるのだとしても。

　きつく手を握り締め、息を吐く。

　体がさっぱりしたお陰か、はたまた、思う存分泣いたからなのか。一度、前向きに考えようと決めれば、生来の性格も手伝い思い詰める事はない。

　だが、それでも、東羅が怒る理由に矜持を傷付けられた事以外が浮かばないのだ。

「……今のままで、いいのかな」

　東羅は、話を聞いてくれるだろうか。話してくれるだろうか。

　悩みは尽きず、真白を苛さいなむ。

　ふと、昔の事を思い出した。真白は一度、昌隆と大きな喧嘩をした事があった。その理由は覚えていないが、泣きじゃくる真白に、謝る事を教えたのは行成だったのは確かだ。

「………………そうだ。まずは、謝らないといけないんだ」

　首を絞められたり襲われたりしたが、真白も悪い所はあったのだ。

　東羅を傷付け怒らせたのは事実。それが、真白が取った行動の結果というのも、また変えられない事実。

　それは、謝らなくてはならないのだ。

「よし」

　そうと決めれば直ぐ実行に移すのは、真白の長所だろう。

　金代に運ばれたが、道が分からない事もなく、裾をたくし上げると、真白は小走りで対屋に向かった。

　与えられた自室に東羅の姿はない。代わりに、砕けた仮面があった。

　それに困惑したが、片付けは後でいい。今、謝らないといけない気がして、真白は邪魔な打掛を脱ぐと東羅を探しに出た。

　初めて回る屋敷の、何と広い事だろう。使用人がいないのに、何処も汚れがなく、どの部屋も直ぐに使えるよう整えられている。自分もそうだが、東羅も几帳面らしい。

　東羅が使っていると思われる部屋は、直ぐに見付かった。

　寝殿造りと変わらぬ造形だから、見付けるのは容易い。が、そこにも姿はなく。

　もしかしたら、屋敷を出ているのかもしれない。

　雨も何時の間にか止み、庭では小鳥が鳴いている。

「…………東羅様」

　何処にいるのだろう？　こう広いと、場所が分からない。

　部屋に戻り、外を見れば、雨露が顔を出した陽光に煌めいた。








○　●　○









　東羅が何時、帰って来るか分からないまま夜が明ける。

　一睡も出来ずに朝日を見た真白は、念の為に屋敷内を回って確認をした。東羅が帰った気配はない。

　何も食べていない腹が悲鳴を上げ、仕方なく、部屋に置いてある唐菓子を摘んだ。厨も見付けたには見付けたのだが、許可なく使う事は憚られる。

　そして、腹が膨れれば、湧いて来る物は怒りだ。

　謝りたいのに、その相手が何もいわずに出ていき帰って来ない。帰りも何時か分からない。

　──どうすればいいのだろう。

「……行成様はそういう事を教えて下さらないし、兄上も逃げるような事はなさらなかったし」

　逃げる物を追う趣味も持ち合わせていない。

　どうすべきか。考えていた真白は、「もし」という声に驚き庭を見た。

　庭に、白張姿の鬼がいて、腰を低くして真白を見ていた。この屋敷に、主が不在の時に誰か入って来た事はなかった。これが驚かずにはいられない。

「──っ誰です」

　警戒して身を固くする真白に、鬼は遜へりくだる姿勢を貫き通す。

「突然、申し訳ございません。ご容赦下さいませ。私はさる方からこれを届けるよう遣わされた者でございます」

　そういいながら、差し出されたのは文だ。

　一体、誰が？

　分からずに警戒しながら、真白は文を受け取り開く。そこに書かれている文字は流暢で美しい。

「……お師匠様？」

　焚き染められた香の匂いに、書かれている名前。

　それで金代と知れると、警戒は和らいだ。

「……申の下刻に東門に？　あ、あの、私に宛てられた文で間違いないでしょうか？」

「はい。違いありません」

「分かりました。ありがとうございます」

　頭を下げ退場した鬼を見送り、真白は小首を傾げた。

「でも、何故、わざわざ文を？」

　金代が忙しい身というのは分かるが、何故、その刻限に東門へ呼び出したのか。

　もしかしたら、東羅に会わせてくれるのかもしれない。

　今夜、東羅が帰る確証はないのだ。このまま別れを待つのは意に反する。会えないのなら会いに行けばいい。

「それを説いて下さるなんて。お師匠様は流石だ」

　東羅が戻って来る可能性もあったが、結局、酉の刻を過ぎても帰って来た気配はなかった。

　真白は苦労して動きやすい姿になると、屋敷を出た。

　袿うちぎを頭から被っているからか、通行人に目立つ事はない。

　下手に隠れる方が、かえって怪しまれる物だ。

　東門は名の通り東にあり、西日を背に大通りを進めば、直ぐに門構えが見えた。

　門が閉まる時間か、通行人の影も疎らになり、寂しさが襲う。と、近くを籠の背負った歳老いた鬼とその孫らしい幼い鬼が通った。

「じじ、何で、今日は門が閉まらないの？」

「さぁのう」

「四つ刻には、閉まるのにね」

「…………あ、あの、東羅……東の門番は、いましたか？」

　つい、声をかけてしまう。

　門が閉まっていないという事は、何かがあったのだろう。

　忙しいのなら、時を改めなくてはならない。謝る為に東羅を刺激しては意味がないのだ。

　突然、声をかけた真白に驚いたのか、目を丸くしていた祖父とその孫は、直ぐに返事をくれた。

「ええ、いましたよ。南門が閉まったのでしょう、南羅様もおりました」

　南羅には会った事がないが、更にいくのを躊躇わせる。

「……南羅様や北羅様が東門に訪れる事は、よくあるのですか？」

　やはり、何かあったのではないか？

「いいえ。ああ、しかし、緊急を要する事が起これば、門番は門を閉め、臨機応変に対応されるので」

「ぼく達が平穏に暮らせるのは、門番のお陰なんだよ！　……じじ、やっぱり、何かあったのかなぁ」

「さぁなぁ。死鬼がまた現れたのかもなぁ」

　怖や怖やと肩を竦め、祖父は孫の手を引き去る。

　その背中を見送り、真白は東門を見た。

　忙しい身ならば、今回は出直そうとも思った。

　金代が用意してくれた機会だとしても、真白は東羅に謝りたいのであって、邪魔をする気はないのだ。

　けれども、死鬼が出たかもしれない。その情報を獲た今、引き返す選択肢はなくなった。

　死鬼は昌隆に手を貸しているという。そのせいで、都が荒れているのなら、止めなくてはならない。

　意を決した真白は、早足で門へ向かった。

　見えても遠く、門の細部が確認出来る距離まで近付くのに、それは時間がかかった。西日は山の峰へ沈もうとしていて、光源は松明たいまつを頼りにしなくてはならない。

　生き物の気配が遠退き、不気味さが際立つ。

　真白は身震いをすると、先程よりは歩幅を緩めて門へ向かう。

　見える範囲に、東羅や南羅の影はなかった。周りを確認しても、呼び出した筈の金代の姿もない。

「……東羅様？　……お師匠様？」

　おかしい。支柱に手を付き、周りを見回す。

　門戸は開いていて、そこを守る東羅が姿を消している筈がない。それに、金代ともあろう鬼が、呼び出して来ない筈がない。

　付き合いは短いが、それをよしとする性格ではないと分かっていた。

　ならば、今の状況はどういう事なのだろうか？

「……外かな」

　都から出たら、東羅が怒る事は分かる。

　だが、どうせ、無断で屋敷を出た事を言及されるのだ。もう、これ以上は怒ってほしくないが、ここまで来たのだから待ち続けるのも癪だ。

　敷居を跨ぎ、恐る恐ると外へ出る。

　朱塗りの壁や瑠璃の支柱。門の種類は、都と同じ唐から門もんだ。左右に唐から破は風ふがある所を見ると、平ひら唐から門もんだろう。

　そんな事に関心を持っていると、一陣の風が吹き、木々が揺れる。その音がやけに耳に付いた。

「…………気味が悪い……」

　夜という闇がそう思わせるのか。

　真白の足が後退する。東羅の気配はせず、探し人がいる様子すらない。

　何処へいってしまったのだろうか。戻って金代を探そうか。そう思った時。

「あれ、真白？」

「……っ！」

　背後からかけられた声に、飛び上がりそうになる。

　振り向けば、そこには北羅がいた。栗鼠のように丸い黄金の瞳が瞬きを繰り返している。

「どうしたの、こんな場所に」

　見知った鬼が現れたからか、抱えていた心細さも払拭された。

「あ、あの、お師匠様に申の下刻にここへ来るよう文を頂いて。東羅様に謝りたくて、黙って来てしまったんですが」

　懐から文を出し北羅に渡せば、あどけなさが残る顔を顰め、真白を見た。

「……それを、師匠が？」

　乱暴とも取れる手付きで文を取り、北羅は内容を確認する。

　その顔が、益々、強張っていった。

「…………成程、上手く出来た文だ。けど、これは師匠の字じゃない」

「え」

「真白は見た事ないから香の匂いで判断したんだね。筆記体が師匠とは若干、違うんだ。誰が持って来たか分かる？」

「白張を着ていて、お師匠様に仕えている方かと思ったので、人相は覚えていません」

　まさか、文が金代の物ではないとは思いもしなかったのだ。

「……これは、どういう事でしょう」

　誰が何の目的で真白に偽の文を送ったのか。

　真白を屋敷から出して、一体、どうするつもりなのか。先程とは違う不安に、真白は周りを見回した。不審な影はない。

「分からないけど。取りあえず、帰りな。送っていくから」

「は、はい」

　東羅の不在も気になるが、今は北羅に従うのがいいと判断する。

　踵を返した北羅に続き、足を踏み出す。

　その時。鼻孔を突いた香りに、踏み出したまま固まる。少し先を行った北羅が、気付いて振り向いた。

「真白？　どうかした？」

「…………あ、いえ。何でもありません」

　気のせいだろうか。母に付き合い、焚き比べをして香に関しては匂いに敏感だ。

　そして、今、自分が使う梅花と北羅の樗おうちの香以外に別の香りに気が付いたのだ。

「……北羅様」

「ん？」

「誰か、いませんか？」

　東羅は伽きゃ羅ら。北羅は樗。西羅は木もっ香こう。それとは別に、嗅いだ事のない甘い香りがするのだ。香であるのは確かなのだが……。

　訝しそうな真白の表情に、北羅が警戒をして周りに視線をやる。と、その瞳が、真白の後ろに移り和らいだ。

　振り向けば、松明に照らされる紅い髪が視界を彩る。

「……何をしている」

　不愉快そうな声に、真白が体を強張らせた。

「東羅様っ」

「一体、何処にいたのさ」

「こんな刻限に。しかも貴様はここで何をしているんだ。まさか、逃げる気か？」

　鼻で笑う東羅に、慌てた真白は激しく首を振った。

「私があなたを欺こうとしたことは、道理にかなわないことでした。　……東羅様が許してくれる筈もないし、怒られるのも仕方がない事です。だけど、私は矜持を傷付ける以外の理由が分からなくて。だけど、どうしても謝りたいのです」

「謝る？　随分と都合がいいな」

「……分かっています。謝って許される事ではないのですから。だけど、私が嫁いだ気持ちに嘘偽りはありません。……東羅様、ごめんなさい」

　東羅が許す事はないだろう。

　けれども。悪い事をしたのは自覚している。それを謝る事は、決して悪い事ではない。

「私が騙していた事は、道理を違えていました。申し訳ありませんでした」

　頭を下げる。

　きっと、東羅は罵るだろう。更に軽蔑するだろう。それを甘んじて受けなくてはならない。

　だがしかし。

「……その話はいい。早く戻れ」

　その言葉に、目を閉じていた真白は顔を上げた。

　東羅の表情は依然として不機嫌極まるといわんばかりで、真白ではなく、北羅を睨んでいた。

「暇なら連れていけ。顔も見たくない。何があっても対屋から出すな」

「…………東羅様？」

「何だ」

　やっと、真白を見た東羅に、鳥肌が立った。

　固まる真白は、震える唇を動かす。

　耳の下の長い髪。額から生える黒光りしている角。切れ長の瞳は深い黄金色。そこにいるのは東羅そのものなのに、この違和感は何だろうか。

「北羅、師匠はどちらにいる？」

　東羅は、真白に興味がないかのように北羅へ話を振る。

「……師匠は王の元にいるけど？」

「そうか」

「師匠に用でもあるの？」

「ああ。お前はこの下等な人間を閉じ込めておけ」

　いい捨て、追い越された時、香の匂いに真白は東羅の前に出ていた。

　東羅のみならず、北羅も目を瞬く。

「何だ。貴様、道を塞ぐか」

「……東羅様。南羅様はどちらでしょうか？」

「答える義務はない。退け。退かないなら今この場で切り裂くぞ」

「お好きにどうぞ。質問に答えて下さい。……そんな簡単な事さえ答えて頂けないようなら、やはり鬼もたかが知れていますね」

　背中を冷や汗が流れる。視界の端で、北羅も眉を顰めるのが見えた。

　喧嘩を売りたいのではない。確かめたい事があるのだ。

「南羅様はどちらに？」

　まだ会った事のない鬼だけれど、その姿がないのはまたおかしな話だ。

　真白の足が遅かったのだとしても、あの老人と孫に会った時には南羅はここにいた。その後、南羅が帰ったのなら、東羅も門を閉めるだろう。

　死鬼が現れた可能性があるのなら、警戒するのが当然の事だ。

　答えを待つ真白に、東羅は視線を逸らした。

「それを聞いてどうする。次は南羅に取り入るか？」

「なら。……貴方は、誰でしょうか」

　突拍子のない質問転換だが、真白が確認をしたいのは目の前の鬼が東羅か否かだ。

　微かに漂う香は、甘みのある伽羅の香ではない。

「……何をいう？　貴様、人間の分際で、俺を疑うか？」

　殺意を抱いた声。それに気圧されそうになるのを堪えて、真白は東羅の姿をした者を睨み付けた。

　鬼よりも弱い人間の身だからこそ、感じる物もある。

　直感だが感じたそれは、危険。この者を金代のところにいかせてはならないという直感だ。

「退かなければ殺す！」

「私は、まだ東羅様の花嫁です。だから、……気に障るようならば、東羅様との約束だから、どうされようと構いません。けれど、貴方は東羅様ではない」

　嘘を吐いて、身を偽り嫁いだ。

　世話を焼いていてくれた東羅が、真白が女だと信じていたのなら、騙されていた事に怒るのも無理はない。

　鬼と人とでは生きる時間も違う。鬼の王の目的は知らないが、種族を越えた婚礼は、簡単な話ではない。

　そんな苦労をするならば、男となど、添い遂げたいと思う筈がない。

　自嘲した笑みを浮かべ、真白は東羅の姿をした者を見つめる。

「東羅様なら、今の私を脅す事もなく手にかけるでしょう」

　それに息を飲んだのは、東羅だけでなく北羅もだった。

　真白より少し背の高い北羅は、体躯でいえば頼りないが、真白の指摘に疑いを持ち東羅の姿をした者の前に出る。

　小柄でも、真白一人よりかは頼もしい。

　そんな北羅に対して、東羅は侮辱する目を向ける。眉間に寄る皺が一本増えた。

「お前、人間の肩を持つのか。同胞として恥ずかしい」

「東羅。真白の質問に答えて。南羅は何処にいるの？」

「…………裏切り者の貴様等に、答えるつもりはない。退け！」

「退かない。番人は、不審な者を中へは入れられないからね」

「この門は俺が守る門。それを、他所の門を守る奴に阻まれるとはな」

「馬鹿だね。四方の門の番人は、補い合い都を守るんだ。それを忘れたか知らないか。どちらにせよ、東羅も落ちたな。お前が偽者だとしたら、本物の東羅は易々と姿を化かされたんだから」

　東羅と北羅の殺気が立ち込め、びりびりと空気を震わせる。

　それに呑まれた真白は、呼吸すら難しい重圧に胸を押さえた。

　四方を守る番人は、鬼の都を守護する要だ。簡単には破られないように、実力共に精鋭が揃う。その鬼が、殺気をぶつけているのだ。

　風もないのに北羅の髪が揺れる。

「……大した事ないね」

　不意に北羅が呟く。

「東羅の力には遠く及ばない。早く真の姿に戻ってくれないかな」

　そういわれた東羅の姿をした者は、もう偽る気もなくなったか、今度は簡単にその姿を変えた。

　紅の髪は茶色く変色し、体躯も縮む。耳の尖りを残し、角が消えた。

　黄金の瞳を閉じて開けば、そこは血のような赤色となり、高かった鼻梁も低くなる。

　痩躯を包む見た事のない着物の生地は、上品な女物だが、それを着ている者は男だ。

　その人物は、飄々とした笑みを浮かべていた。

「こんな簡単に見抜かれるなんてね。北羅を騙せていた程、完璧な演技だったでしょ」

　同意を求める人物に、北羅は手振りで真白に下がるよう命じる。

　男が姿を変えた時から消えていた北羅の殺気は、今は緊張感に取って代わっていた。

　命じられた通りに動いた真白は、少し離れた場所でやっと楽に呼吸をする事が出来る。

　と、次に気になるのはあの男だ。東羅に化け、中へ入ろうとした。目的は何か？　自身で金代の居場所を聞いていたのだ、用ならば彼にあるのだろう。

　では、何故、東羅に化けた？

　遅い刻ではあるが、まだ門が開いているのだから真の姿で入ればいいのに。

　──それとも。それが出来ない理由でもあるのか。

　支柱の影に隠れ、成り行きを見守る。

「お前を入れる事は出来ない。早々に立ち去れ」

「そういうから、わざわざ化けたんだろ？　……まさか、人間如きに見抜かれるとは。……ああ、あの子が花嫁か」

　話題と共に、視線が真白に振られる。

「兄や自分の父と啀いがみ合う愚帝を守る為に、わざわざ嫁いじゃった子だよね。隠れてないでおいでよ」

　袖を口に当てにやにや笑う男に、真白はむっとしたが踏み止まる。

　北羅がその場から動かないよう、目で指示をして来たのだ。

　食ってかかりそうになる口を押さえ、男を睨む。男はつまらなそうに肩を竦めた。

「鬼相手に従順なんだね。……人間としての矜持はないらしい」

　手に力が篭る。東羅と並ぶ矜持の高さではないが、それでも、人間としての矜持はある。それが馬鹿にされ、平気ではいられない。

「まぁ、君達の上に立つ奴が駄目な奴等だもんね。自分に誇りを持つ民が生まれないのも仕方がないか」

「──く、っ」

「ねぇ。君、悔しくないの？　オレがいっていた事や、自分を犠牲にして幸せになる兄や、見逃された帝、……君を生かす鬼からの同情とか」

「いい加減にしてよ。あの子を使って中に招いてもらうつもり？」

　北羅の言葉に、それまで真白を見ていた男が視線を移す。

「言霊を使わせても、あんな力もない人間にお前は招けない。ここの結界はそんな簡単には破れないよ」

「あの子は陰陽師の家系。血が流れている以上、可能性は高いよ。それに、君が防ごうとしたって、ここは東門。持ち場ではない門で、何処まで力を出せるかな？」

　北羅が悔しそうな顔になる。

　真白には分からないが、どうやら番人は他所の門で力を出し切れないらしく、最悪な事態に陥った時に、北羅では役に立たないらしい。

「…………お前の目的は何だ。何故、ここに来た」

　その問いに、男は腰に片手を置き、一度だけ瞬きをした。

「雷鬼の解放。それと、手土産に君達の師匠の魂をもらっていこうかな」

「……それが目的か。雷鬼はどうでもいいけど、師匠を狙うというなら容赦はしない。外に出ろ」

「ま、待って下さい、北羅様っ」

　北羅が力を出し切るには、門から離れるしかない。

　それは分かるが、真白は胸騒ぎがして北羅を止めていた。

　黄金の瞳が真白を睨む。

「邪魔をしないでくれない？　見抜いてくれた事は感謝するけど、君に邪魔される謂れはない」

「…………あ、その……いかないで下さい」

　金代が狙いという事は、真白も気持ちのいい事ではない。

　だが、ここで北羅が離れてはならない。そんな気がした。

「だって、……東羅様がいないのに」

「門戸は閉めるよ。君は早く屋敷に帰りな」

　まだ分からない事も多い。

　門戸を閉めるのは得策だが、北羅まで出るのは頷けない。真白はいい付けを破り、北羅に駆け寄ると腕を引いた。

「北羅様」

　首を振り、中へ引けば、手を振り払われた。

「北羅様！　お師匠様を狙われる事は許せませんが、だからって北羅様が出ては駄目です！」

「ならここで戦えと？　力がないのに、よくいえる」

「違います！　門戸を閉めれば、今、この人は中へ入れないのでしょう？」

　北羅がここを離れるのを避けようと、真白は力説をする。

「東羅様がいないのです！　この門を守る方がいないのに、補い合う門番までいなくなるのはよい事ではありません」

　守る物があるのなら、戦うよりもやる事がある。実力は確かでも、何時だって最悪な事を考えなくてはならない。

　それに何より、先程とは違う意味で、北羅をいかせてはならないと思うのだ。

「真白」

「戸を閉めましょう。私が決めてはいけないとは思いますが、戸を閉めて東羅様を待ちましょう」

「……」

「お師匠様が狙われる怒りも分かります！　けれど、それで都にもしもの事があれば、お師匠様にお叱りを受けます」

　睨むように見つめて来る北羅に、真白は真摯な目で返す。

　いい包めたい訳ではないし、従えたい訳でもない。ただ、通じてほしいだけだ。この男が何者かは知らないが、何も、こういう時に危険な事をしなくていい。

　暫く見つめ合っていると、北羅が肩の力を抜いた。

「……君を相手にする方が面倒だって忘れてた」

「北羅様」

　それは大変、聞き捨てならないのだが。

　北羅は口端を上げて、男へ視線を移した。その目は鋭さを増している。

「次に見た時、容赦なく潰す」

「へぇ、引くんだ。飼い馴らされちゃってるんじゃない？」

　北羅のこめかみが引き攣るが、真白が袖をきつく握り締めればそれ以上の反応はせずに引き下がってくれた。

「何とでもいえばいいよ」

「……ふぅん。腑抜けたね、門番も」

　重い音を立て、門戸が閉まろうとする。

　完全に閉ざされる前に、外にいた男は真白を見た。

「君、邪魔だよ。お兄さんを取り殺されたくなかったら、大人しくしててよね」

「……え？」

　どういう事か聞き直す前に、戸は音を立てて閉まった。

　静寂が訪れ、真白は強張っていた力を抜くと北羅を見た。

　先程、男がいった言葉の意味は何か？

「……あの男は、何者なのですか」

「その話は後にして。真白、屋敷に帰りな」

「北羅様、でも……っ」

「帰りな。東羅も連れて帰るから」

「その必要はない」

　背後からの声に驚いて振り返れば、東羅と、見た事がない鬼が立っていた。

　一体、何処にいたというのだろう。一瞬、警戒はしたが、直ぐにこちらは本物だと気付く。伽羅の香だけではなく、東羅の目が一瞥しただけでも殺意を孕んでいたからだ。

　偽者に謝れたというのに、謝罪の言葉が出て来ない。

　下手に声をかけたら怒られそうで、真白は袖で口を押さえた。

「東羅、南羅！　何処にいたのさ！」

「見てたのよ。死鬼がその子に接触するって垂れ込みがあったからね。そしたら、本当にその子が来るんだもの」

「当たり前だろ、呼ばれたんだから」

　北羅が文を差し出せば、東羅が開いて見る。

「……こいつが書いたんじゃないのか？」

「理由もない。死鬼とも初めて会ったんだよ。それに、あいつの進行を止めたでしょ。見ていたなら分かるんじゃないの」

　東羅が舌打ちをする。

　それよりも。

「…………死鬼？」

　あの男が死鬼だったというのか。

　確かに、人間にも鬼にも見えず、着ている衣装も異国情緒溢れていた。

　あの男が死鬼なのか。兄に取り憑き帝を狙っている。そして、金代と雷鬼という者の身も──。

　真白は閉ざされた門戸を見る。

　もう、この向こうに死鬼はいないだろう。だが、また来る。

「……真白？」

　口を閉ざした真白に、北羅が首を傾げる。

　東羅の刺すような視線と、南羅の視線も背中に受けて、真白は小さく息を吸って吐いた。

「でもさ。見てるならさっさと出て来ればよかったでしょ」

「出ていこうとしたわよ。だけど、その子が死鬼を見抜いたんだし。もう少し見ていたくてね」

「いい迷惑」

　早く出て来てくれたら、真白も怖い思いを押し殺して対峙しなくて済んだのだ。

　不意に、東羅が口を開いた。

「あれくらい、見分けられないお前が低能なだけだろう」

「はぁ？　間近で見ていないからいえるんだよ」

「だが、そいつは見抜けただろ？」

「そういえばそうね。何で？」

　怒りに震える北羅を心配そうに見ていた真白は、慌てて答えた。

「香が違ったし……東羅様は、私が謝っても、絶対に怒るし……手も出ると思っていたので」

「ああ、確かにね」

「……あの、東羅様」

　勢いに任せれば謝れる。

　そう思い口を開いた真白は、東羅に睨まれ息を詰めた。死鬼が化けた東羅も本物に近かったが、やはり敵わない。睨み一つを取っても、萎縮するには十分なのだ。

　真白と東羅の様子に、北羅と南羅が目を見合わせる。

　俯いた真白は、小さな声で「ごめんなさい」と呟く。それは東羅の耳に届いているだろうに、答えはなかった。

「……あのさ。取りあえず、真白は屋敷に帰りなよ。僕が今回の顛末を師匠や王に知らせる。南羅、西羅に知らせを頼める？」

「いいけど」

「待て。俺が師匠の所へいく」

「東羅は真白と帰りなよ。その文を届けに来た奴も調べなくちゃならないんだ、何か痕跡が残っているかもしれないだろ。決まりだから」

　反論させる間もなく、北羅は踵を返すと宮殿へ足を進めた。

「人間が一人でふらついていたら、ならず者達に食われるわよ。責任持ちなさいよ」

　南羅も押し付けられたくないと、去っていく。

　残された真白と東羅の間に会話はなく、重い空気だけが漂った。

　東羅を盗み見れば、眉根が寄り不愉快なのは誰が見ても分かる。いいたい事はあるのに、そのどれもが口に出ない。口にする事を許してくれない。

　それをよしとしないのだ。何としても口にして謝りたい。

「──っあ、あの……」

　萎縮しそうになるのを堪えて、真白は勢いよく顔を上げた。

　が、それと同時に東羅も口を開いた。

「さっさと歩け」

　目もくれず、東羅は先に歩き始めた。その後ろ姿を慌てて追いかける。

　東羅の足は長い。真白とでは歩幅も違い、どんどん先へいってしまう。

　鬼の都に来た時もそうだった。しかしあの時とは、時間も関係も違う。

　東羅の背中を見つめた真白は、無意識に足を止めた。暫くして先を歩いていた東羅も足を止め訝し気に振り向いた。

　月光の微かな灯りに浮かび上がる東羅は、距離以上に遠く感じた。

　真白が動かないのを見て、眉を顰めた後、東羅は身を翻して先へいこうとする。

「東羅様！」

　声を張り上げると、歩き出していた東羅が足を止めた。

　今回は振り向かないが、拒絶の様子はなかった。真白は、腹の上で手を握り締めた。

「……見ていたという事は、聞いていたんですよね」

　無言は肯定と取っていいだろう。

「私は、許されたいとは思っていません。……勿論、許してほしいとは思いますが、何時かで構いません」

　その時に真白がいなくても。東羅が時間をかけて、もし許してくれるなら。それでいい。

「だけど。これは私の罪です。……罰は、私自身が受けなくてはなりません。東羅様は自己犠牲に愛はないといいました。けれど。私は、自分が取った行動で誰かが幸せになってくれるならそれでいいんです。それが自己満足でもいい」

　風が吹き木々が揺れる。

　髪を押さえた真白は、東羅が振り向いた事を確認して、更に口を動かした。

「だから。どうか、他の方に私の罪を償わせないで下さい。私が東羅様へいった事に、嘘偽りはありません」

　東羅の花嫁でいる間は、何をされても構わない。

　東羅に何をされても、それが最初の約束だから、いいのだ。

「私は、約束を違える気はありません」

　一歩、二歩と近付いても、東羅は動かない。一歩手前まで近付いて、真白は東羅を見上げた。

　険しい表情は変わっていないし、その黄金の瞳には、軽蔑の色が宿っている。

「……次に来る花嫁へ怒りをぶつけないでほしい。その代わり、私は何をされても文句をいいません」

　それが自分の罰なのだから。

　東羅は、目を閉じ軽く息を吐くと、真白の腕を強く掴んだ。

　締め付ける痛みに顔を歪めた真白は、脅えを押し隠すと東羅を真っ直ぐに見返す。

　形のいい唇が動いた。

「何をされても文句をいわないんだな」

　低い声に背筋が震える。

「……っは、い」

「口先だけの奴だ、俺はもうお前を信じない」

　手の力がどんどん強くなり、掴まれた先から感覚がなくなっていく。

　痛みを堪える為に下唇を噛み締めた真白に、東羅は酷薄な笑みを浮かべた。黄金の瞳が獣のそれになる。

「この前は邪魔をされたんだ。そのツケを今、払ってもらおうか」






肆話　轟く雷　切り裂く虚実









　今夜はやけに風が強い。木々のざわめく音が室内にも入って来る。それに紛れて、くちゅりと水音が室内に響く。

「──っ、く、ぁ…」

　俯せている真白を、上から押さえるように首に手を置き、東羅は後孔をほぐしていた指を動かす。

　肉襞を掠めるたびに、真白から呻き声が漏れた。

　引き摺るように屋敷に戻るなり、連れて来られたのは真白が使っている対屋ではなく、東羅の部屋だった。

　茵も敷かれていない床に転がされ、抵抗しないよう両手は紐できつく縛られた。

　そこからの事は苦痛でしかない。

　腰紐を解かれ袴を脱がされると、身に纏うのは単衣だけになった。

　その羞恥に身を捩ると、東羅は真白を引っくり返し、慣らしもしない後孔に指を入れると、せめてもの情けとばかりにほぐし始めたのだ。

　漏れる悲鳴を堪える為に、真白は袖をきつく噛み締めた。

　不意に、東羅の指が抜かれる。中を蹂躙する動きからの解放に、小さく声が漏れる。

　ほぅっと息を吐いた真白は、双丘に伝う冷たい液体に、つい声を上げてしまった。その冷たさに肌が粟立つ。

「っ、あ、何？」

　それに答える気もないのか、東羅は怯える真白の腰を抱き上げた。

　押さえ付けていた圧力がなくなり、真白は呼吸を整える事に神経を使う。

　衣擦れの音がして、はっと気が付いた時には遅く。入り口へ押し付けられた雄が、ほぐすのも不十分な真白の蕾に強引に挿って来た。

「────ぁ──ひ、ぁっ」

　真白の体は、一瞬で硬直した。

　双丘を伝った液体だけを頼りに、熱が凶器のように体を切り裂く。

　その痛みに、声すら満足に出ない。見開かれた瞳からは、涙が溢れ出す。拒絶をする間も与えず、恐怖を感じる熱は奥深くまで犯しに来た。

　抵抗し窄まる蕾を押し広げるように、内部へ侵入して来る。

　強引に挿った東羅は、拒絶し絞め付ける内壁に、苦しそうに息を吐いた。

「……は、よく絞まる」

「…っく…ぁ、や…だぁ…っ」

　つい零した声に、東羅が動きを止める。内部に感じる違和感に、背中が震えた。

「止めるのか、やはり口先だけだな」

「…ぁ、違っ」

　必死に首を振る。口先だけなものか、嘘偽りなど、ないのだ。

　陵辱を受けながらも頑なに主張する真白に、東羅が細い腰を抱えて座った。

　今までの抵抗を嘲笑うように、怒張が突き刺さる。衝撃に真白の体が仰け反ると、東羅は容赦なくその細い腰を掴み律動を始めた。

「──ぁ──く、ぁぁっ」

　嗜虐的な行為に、目の前が点滅し、開いてしまった口を閉ざす事すら出来ない。

　責め苦に耐え切れず飛びかける意識は、奥深くを突かれる痛みに引き戻される。

　きっと、止めてくれと懇願をすれば、東羅は止めるだろう。だが、その代わり、真白はまた東羅を欺く事になる。それは許せないし、何より、その鬱憤は新しい花嫁にぶつけられる。

　──それは駄目だ。

　恨むなら真白本人を恨めばいい。何をされても文句はいわない。構わないといったのは真白の方なのだから。だから、もう、裏切らないように。

　真白が出来るのは、身一つで見も知らぬ花嫁と、自分の自我と決意を守る事だった。

「……は…ぁ…」

「周りの者がどう思うかも知らないで」

　再度、体勢が変えられ、床に押し付けられる。

　冷たい床板が気持ちよく、真白は息を漏らした。

　休む間を与えず、東羅は乱暴に腰を引き寄せると動きを再開する。

「ん、ぁ、ぁ」

　動きに合わせ、息と共に声が漏れると、東羅が嘲笑を浮かべる。

「今のお前の姿を兄に見せれば、どう思うだろうな」

「……あ、にう、え…っ、ぁぁ」

「自分のせいで鬼に嫁いだ弟が、鬼に抱かれているんだ。発狂くらい、簡単にするな」

「ふ、ゃ、……だ…め、兄上には、いわないで下さい」

　生理的なのか感情的なのか、涙を流す真白は、目の前の衣に縋り付く。

　その肩に容赦なく噛み付いた東羅は、打って変わり、その痕を優しく舐め上げた。

　耳に唇が近付き、低い声が囁く。

「自己犠牲に愛はないだろ。お前が取った行動で、誰が幸せになれている？」

「…うぁ──っ」

　どうしてだろう。確かに、真白の自己満足な自己犠牲で、幸せになれる人がいないのかもしれない。

　けれど、何故、自己犠牲に愛がないと決め付けるのだろう？

　まるで、経験した事を真白にいい聞かせているような。

　思考が巡り始める。それを防ぐように、東羅が緩やかだった動きを強めた。

　そのせいで、他へ気を使っていられなくなる。

「ぁ、ぁ、ぁ、っ」

「……っ」

「ぁ、ゃ、…ぃ、ぁぁあぁっ」

　力強く穿つ動きに、前へ前へと体が進む。それを引き戻すと同時に最奥まで突かれ、嬌声とはいえない悲鳴が上がる。

　嗜虐的な行為は終わりが見える事がなく。

「んっ、ぅ、ぁ、ぁ」

　律動が速くなる。

　そして────。

「……くっ」

「──やっ、ああぁぁぁ」

　絶望を滲ませる悲鳴の後、身の内に広がる熱い迸りを感じながら、真白の意識は混濁する。

　と、東羅は真白の体を反転させた。その刺激に小さく呻いた真白が覚えているのは、東羅が頬を撫でた事だけだった。
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　琴の音が聴こえる。

　何て綺麗なのだろう。春を喜び、鳥や虫と歌い踊るような──。

　弾き手の腕が確かなのだろう。内裏にいれば、名手と名高いだろうに。

「……ん」

　目を開けば、茵に寝かされていて、周りを几帳が囲んでいる。その几帳に見覚えはなく、よくよく見渡せば、そこは東羅の部屋だった。

　どうして、東羅の部屋に？

　起き上がろうとした真白は、あられもない場所の痛みに、呻いて茵へ突っ伏した。

　──ああ、そうだ。思い出した。

　自分は、東羅に手酷く抱かれたのだ。

　後悔はしない。どう扱われようが構わないといったのは、真白本人だ。東羅を恨む事も筋違いだと、そう思う。

　喪失感や絶望はあれど、屈辱感もなく。ただただ、虚しいだけだった。

　顔を動かし、枕元を見れば、盆の上に水差しと杯が置いてある。誰が置いたのだろう？

　そういえば、体もさっぱりとしていて、清潔な単衣を着せられている。

「……だ、れ」

　声を出すと喉が痛む。

　軽く咳き込んだ真白は、止んだ琴の音と、鼻孔を擽る香の匂いに顔を上げた。

「おはよう、気分はどう？」

「……な、らさま」

　そこに立っているのは南羅だった。

　苦笑を浮かべた南羅は、傍らに座ると、水差しの水を杯へ入れる。

　ゆっくりと起き上がった真白は、それを受け取り喉を潤す。もらった分だけでは足りず、もう一杯飲んだ所で落ち着いた。

　ふぅと息を吐き、不思議に思い南羅を見た。

「南羅様、何故ここに？」

「何故ここにって。東羅に呼ばれたからよ」

「…………東羅様は？」

　真白を自分の部屋に寝かせている事もそうだが、その姿が見えない事にも疑問はある。

　南羅は息を吐くと、立ち上がった。動きを追って顔を上げれば、南羅は懐から仮面を取り出し真白に渡した。

　前に使っていた物とは違う。白く塗られたその仮面には、赤い線の唐草模様が描かれていた。

「東羅に会いたいかしら」

「え、いえ、会いたいかといわれましても」

「ま、襲った相手に会いたいと思うのも無理な話ね。……暫く東羅は帰らないから私や北羅が呼ばれているんだし」

「……帰って来ない？」

　仮面を見ていた真白は、訝し気に南羅を見た。

「何かあったのですか？　……あ、私がいるから？」

　それならば頷ける。真白が何時、新しい花嫁と変わるのかは分からないが、長くはない筈。それまで顔も見たくないというのなら、帰って来ようとも思わないだろう。

「真白、だっけ。貴方、東羅に自分から足を開いたんでしょ？」

「へ？」

「無理強いしたという事で、東羅は宮殿の地下牢に囚われたのよ」

　それを理解するのに、少しばかり時間がかかった。

　口を開閉し言葉を探した真白は、赤らむ顔で茵を叩いた。

「私を連れていって下さい！」

　勘違いだ。東羅は悪い事をしたのではなく、当然の事をしたまでなのだ。

　訴える真白に、南羅は肩を竦めた。

「いいけど、明日ね。貴方、今日は休みなさい」

「体の事を気遣って下さるなら、大丈夫です！」

「足腰が立たないくせに。私は担いでいく気ないわよ？　それに、東羅も今は貴方に会いたくないでしょ。頭を冷やす時間をあげなさい」

「でも」

「いう事が聞けないというの？　ああ、それから。貴方の部屋は暫く使用禁止。調査もしているし。新しい部屋の支度をするのも面倒だから、ここを使いなさい」

「……東羅様の部屋をですか？」

　それを知ったら彼が怒り狂うと思うのだが。

「文句はなし！　じゃあ、北羅と変わるから寝ていなさい」

　命じてから几帳の向こうへ消えた南羅に、真白は打掛を握り締め俯いた。

　じくじく痛む下半身。これは立つ事もままならないだろう。

　息を吐いて、目を閉じる。

　あまり、よく覚えていない。体が引き千切れたと思う痛みと、それから、東羅がいった言葉。

『自己犠牲に愛はないだろ。お前が取った行動で、誰が幸せになれている？』

「……何で」

　どうして、それに拘るのだろう。

　真白にではなく、誰かにいい聞かせるような……。

　東羅が触れた頬に触れる。

「……東羅様」

　真白にも色々とあるように、東羅にも過去に何かあったのは当然の事。

　それを知らないのは、真白が聞かなかったし、聞こうともしなかったから。東羅だってそうだ。

　目を開き、几帳を見つめる。

　後悔もしていない。けれど、自分の身を差し出す以外に手があったのではないだろうか？

　性別を偽り嫁ぎ、東羅を騙した。

　──けれど、嫁ぐことを決めたのは真白本人だ。そこに偽りはない。

　ならば、金代のいう通りに話し合いをするべきだった。そうすれば、後腐れなく終われた。

「……馬鹿だな、私」

　それでも、こうするしかない。あの時、真白の頭の中にはそれしかなかったのだ。

　どれくらい、几帳を見つめていたのだろう。椀を乗せた膳を片手に、北羅が現れた。

「真白、具合は？」

「……北羅様。私は平気ですよ」

　南羅や北羅の気遣いに笑みを浮かべてしまう。

　傍らに座った北羅は、小さく苦笑を漏らす。

「無理しなくても、もう少ししたら帰れただろ？　わざわざ抱かれなくても」

「それしか、なかったんです。東羅様のいう通り、私は浅慮でした」

　軽口を叩き合っていた時に出た、ただの戯れ言だと。

　それが、不意に懐かしく感じた。つい最近の事だというのに、遠く昔の事のように思える。

「まぁ、男なんだし。孕む心配はないけど。……稀に、それより面倒な事が起きるんだ」

「面倒な事？」

　東羅も金代も、誰も何もいわなかったが。

　小首を傾げた真白に、北羅は真剣な顔になる。

「匂いが変わる」

「へ？」

　そうだろうか。一晩、東羅の部屋にいたが、自分が焚き染めている梅花の香に変わりはない。

「鬼と同じ匂いがするようになるんだ」

「……それは」

「滅多にない事だし、鬼になるという事もないから安心して。……時々、鬼と交わった人間が、その鬼と同じ匂いを放つ時があるんだ。そういう人間や、その人間が人間との間に生んだ子が、人と暮らしていると、常とは違う力を発揮する。神童と呼べば分かるかな」

　五感のみならず、才能が開花する。そういう影響も含め、鬼と人が交わる事が禁忌とされているのだ。

「真白から、東羅の匂いがする。だから、南羅は長い時間でも真白に付いていられた。僕達の中で感性が一番強いから、人間の匂いは駄目なんだ」

　真白は胸を押さえた。

「……わ、たしには分かりませんが」

「これは、鬼同士にしか分からないよ。……あーあ。真白もだけど、東羅も馬鹿だよね」

　大仰に溜め息を吐いた北羅は、後ろ髪を掻いた。

「怒り任せで、こんな面倒事を真白に負わせちゃうなんて」

「…………私は大丈夫ですよ。それに、才能が開花するというのなら、帰ったら陰陽師になれるかもしれない。笛の腕が上がるかもしれない」

　物は考えようだ。素晴らしい贈り物だと思えばいい。

　けれど、北羅は難しい顔で首を振る。

「真白は、死鬼に目を付けられた可能性があるし、何より。鬼に嫁いで出戻りをした後に力が開花すれば、迫害を受けるでしょ」

　僅かに目を見張った真白は、笑みを浮かべ首を縦に振った。

「確かにそうですね。けれど、嫁いだ時から、覚悟は決めていたんです」

　どんなに隠しても、人の口に戸は立てられない物だ。

　真実をどれだけの人が知るかは知らないが、真白が鬼に嫁いだ事は、とっくの昔に広がっているだろう。

「兄上や母上に迷惑をかけてしまっているだろうけど、それでも、彼等の幸せの為と思い嫁いだのです。人の噂は時が経てば忘れられる物。だから、私は平気です」

　迫害されようが、陰口を叩かれようが、笑って暮らせなくなる事もない。何時かは、真白の事も忘れられる日が来るのだ。

「それよりも、死鬼に目を付けられているとは、誠ですか」

　事実なら、そちらの方が問題だ。

　表情を強張らせた真白に、北羅が顎を引く。

「死鬼の目的は雷鬼の解放。……といっても、分からないよね。その死鬼が人間の都で、真白のお兄さんに手を貸しているなら。動きがあるね」

「……動きが」

「そう。この前、賀茂行成という人間が魂魄だけでこの地に来た。それが出来るのは安倍晴明だけだったんだ。それが出来る陰陽師が現れた。王も僕達も警戒しているんだ」

　行成の力と、まだ知らない昌隆の力。

「常なら、陰陽師の襲撃に対抗はするけれど、それは殺戮目的で迎撃も容赦しない」

　その結果がどうなるのか、聞かなくても分かる事だ。だが、今回は違う。

　北羅の険しい表情に、真白は生唾を飲み込んだ。

「けど。今度は、真白を奪いに来るんだ。真白や東羅が夫婦でいるには、難しいだろ？　……新しい花嫁と交換する。僕は反対するけど、それは自体は妙案だと思う」

　それは、自分が男だからだろうか。

　俯き小さく謝った真白に、北羅が手を掴んだ。驚いて見れば、北羅は笑みを浮かべる。

「男同士は大した問題にならないよ。現に鬼同士にも多いし。僕がいいたいのは、二人の仲の拗れが問題という事」

　手に力が篭るのに比例して、北羅の表情は真剣になる。

「……真白も、このまま別れるのは嫌でしょ？　今の内だよ、話が出来る内に、ちゃんと話した方がいい。僕達だって、真白を無傷で帰すつもりなんだから、東羅には力を出してもらわないと」

　話し合い。それが必要なのは、真白にも分かっている。

「……話し合い、出来るでしょうか」

「出来るよ。少なくとも、話は聞いてくれる。ああ見えて、東羅は優しいんだから」

　ふと蘇る記憶。朝餉、夕餉は美味しい物を用意してくれて。時には晩酌に付き合って。

　確かに、東羅は優しかった。ただ面倒見がいいだけかもしれないが。

　微笑む真白に、北羅が耳打ちをする。

「……え」

　驚いて離れた顔を見れば、北羅は「本当だよ」と返す。

　徐々に赤くなる真白は、熱を持つ頬を押さえた。

「──っ、そうですか」

「そうそう。取りあえず、粥を食べて薬を飲みな。今日は休んだ方がいい」

「……はい」

　差し出された粥を受け取り、いい具合に冷めたそれを口に含む。

　食欲はなかったが、折角、作ってくれたのだ。食べなくては、北羅にも食べ物にも悪い。

　そういう面でも、真白の心持ちに変わりはなかった。
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　翌朝は快晴。

　体の痛みも大分なくなり、真白は何時も通り打掛を羽織ると、昨日渡された仮面を着けて屋敷を出た。

　北羅が手配をしてくれていた牛車に乗り込む。

「北羅様、お願いします」

　床とこに座ると、牛飼いが牛車を動かした。

　正面の御簾の景色は小路から街道へ変わり、遠目に宮殿が見える。真白は、扇を握る手に力を込めた。







　鬼の都の中心に位置する宮殿。その一画にある部屋に通された真白は、上げられた御簾からの景色を見ていた。

　東羅の屋敷の庭とは比べ物にならない程、美しく荘厳な物だった。

　その部屋に設えられた調度品は必要最低限だったが、どれも高級な品で、それでいて威圧感もない。

　扇を手に下座に座る真白は、この屋敷の主人が来るのを待っていた。

　一刻も早く東羅に会いたかったのに、北羅が鬼の王に会うのが先だから待つよういって出ていった。それから、かれこれ一刻。

「……遅い」

　一体、何時まで待たされるのか。

　辛抱強く待つ真白にも、苛立ちが募っていた。扇を握り締める手に力が篭る。

　地下牢にいるという事は、下にいるのだろう。一晩中、閉じ込められているとしたら、体に悪い。

　鬼が人より丈夫なのだとしても心配だ。

　目を閉じ、息を吐いた真白は、衣擦れの音を立てて立ち上がった。

　妻戸へ向かい、それを開くと外へ出る。と、片膝を着き、控えていた直衣姿の鬼が立ち上がる。額から生える二本の角は、黒光りしていた。

「如何されましたか」

「……鬼の王は、何時、いらっしゃるのでしょうか」

「王も忙しい身、失礼ですが出歩かずにお待ち下さい」

　鬼という見た目だからだろうか。眼光も鋭く、怯みそうになる。

　鬼が、戻れと促すように近寄って来る。それを睨み返し、真白は毅然と胸を張る。

「厠にもいかせて下さらないのですか！」

　その言葉に目を丸くした鬼は、口を開閉した後、目許を赤くした。

「……失礼致しました。ご案内致します」

　咄嗟に出た言葉だとしても、厠を持ち出した事に真白も恥ずかしくなる。赤くなる顔を隠す為に、扇を広げて鼻下まで引き上げた。

　宮殿は広い。地下牢があるのなら、地下へ通じる階段がある筈だ。

　厠にいく道すがら、それらしい物はないかと視線を巡らせる。不本意にも、何回か至る所から真白を見る視線と視線が絡んでしまったが。

「こちらが厠でございます」

　そうしている内に、厠に着いてしまい、仕方がなく中へ入った。

　適当に時間を潰し、澄まし顔で出る。

　鬼はまた、片膝を着いて控えていた。真白が出ると、立ち上がり来た道を引き返そうとする。

「お待ち下さい」

「……は」

　胡乱気に振り向いた鬼に、真白は逆を扇で指した。

「こちらへいきましょう」

「……そちらではありません、こちらへ」

「私はこちらからの方がよろしいと思います」

「なりません」

　来た道を戻るのでは意味がない。逆の道を通りたいのだが、そもそも鬼が真白のいう通りに動くとは思えない。

　大仰に溜め息を吐いた真白は、哀れむ目で鬼を見た。

「陰陽師の勘という物は、侮れる物ではありません。私の家系は陰陽師であり、兄は陰陽師の中でもそれなりの地位におります。血を同じくする私の勘を、貴方様は蔑ろにすると申しますか」

「花嫁殿は、陰陽師ではございません」

「誰も私が陰陽師とはいっていません」

　ぱん、と小気味いい音を鳴らして扇を開く。

　顔を隠して、また息を吐いた真白はわざと嘲笑を浮かべた。

「陰陽師の血が流れている。そういったのですよ？　人の話はちゃんと聞いて下さいな」

「ぐっ」

「私はこちらへいきたいのです。陰陽師の血の勘がいっているのだから、案内下さいな。王も忙しい身ならば、会えるまでにまだ時間があるのでしょう？」

　勝手に歩き出した真白を、肩を怒らせた鬼が小走りで抜き、前を進む。

　それに対して、真白が小さく手を握ったのを見たのは誰もいなかった。

　迂回して戻るのは、やはり時間がかかる。注意深く周りを見ていた真白は、唐突に足を止めた。少し先をいった鬼も止まる。

「花嫁殿？」

「……あった」

「花嫁殿!?」

　やっと、地下へ通じるであろう階を見付けた。

　真白は鬼が止めるのも聞かずに、そこへ向かう。

　見張りの随身二人が、真白を止める。大柄の鬼二人を相手にしては、細身の真白が勝てる筈もない。

　険しい表情の武官に、口で勝てる自信もなかった。

「花嫁殿、困ります！　王がいらっしゃるまで、お待ち下さい」

　肩を引かれ、それを払うと、真白は怒鳴った。

「私は王に会いに来たのではありません！　東羅様に会いに来たのです!!」

　真白の目的はそれだけなのだ。王に会いに来たのではない、東羅に会いに来た。長い時間、王を待つ謂れは真白にはない。そう叫んだ真白に、鬼達が唖然とする。

　と、その時、場違いな笑いが鼓膜を震わせた。

　驚いて振り向けば、金代と北羅、それに見た事のない鬼がいる。

　金の短い髪とは別に、項の後ろで結ばれた長い尾のような髪。猫のような黄金の瞳。額から生えた立派な角。

　見た目の歳は二十半ばに見える。その若い鬼に、呆けていた鬼達が、慌てて膝を着いた。

「真白、待っていなっていっただろ」

　嘆息した北羅に、真白は視線を逸らす。

「……何時まで待てばいいのですか」

「真白殿。このように危険な事をされずとも、待てば安全にご案内致しました。鬼は血気盛ん、幾ら花嫁とはいえ、下手をすれば傷付けられていましたよ」

　諭す金代に対し、真白は眦を吊り上げた。

「ならば最初からそうおっしゃればよいのではないですか!?　私は、王との謁見を望んで来たのではありません!!」

「本人の前で、よういうわ」

　けたけた笑う若い鬼に、聞き流しそうになった真白は、思わず聞き返してしまう。

「は、はい？　えっと、何と？」

　瞬きをする真白に、何が面白いのか鬼は腹を抱えて笑った。

「くははは！　お主達より聞いていたより花嫁は面白いのう、めんこいし」

「笑い事ではありません。大人しく待つ事も出来ないんですから。この前も簡単に騙されて東門まで来るし」

「まぁ、落ち着かんか。元気があってよいではないか。……恐れず鬼に接する態度がよいのだ」

　若い身形にしては、歳老いた喋り方をして、鬼は真白に近寄ると優しく頭を撫でた。

「待たせてすまなんだな。東羅の場所まで案内させよう。卯う月づき、頼んだぞ」

　真白を、不本意だがここまで案内してしまった鬼が、機敏に立ち上がる。

「畏まりました。花嫁殿、こちらへ」

「北羅も付いていきなさい」

「はい、師匠」

　手燭を手に、鬼、卯月が階へ足を踏み入れた。暗い中、手燭の灯りを頼りに階きざはしを下りていく。

　邪魔な裾をたくし上げ、卯月の後に続く真白と北羅は、程なくして平地の階へ着いた。

　土が剥き出しの壁に、歩きやすいようにと敷かれた床板。辿り着いた通路は、鬼一人が通れる分だけしか幅がなかった。

　等間隔に燭台があるお陰で、階より明るい。

「ここより先へお進み下さい。東羅様がおられる牢へ着きます」

「……まだ下があるようですが」

　階は更に下へ続く。暗闇の広がるそこは、まるで奈落へ至る穴のようだ。

　それを見ていた真白に、北羅が肩を押す。

「そっちは駄目だ、早くいきな」

「は、はい」

　一体、下には何があるのだろう。まるで、あの闇に呼ばれているような気がした。

　後方を気にしながら、一人、奥へ向かう真白は、北羅に睨まれ前を向いた。

　──下を気にしてはいけない。

　そう、北羅の目が語っている。よくない物だと勘付いた真白は、首を振って雑念を追い払った。

　裾を握る手に力が篭る。深呼吸をして気持ちを切り替え、真白は足を動かした。

　暫く歩けば、突き当たりに壁が現れる。右手に牢が見えると、真白はもう一度、深呼吸をした。

「……よし」

　まずは何というか。何を話すか。

　どれも考えていたのに、いざという時に出て来ない。

　牢の前に立った真白は、壁に寄りかかり片膝を立てている東羅を見て、緊張の汗を流した。

　黄金の瞳が真白を睨む。好意的ではないのは予想の範囲内だ。

　真白はその場に座ると、東羅を真っ直ぐ見据えた。

　牢の中は暗いが、茵も用意されていて、寝るのに支障はなさそうだ。東羅の場合、使った様子はなさそうだが。

「…………何の用だ」

　低い声の問いかけに、真白ははっとして背筋を伸ばした。

「どうして、東羅様は大人しく牢へ入っているのですか？」

「……何？」

「反省するよういわれて牢へ入るという事は、東羅様は、ご自身が悪い事をしたと思っているからでしょう？」

　敬愛する金代や、忠誠を誓う王からの命令であっても、何故、大人しく従うのだ。

　真白は膝を叩いた。

「貴方が後悔をするのなら、身を差し出した私の矜持はどうなるのですか！」

　息を吸い、捲し立てる。

「私は、自分がやった事に後悔はしていません！　……それは、話し合いをすべきだったとも思いますが、自分で決めた事ですから！　最初、東羅様に、覚悟はありますかと聞いたのを忘れたのですか。覚悟がないのに、私を抱いたのですか！　……そうなら、私の覚悟はどうなるのですかっ」

　真白の独り相撲だったのか。

　溢れる感情が目に集まり、それが零れないように下唇を噛み締める。

　俯いた真白は、緋袴を握り締めた。

「……私が貴方を欺いた事は、決して許される事ではありません。謝っても、許してもらえない。それでも構いません。だけど、貴方に嫁いだ事に嘘偽りはないのです。……私が、東羅様と過ごして来た日に、それ以外の嘘はないのです」

　どうして、気が付いていても迷ってしまうのだろう。

　賭けだからと、沢山の贈り物をくれた事。疲れているだろうに、真白の分までも食事を作り運んでくれた事。戯れるように話した事。共に酒を飲み、夜風で涼んだ事。

　それは、真白と東羅で作り上げた事に違いないのに。

　顔を上げた真白は、こちらを見つめる黄金の瞳を見返した。

「私は、貴方様の花嫁に変わりはありません。新しい花嫁が来るまで、貴方の花嫁は私なのです」

　それが東羅の汚点になり、消し去りたい記憶なのだとしても。

「貴方様が私の旦那である事も、変わりはありません。夫が妻を抱いて何が悪いのですか！　妻が夫に抱かれて、何の罪がありますか！　貴方は、何故、牢に入らなくてはならないのですか！」

　瞬き一つ、見逃さないように見つめる。

「貴方に罪があるなら、私にもあるのです。東羅様が出て来るまで、私はここを離れません」

　その覚悟で来たのだ。真白の意気込みに、黙っていた東羅が口を開く。

「目障りだ、失せろ」

「いいえ。この機会を利用し、話し合いましょう」

「話す事はない、失せろ！」

「東羅様になくても私にはあります。どうしても失せてほしいのなら、力ずくにでもどうぞ。東羅様が出て来れば、私もここを離れますので」

　つんと外方を向けば、東羅の怒気が上がる。

　睨み付けられながらも言葉通り居座る真白は、時々、思い出したように東羅に話しかける。それ以外は、無言が続いた。

「……そういえば、東羅様。門は大丈夫なのでしょうか」

　東と北の門は番人がここにいるのだ。閉ざされているとは思うが。

　東羅の答えはなく、真白は息を吐いた。

「死鬼は、外にいるのでしょうか」

　真白には、雷鬼についても死鬼の策略も知らない。

　だが、もし、真白を狙い昌隆や行成を使うというのなら。彼等が鬼の都を襲うというのならば。

「……私は、帰るべきなのでしょうね」

　元から、新しい花嫁と代わり、京の都へ帰る予定だったのだ。

　死鬼が真白に目を付けた事は由々しき事だが、昌隆や行成がいるのならば安全ではないか。

　床板を見つめた真白は、沈みそうな思考に歯止めをかける。

「東羅様、寒くはありませんか？　夜は冷えます、もしよろしければ火鉢を頼みますが……あ。ここで火鉢を使っては危険ですね」

　火の神が、黄泉へ連れていってしまうと父にいわれたのを思い出す。代わりに着込めるよう衣を頼もうか。

「退屈でしたら、書物を用意致します。それか、双六は如何でしょうか？　私、強いのですよ」

　昼間は一人だった。その時間潰しに、真白は一人で双六を嗜んでいたのだ。

　強いと豪語する真白に、東羅が溜め息を吐き出した。その反応に、真白は食いつく。

「疑っているのですか？　東羅様は知らないでしょうが、私、遊戯だけではなく笛も嗜むのですよ？　……誇れる腕はありませんが」

「少しはそのうるさい口を閉じろ」

　低く唸るような声に、真白はいわれた通りに口を閉じる。

　東羅はそれ以上、何かをいう気もないのか唇を引き結んでいる。無言による静寂が空間を包む中、やはり口火を切ったのは真白だった。

「思うのですが……」

　東羅が睨んで来るが、気にせずに喋る。

「東羅様は、雛菊様には帰って来てほしいと思われないのですか？」

「……貴様は今まで、何を見て来たんだ。あんな半妖の出来損ない、好んで手許に置く者はお前の兄くらいだ」

「左様ですか」

　それを聞いて、安心してしまう自分がいた。

　それに気付かないふりをして、真白は牢に躙り寄る。

　東羅は不快そうにそれを見るが、止めはしなかった。

「東羅様、この仮面は如何でしょう？　前より、飾り気があるとは思いませんか？」

「……どうでもいいだろ」

「鬼は装飾に拘ると聞いていますが」

「貴様の事に興味はない」

「では、こちらの着物は如何ですか？　東羅様が贈って下さった物ですよ？」

「…………わざわざ、そういう話をする為に居座っているのか」

　袖を披露していた真白は、神妙な顔になる。

　膝の上で指を揃えると、小さく首を振った。

　確かに、他愛のない話も必要だと思う。だが、こういう事を話しに来たのではない。

「……東羅様は、私が嫌いですか？」

「……」

「私は、鬼は相容れない忌むべき存在であると思っていました。鬼は人に害を成す。平安を乱す。……受け入れる事は出来ないと、そう思っていました」

　怒るかと思ったが、東羅は無言を貫く。纏う雰囲気にも、怒りは見えなかった。

「けれど。鬼の都に来て、過ごして来て、それは違うのだと気付きました。鬼と人は、生きる時も場所も考えも違うけど、仲間を想い、大切にしている。起きて食べて、働いて、笑って話して寝て。ただ、持つ力や姿が違うだけで、どうして私達は相容れないのでしょうね」

　鬼と人の仲がよかったら、もっと違う出会い方をしていたら。

　そんな取り留めのない事を考えても、どうしようもないと分かっていても、考えてしまう。きっと、今とは違った付き合いが出来ていたかもしれないのだ。

「東羅様は、人間がお嫌いですか？」

　軽蔑し、下等な生物と罵り。まだ嫌っているだろうか？

「けれど、東羅様。鬼もそうであるように、人間にも色々といるのです。鬼の足下に及ばなくても、優秀な方もいます。嘘を嫌う方もいれば、人を騙し儲けようとする方もいる。……鬼を好いている方だっているでしょう」

　多くの人がいて、多くの考えを持っている。その誰をも知りもせずに嫌うのは、一生、手を取り合えないだろう。

「偉そうにいいましたが、私は、少なくともそう思います。東羅様やお師匠様、北羅様は嫌いではありません。南羅様や西羅様は、まだ分かりませんが。…可笑しいでしょう？　どんな目に遭おうが、東羅様を嫌いにはなれないのです」

　顔が歪む。自嘲とも取れる笑みを浮かべ、真白は小さく息を吐く。

　屈辱的な思いをさせられようが、嫌われようが、真白自身が東羅を嫌いにはなれない。憎む事も出来ない。

　自分から身を差し出したからだけではないだろう。確かに、その理由も大きいかもしれないが、それが全てではない。では何かと聞かれては、答えられないが。

「嫌われていても、仕方がないですが。この先、何時か人間と分かり合えた時に、私の事が許せる日が来たなら、それでいい。今は許してくれなくてもいいんです」

　軽く俯いた真白は、衣擦れの音に微苦笑を浮かべた。

「最後の日まで、私は東羅様の花嫁でいてもいいのでしょうか」

　顔を上げて問えば、直ぐ側まで来ていた東羅が眉根を寄せる。

「……お前が都にいる理由は何だ」

「鬼との約束を果たす為です。花嫁がいる間は、主上の御命は無事が保障されますから」

　そういってくれたのは、東羅自身だ。

　東羅の眉に生まれた皺が、少しだけ緩む。東羅がその場に背中を向けて座った。格子に背中を預ける。

「東羅様の新しい花嫁は、どのような方なのでしょうね」

「……知るか」

「髪が長くて、もしかしたら生まれてから数回しか外に出ていないかもしれない」

　本物の姫かもしれない。

「深窓の姫君は、妖怪といった類たぐいを嫌いますから、きっと大変だと思います。だけど、怒らないで下さいね」

　東羅の怒気は、恐ろしいのだから。

　願い事のように伝える真白に、東羅が小さく息を吐く。後ろ姿だが、天井を仰いだのは分かる。

「……お前は」

「はい？」

「……いや。やはり頭が不憫だな」

「なっ！　……否定はしませんが」

　下唇を突き出し、視線を下へ移す。

　鼻で笑った東羅が、後ろ髪を掻いた。

　互いに話す事もなく、また沈黙が下りる。が、先程までと違い、居辛い沈黙ではなかった。真白も背中を向けて、格子に寄りかかる。

「……東羅様、北羅様が教えて下さいました」

「は？」

「北羅様達が来た時には、私に手当てがされていたと。東羅様ですよね」

　体も清められていて、北羅達も何故呼ばれたか分からなかったと聞いた。

「ありがとうございます」

「…………礼をいうのか？」

「もういいましたから。……私は、自分から体を差し出したのに、東羅様は最後に労って下さった。礼をいいたかったんです」

　物音がして、頭だけ振り向く。東羅も、同じように真白を見ていた。黄金の瞳と視線が絡むが、東羅が何を考えているかは分からない。

　格子が邪魔だ。そう熟つく々づく思う。

「私は、もう貴方に嘘を吐かない。約束します」

「もう、お前を信じないといわなかったか」

「それでも、私は貴方に嘘を吐きません。絶対に」

　身を捩り、手を伸ばして格子に触れる。後少し伸ばせば腕に触れるだろう。

　だが、真白からその距離を埋める事はしなかった。

　頭を格子に寄せれば、髪が軽やかな音を立てて肩から落ちる。

「今は、それでいいんです。私の自己満足でしかないのですから」

　信じなくていい。

　許してくれなくていい。

　──今はそれでいいのだ。

　東羅が視線を逸らし、自分の膝を見つめた。

「でも、これだけは教えてほしい。……東羅様、自己犠牲に愛はないのでしょうか」

「自己犠牲に愛などない」

　信念を持ち答える東羅に、真白は彼に倣い自分の膝を見た。

「……確かに、愛はないのかもしれない。けれど、愛はあるのかもしれない。私には分かりません」

　自分が選んだ道に、愛はあるのだろうか。

　全てが自己満足だった。それなのに、愛があるといえるだろうか？

　傷付いた人が、周りにいるのに。それでも愛があるといえるだろうか。

　──ああ、そうか。

　真白は顔を上げると、東羅の横顔を見つめた。

　あんなにいっていたのに、何故、その時に気が付かなかったのだろう。

『自己犠牲に愛はない』

　東羅は、その『自己犠牲』を味わい傷付いたのだ。

　それが何かも知らないし、聞いてはいけない事だろう。東羅が話してくれた時に聞けばいい。そんな日は来ないだろうが、待つ事が正解だろう。

「思えば。私は、東羅様に嫁ぐと決めた時も、今回の事も、自分以外の人の幸せを前提に置いていましたね」

「何を今更」

「この先も、それは変わらないと思います」

　薄暗い中で、東羅の瞳が不愉快だと語っているのが分かる。

　東羅には気に食わない事かもしれないが、真白も変わらない事に確信を持っているのだ。

「願ってしまうんです。兄上の幸せや、主上に民の平安、それから、新しい花嫁と生きる東羅様の幸せだって」

　小さく息を飲む気配に苦笑する。

「直ぐに分かり合わなくてもいいんです。けれど、貴方に嫁ぐ花嫁との生活が、怒りや憎しみに染まってほしくない。ゆっくりでいいから、分かり合ってほしい。手を取り合って歩む道程は、暖かく幸せであってほしい」

　その為になら、自己犠牲も安い物だ。

「人に尽くした分、幸せが戻って来るんですよ」

　笑顔を浮かべたいのに、体が動かない。代わりに、泣きそうな笑みが浮かぶのだ。情けない顔を見せたい訳ではないのに。

　せめてもの救いは、真白の顔が仮面で隠れている事だろうか。見せたくない顔も見られなくていい。

　奥歯を噛み締めて溢れ出しそうな感情を押し殺した真白に、東羅は口を開きかけて、それを閉じてを繰り返す。

　暫くして、次に口を開いたのは東羅が先だった。

「損をするぞ」

「……ええ。そうかもしれません」

　若しくは、もう損をしているのかもしれない。それを、認めたくないだけなのかもしれない。心配せずとも、もう、手遅れなのは確かなのだ。

「でも、損をしても。私は私の選んだ事に後悔は致しません」

　真白にとって、それだけは自信を持って貫き通せる真実だ。

「くどい。何度もいわずとも、知っている」

「っ、知っているという事は、認めて下さるという事ですか？」

「調子に乗るな」

「否定はされないのですね」

「……もういい、喋るな。耳障りだ」

　舌打ちをして、東羅は重い腰を上げた。その手が戸にかかると、鍵も難なく壊してしまう。

　出て来た東羅を見上げれば、端正な顔が真白を見下ろした。

「これで満足か？」

「はい」

　真白も立ち上がる。足が覚束なかったが、格子に掴まり堪えた。

　真白と戻った東羅に、北羅達が驚く。東羅は、それを無視して、先に更に上へ向かっていった。

「は、はは。連れ出しちゃったんだ」

　空笑いを浮かべた北羅が後ろ髪を掻く。

「師匠からも反省しろといわれていたから、真白がどうしようが出て来ないと思ってたけど」

　どんな手を使ったのかと聞かれ、緩く首を振る。

「ただ、私の気持ちをいったまでです」

「それだけで、東羅が出て来るかな」

「東羅様の気持ちは分かりません。でも、こうして出て来て下さったのですから」

「確かにそうだね。結果がよければそれでいいんだ。でも、真白が東羅を牢から呼び出すなんて、岩戸に閉じ篭っていた天照大御神も驚きだね」

　喉を鳴らす北羅に、苦笑いで返す。確かにいわれてみればそうかもしれない。

「じゃあ、僕達も上に戻ろうか」

「はい」

　それまで控えていた卯月が、手燭を持ち直して先にいく。

　続いて階に足をかけた真白は、大地を震わせる轟音に咄嗟に耳を押さえた。

　北羅や卯月が警戒して下へ至る階を見る。尾を引いて段々と小さくなる音。それは、雷鳴に似ていた。

「……まさか」

　小さな呟き。北羅は、卯月を見上げた。

「急いで真白を上へ！」

「畏まりました」

「北羅様っ、今のは……っ」

　心臓が早鐘を打つ。体が小刻みに震える。

　怯える真白を安心させるように、北羅が表面だけ笑みを浮かべた。

「大丈夫、といっても不安だろうけど。今は上にいって待ってて」

　そうとだけいい、北羅は下へいく。

　その背中が暗闇に消えるまで見送っていた真白は、卯月に促されて階へ足をかけた。

　上へ出れば、そこには東羅や金代達の他にも鬼達が集まっている。その顔はどれも険しく、皆、一様に階下を見ていた。

「真白殿、卯月。北羅はまだ下に？」

　真白が金代の問いに答える前に卯月が口を開く。

「いえ、更に下へいかれました。恐らく、封印の確認かと」

　ざわめきを背に受けながら、金代が顎に手を当て考え込む。

「…………王、師匠、俺もいって来ます」

　東羅が止める間もなく下へ向かってしまう。

　一瞬、擦れ違う時に真白と目が合ったのは、気のせいだろうか。

　地下へ至る入り口を不安な気持ちで見つめていた真白を、金糸の若い鬼がその場から離すように背を押した。

「卯月、西羅、南羅へ連絡を。門を閉ざし、警戒せよとな」

「畏まりました」

「敷地の警備を増やすのだ、民にも警戒を促すよう！」

　その命令に、鬼達が従う。

　真白は、若い鬼を見た。

「……貴方が、鬼の王でしょうか」

　その問いに、若い鬼はにやりと笑う。

「いかにも。儂が王じゃ」

　昌隆を脅し、花嫁を求めた鬼であり、現存する鬼の中では最強の力を持つ。

　鬼の王は強く気高く、慈悲深いと聞く。

　今、目の前にいる鬼がそうならば──。

「──っ、あ、あの！」

「ん？　何じゃ」

「……今回の件ですが。東羅様に非はありません。もし、罪に問うのなら、私にも同じ罰を下さい」

　王と金代が息を飲む。

　眉を跳ねた王は、まじまじと真白を見つめた。

「……東羅がした事は、お主の罪にするにはあまりにも大きな罰だろう。これから生きるにあたり、背負ったそれは、これから障害になるじゃろう」

　冷たい手が、真白の肩に添えられる。

　王は、いい聞かせるように喋った。

「人だけではない。鬼も、自分がやった事には最後まで責任を持たなくてはならないのだ」

「……はい」

「東羅は反省をする必要があるのじゃ。東羅の罰とお主への罰は違うのは分かるの？　儂達は、お主へ罰を与える事は出来ん」

　いっている事は分かるかと聞かれ、頷く。

　やった事に責任を持つ事は当然の事だ。行動をした結果、生じる罰があるのならば、甘んじて受けなくてはならない。

　それが、真白が望んだ事を東羅が行ったのだとしても。

「…………私自身が、東羅様がした事に罪はないと思っても、どうにもならないのですか」

「……どうして、そこまで東羅を庇うのじゃ？」

　そう問いかける王は、何処か嬉しそうな顔をしていた。その後ろで、金代も笑みを浮かべている。

　瞬きをした真白の方は、困ったように王から視線を逸らす。

　質問に、答えが見付からなかった。そのまま、無言で東羅達の戻りを待つ。

　下で聞いた雷鳴。それを聞き、北羅は更に下へいった。何かがこの下にはある。それも、小さな物ではないのだろう。

「真白殿、ここは安全ではありません。離れた場所まで移りましょう」

「でも、お師匠様」

　東羅達が心配で、なるべくならこの場所で帰りを待ちたい。

　真白のいいたい事は分かるのか、金代は柔らかな笑みを浮かべたまま、緩く首を振った。

「東羅や北羅でしたら大丈夫です。この金代が鍛えたのですから」

「……でも」

　なかなか踏ん切りが付かない真白に、金代は苛立つ様子もなく、優しく誘うように背中に手を添えた。

　その時。また雷鳴が轟き、その大きさに、真白は金代にしがみついてしまった。

「……この大きさ、もしや外に出たのではないじゃろうな」

「あの封印はそう易々と解ける物ではありません」

「そうなんじゃがのう。封印なんぞは、解き方を知っていれば大した事じゃないんじゃ」

　腕を組み唸った王に、金代が同意するように頷いた。

「あやつの封印は、乙女の血を使い築いた物。解くにも乙女の血が必要なのです。故に、女房達もこの近辺に近付く事は禁止されていますし」

「……ならば何だろうのう。不思議じゃな」

「ええ。……真白殿、取りあえずは、離れましょう」

　今度は有無をいわせずに、金代は真白の背を押した。

　力強く押されて、二歩、足を踏み出す。が、それ以上は動かなかった。

　真白は振り向いて、暗闇が広がる地階を見た。

「真白殿」

「……東羅様達は、本当に大丈夫ですよね」

「当たり前です。信じて待っていて下さい」

「そうじゃぞ」

「…………はい」

　信じて待つ事も大切だと、分かってはいるのだ。

　後ろ髪を引かれる思いで、真白は王と共に歩き出す。その一拍後──。

　背後で轟音が轟き、木片が頬を掠めた。目を見開き振り向いた真白は、その光景を目の当たりにして息を飲んだ。

　煌めく銀の髪に、額に生える二本の角。獰猛な肉食獣のような黄金の瞳に、上がった口端から覗く犬歯。

　見た事のない鬼の登場に、驚いたのは真白だけではない。

「何という……」

「……これはこれは。驚きじゃのう。封印が解けたか」

　驚きながら、王と金代は鬼から庇うように真白の前に出る。そんな二人に、鬼は嘲笑を浮かべた。

「久しぶりに出て来てみればどうだ。金代、お前、碌な鍛え方をしていないらしい。あんなガキ共、相手にもならなかったぞ」

　鬼が喋る度に、雷が鳴っているような感覚を抱く。

　真白はきつく手を握り締め、鬼の後ろを見た。

　先程の爆発のせいで、見るも無惨に出入り口が破壊されている。東羅達の姿はなかった。

「東羅達はどうしたのじゃ」

「門番は四人揃う事で本領発揮だったか。……様子見に来ただけなんだろう？　簡単だ、動けなくしてやったまでだ」

「そんなっ！」

　思わず声を張り上げた真白は、慌てて手で口を押さえた。

　鬼が真白を見る。その瞳に射竦められて、背筋が凍る。

　鬼は鼻で笑うと、肩を回した。

「相手をしてやりたいが、残念。オレは迎えにいかなくちゃならないからなぁ」

「迎え？　ほほう、その者がお主の封印を解いたか。誰だか教えてもらいたいのう」

　警戒を強めた王に、鬼は瞬きをした後に笑みを浮かべた。

「……梶原昌隆、だったかな。女鬼の血を使い、封印を解いたみたいだが。なかなか腕があるじゃないか」

「──嘘だ!!」

　萎縮していた事も、何もかも頭から吹き飛び、真白は叫んだ。

　封印もこの鬼も知らないが、昌隆がそんな事をする筈がない。犠牲にした女鬼が誰かは、真白にも分かるのだ。

「兄上が、雛菊様を犠牲にしたというのですか！」

「真白殿」

　身を乗り出すと、金代が止めた。

「……ふ、ははは！　お前が東羅に嫁いだという人間か！　これはいい、お前を手土産にしていけば、東羅はさぞかし怒るだろうな！」

　雷鬼の言葉に真白は首を傾げる。自分を手土産にする事で、東羅が怒るという事が分からない。

　と、王が、真白の腕を掴み、後ろへ引き戻した。

「やれる物ならやってみるか？」

　金の髪が濃くなり、火の粉が散り始めた。鬼の王とだけあり、その覇気は肌を刺す程に強い。鬼も、それを鋭く感じ取ったか、顔色を変えた。

「……まぁ、今はここを離れる事が先決か。何時か、もらいに来てやるぜ、姫さん」

　大声で笑うと、その声に雷鳴が重なり、雷が落ちた。

　耳を劈つんざく音に、揺らぐ大地。

　目を焼く光を、腕を翳かざしてやり過ごした真白は、それが止んでからゆっくりと瞼を上げる。

　そこには、鬼の姿はなく、天井に穴が空いていた。所々に火が上がっている。

　真白は、胸の前で手を握り締めて、下唇を噛み締めた。






伍話　重なる心と別れる手









　覗く空を見上げていた真白は、瓦礫の崩れる音を聞いて、驚いて視線を下にやった。

　木屑を押し分けながら出て来たのは、東羅に北羅だった。

　どちらとも傷を負っているが、命に関わるような大きな傷はないようだ。

「東羅、北羅。生きていたか」

「東羅様っ！」

　駆け寄った真白は、よろめいた東羅を支えた。額から流れた血を袖で拭う。

「大丈夫ですか？」

　あの鬼の力も強い。それは、対峙する時間が短くても分かった。

　東羅達が強いのも確かだが、やはり歴然とした差があるのも確かなのだ。

　小さい傷だけで済んだのも、まだよかった方だろう。袖を裂いて、腕にある切り傷を縛る。その強さに東羅が眉を顰めたが、気付かなかった。

「──っ、無事で何よりです」

「嫌味か何かか」

「命あっての物種ですから」

　あの鬼を足止め出来たのだとしても、東羅や北羅が命を落としては意味がないのだ。

「お師匠様や、王も安堵しています。皆、心配していたんですから」

「……あんな奴に、命までくれてやる気はない」

　東羅は、気まずそうに応えながら、金代や王を盗み見ていた。

「ていうか、真白。僕もいるんだけどね」

「これ、北羅。邪魔するでない」

　王と北羅の会話も聞こえていたが、真白達の反応はなかった。

　足の切り傷にも、同じように手当てをする。終わると同時に、傍らに膝を着いた金代が、手拭いで真白の手を拭った。白い手を汚していた血が消える。

「血は不浄な物、後で清める事も忘れずにいって下さい」

「……はい」

「ふむ。それもそうじゃの。東羅達は放っておいても、元に戻るじゃろう。が、花嫁はそうもいかんしのう」

　穢れを受けては大変だ。が、それを本人の目の前でいう事も、いい事ではないと思うのだが。

　微妙な面持ちの東羅を気にしていると、やっと、他の鬼達も集まって来た。誰も彼も、惨状に言葉をなくしている。

「皆、気を付けよ！　雷鬼が逃げ出した」

　その鬼に対して、王は衝撃的な言葉を聞かせる。

　面白い程に、鬼達の顔色が変わった。

「雷鬼が」

「……あの雷鬼が何故」

「どうなるのだ」

「まさか、またあの悲劇が繰り返されるのか？」

　互いに話し合う声は、それなりの大きさになる。

　真白は、聞いた事のある名に、東羅を見た。

「雷鬼とは、死鬼が解放を要求している鬼ですよね」

「そうだよ。まさか、本当に解放されるなんてね」

　答えたのは、北羅の方だった。

　雷鬼が解放されてしまった。それは、死鬼に関わりがある事ではないのだろうか。ならば、昌隆の事も虚実ではない可能性もある。

　黙りこくる真白に、王と金代が目を見合わせた。

「起こってしまった事は仕方ない。皆の者、被害と混乱が広がらぬよう警戒を怠るでないぞ、よいな！　対策について話し合う場を設ける、細かい指示は各々、上の者からしっかり聞くのじゃ」

　そう命じた王とは別に、金代は真白に近付く。

「真白殿も、東羅も。今は離れた安全な場所へいきましょう」

　ここも、何時、屋根が崩れるかもしれない。頷いた真白は、先に立ち上がり、東羅に手を貸そうとする。それを無視して立ち上がった東羅は、北羅に目配せをして踵を返す。

　向かう場所は分かっているのか、対処に向かう鬼達とは逆方向へ歩き出した。

　真白もそれを追う。その後に、北羅が続いた。

「北羅様、門は大丈夫でしょうか」

　隣に並んだ北羅に、心配して問う。確か、卯月が西羅や南羅に門を閉めるよういいにいったばかりだったと思うのだが。

　北羅は、門番でありながらけろりとした表情を浮かべた。

「ああ、門？　僕と東羅は閉ざしていたから、心配はないよ。それに、西羅や南羅も、弱くはないし」

「……でも」

　東羅と北羅がいて、破られたのだ。それに、雷鬼が門番は四人が揃ってこそ真の力を発揮するといっていた。

　ならば、一人で相手をする分、西羅や南羅達の方が危険ではないのか。

　真白の心配に、北羅は苦笑をした。

「心配しなくていいんだよ。東と北が閉まっていたんだ、あの雷鳴を聞いて、西羅達が門を閉めていない訳がない。門が閉まれば、結界の強度は増すんだ、雷鬼が相手だろうと簡単に突破出来ない。何せ、ここを出たいなら、門番を殺すしかないんだから。入りたい時も然り」

「……では」

「西羅と南羅がここに来たら、僕達は雷鬼にも勝てる。逃げ出した所で、雷鬼に勝ち目はないんだ」

　そういうのならば、大丈夫なのだろうか。

　だが、真白は安心も出来なかった。雷鬼が去っていく前に、真白にいった言葉が胸を塞ぐ。

　雷鬼を逃す為に、昌隆が雛菊の血を使った。つまりは、嫁にと望んだ鬼を犠牲にしたのだ。死鬼に唆されたのだとしても、目的は真白を取り戻す為。その為に、封じられていた鬼をも解放して。

「……っ」

　今は、雛菊の安否が気になる。

　どれ程の犠牲を出したのかは分からない。けれど雛菊は、兄と幸せになる為に、都を、東羅を捨てたのだ。そうしてまでも選んだ道に、幸せがないのだとしたら。それがどれ程、辛くて絶望的か、想像に難くない。

　黙ったまま付いていった先は、先程、真白が待たされていた部屋だ。

　東羅が御簾を下ろした。

　衣を巻き込まないよう、真白が座ると、向かいに北羅が腰を下ろす。

「あの、……それで。東羅様達はこちらにいてよろしいのでしょうか」

「外に出て、雷鬼に出くわした方が危ないし。何より、僕達に何かがあれば王や師匠、皆に迷惑をかけるからね。それよりかは、一カ所に集まっていた方が、西羅や南羅も合流しやすいでしょ」

「……それもそうですね。門が破られなければ、雷鬼を捕まえる事だって出来る」

　捕まえられれば、死鬼の思惑も防げるだろうか。

　昌隆も、失敗した事を何度も繰り返す程、愚かではない。

　雷鬼解放を諦めてはくれないか。

「……逆だ。門が閉まっている方が、問題なんだ」

　御簾の外を見ていた東羅が、眉根を顰める。

　真白は、その背中に視線をやった。

「どういう事でしょうか」

　ならば、何故、門を閉めたのだ？

　死鬼の目的を、東羅や北羅を通して王達も知っている。門を閉めたという事は、目的を防ぐからだろう。

　その理由に、昌隆が諦める可能性もかかっているのだ。

　なのに、門を閉める事が危険とは無視出来ない。

　そもそも、何故、雷鬼は封印をされていたのだろう。あの鬼が、ただの鬼ではない事は分かる。だが、それだけが封印されていた理由だとは思えない。

「……雷鬼は、とっても危険な鬼なんだよ」

　北羅が、表情を曇らせる。東羅も何もいわないが、無言が賛同なのだろう。

　確かに力も強く、性格も乱暴なのかもしれない。少なくとも、あの短い時間でも、真白は雷鬼にいい印象は持てなかった。

「昔。人間の時間でいえば六十年は前かな。……鬼の都は、壊滅的な被害を受けたんだ。人間の手ではない。自然災害でもない。雷鬼一人の力でね」

「……え」

　雷鬼は、どう見ても高齢には見えなかったが。

　真白の不思議そうな顔に、気が付いた北羅は苦笑を浮かべた。

「鬼は高齢なんだ。見た目はどうであれ、僕達だって真白のお父上が生まれる前から生きているんだからね」

　鬼が長生きである事は知っていたが、実際に何時頃から生きているかと聞いてしまうと、その寿命の桁の違いには驚いてしまう。

　これでまだ若いのだ。東羅達はまだ永い刻を生きるのだろう。

「まあ、歳については問題じゃない。雷鬼の方が遥かに重大な問題なんだ」

「は、はい」

「雷鬼は、名前の通りに雷を操るんだ。その力を使って、雷鬼は一晩で都を半分消し去ったんだ」

「雷鬼のせいで、何人もの同胞が死んだ。小さな子供だって、あいつは問答無用で殺したんだ」

　北羅の表情は暗い。

　真白は黙って聞いていたが、話された内容には衝撃を受けていた。

「……この話は、僕よりも東羅や南羅に西羅の方が詳しいよね。僕とは違って、雷鬼との戦いを実際に経験してるから」

「…………思い出したくもない」

　低く呟かれた言葉は小さく、聞き逃してしまいそうだった。

　それ程、忘れていたい記憶なのだろう。何があったか。たとえ真白が聞きたくても、東羅は話したくない悲劇だ。

　見えた横顔は厳しく、東羅は下唇をきつく噛み締めていた。

「その雷鬼を封じたのが王と、今は亡き王の北の方だったんだ。……北の方は、この時に亡くなったと聞いている。だから、北の方を恨んでいる雷鬼は、死鬼の目的とは別に王も狙うかもしれない」

　封印から解放された。その雷鬼が、都に閉じ込められているのなら、また悲劇は繰り返される事も考えられるのだ。

　真白は、自分の胸を押さえた。

　雷鬼の解放を聞いた鬼達の顔や、東門へ向かう時に会った祖父と孫の鬼の顔が脳裏を過ぎった。

「……雷鬼が暴れた場合、犠牲は大きいだろうな」

　東羅の呟きに胸が痛む。急速に、頭から血の気が引いたような気がした。

　──最初から最後まで、自分がとった行動に後悔はない。

　それは、今もこれからも変わらないだろう。けれど、自分を理由に大きな問題が生じている今、真白を苛めるのは鬼達への罪悪感と、昌隆に対する悲しみだった。

　西羅達の合流を待つ間にも、雷鳴は遠く近くで鳴り響き落ち着けない。

　御簾の外の暗い空を見つめていた真白は、立ち上がり東羅の隣に並んだ。

　東羅からは、一度だけ視線が返る。

「……東羅様」

「黙っていられないなら、北羅に相手を頼め」

「ごめんなさい。……だけど、少しでいいんです」

　きつく握り締めた手が震える。

「雷鬼が外へ出たら、どうなるのでしょうか」

「……人間の世にまで災厄を招くだけだ」

「…………そんな」

「死鬼は死を齎す。その規模は関係ない、ただ道楽の為になら何千だろうが殺すだろうな」

　その道具の為に、雷鬼を解放した。鬼の王を殺そうが、鬼達が死のうが、死鬼にはなんら支障はない。寧ろ願ったり叶ったりだ。

　昌隆は、それに利用されただけ。それで、真白を取り戻せると信じて疑わない。

　昌隆を諦めさせる為だけではない。雷鬼は外へ出す訳にはいかないのだ。

「……どうなるかを知っていたら、兄上もこんな馬鹿げた事はしなかったかな」

　独白した真白は、息を吐いて東羅を見上げた。

　真白が小さな声で呟いても、隣の東羅には聞こえている筈だ。案の定、訝し気な目と視線が絡んだ。

　いずれ知れるのだ。ならば、今、真白がここでいった方が自分自身の為だ。

　何よりも、黙っているのには耐え切れなかった。

「兄が、雛菊様を犠牲にして封印を解いた可能性があります。……雷鬼が、そういいました」

　嫁をもらうという報告を聞いた時、真白は自分の事のように喜んだものだ。

　苦労をかけた、優しい兄が幸せになれる。障害は沢山あるだろうが、乗り越えていけると信じていた。

　それがどうだろう……。

「信じられない」

「……っち」

　驚愕する北羅と、舌打ちをする東羅に、肩身が狭くなる。

　幾ら人間の血が混ざっていようが、同じ鬼なのだ。東羅に至っては、雛菊は元許婚。それを傷つけられたのだ、怒りを抱くのも仕方のない事だ。

「……ごめんなさい」

「雛菊は、今も苦しんでいるかもしれない。最悪の事だって考えられるよ」

「……いわなくても分かっている」

「人間にもなれない。鬼にもなれない。……都を出た子の事なんて、僕達は関与する気もないけど、今回ばかりは許せない。何の為に幸せになれる場所に置いて来たと思ってるの」

　俯いた真白には、小さく謝るしか出来なかった。

　東羅や北羅の怒りも尤もだ。幸せになるならと、そう無理矢理にも納得して置いて来た場所で、傷付いているのだ。

　──憎い人間の手によって。

「王も知っているなら、これが片付いた後に奪い返しにいくだろうね」

「そうでなくても、皆が理由を知れば人間の都に攻め入ろうとするだろう。それを避ける為には……」

「私が雛菊様をお返しします」

「「は？」」

　二人分の視線を受けながらも、真白は裾を見つめ続けた。

　鬼と人が目の前で争う所を見たくはない。それが、自分の兄が原因である事は、真白には耐え難い事だ。ならば、それを防げばいい。どんな手段でも、何を犠牲にしても。

「兄上が雛菊様を傷付けた事が、たとえ虚言だとしても。雛菊様を幸せに出来ないのなら、こちらにいた方があの方の為になるのでしょう」

「真白」

「申し訳ございませんでした。でも、信じて下さい。雛菊様を争わずに貴方方の元へお返しします」

　一つだけ、手があるのだ。問題は、その為の準備だ。こればかりは、真白一人では出来ない。王や金代に説明をして、手伝ってもらうしかないだろう。

「真白？　何をしようというの？　信じてほしいなら、何をするかいってよ」

「全てを元に戻すだけです」

　誰も傷付かない。全てが始まる前の形に戻すだけなのだ。

　何をするか分かったのか、東羅と北羅が口を噤んだ。










「……雷鬼の居場所は、探すには骨が折れそうじゃな」

　王の言葉に、集まった番人達は深刻な顔を崩さない。

　あれからまた暫く経ち、西羅や南羅が無事に合流が出来た。その直ぐ後に、王と金代が入って来たのだ。

　王から聞かされた事は、希望さえ打ち砕く。

「このままでは、雷鬼が我等に災厄を齎すのではないだろうか。ならば、外に出した方が」

　西羅の提案に直ぐに反応をしたのは北羅だ。

「西羅は本当に馬鹿だよね」

　呆れた物いいに西羅が顔を顰める。

「北羅のいう通りね。けれど、あんな悲劇をまた繰り返すなら、外で災厄を振り撒いてくれた方がいいわ」

「西羅も南羅も、自分に素直じゃな」

　王がきょほきょほと笑うと、金代が気難しい顔になる。

「笑い事ではございません。真白殿、不快に思われましたら私からも謝罪致します」

「……いえ、皆様の意見は、仕方のない事と思いますので」

　自分達の種しゅを優先すれば、最悪な被害は他へ移すのが当然である。

「けれど、誉れ高く優れているとおっしゃる鬼が、身内の膿を外に出すという事をしないという事も知っていますので、不快になど思いません」

　そうですよねっと西羅に振れば、顔を顰めた鬼は外方を向いた。

　北羅と王が口を押さえる。

「……確かにの」

「西羅は、雷鬼を外に出したいんだ」

　くすくす笑う王達を睨んだ西羅は、怒りの矛先を真白に向けた。

「雷鬼が外へ出たのは、貴様の兄が手を貸したからと聞くぞ。それだというのに、よくもぬけぬけとしていられるな！」

「……西羅」

　諫めるように、金代が名を呼ぶが、西羅にはそれさえも気に障るらしい。

「私は事実を述べているのです。雷鬼との会話を聞いたという者は、この人間に不審感を持っているというのに、反省も謝罪もない。身内の不祥事だというのに、恥もないのか。何故、この人間ではなく、被害を受けている私が叱責されねばならぬのでしょうか」

　不満だと隠しもせずに表に出し、西羅は金代に食ってかかる。

「真白殿が望んだ事ではないだろう。真白殿も被害を受けているのだ。それに、辛いのは皆同じ。どちらがより辛いかを天秤にかけて優劣を決めてはならん」

「……だからといって、人間のせいで大変な事になっているのは否定は出来ないわ。真白のいった通り、膿を出すなんて事は矜持が許さないけど、西羅のいう通り謝罪くらいしてほしい物よ」

「…………謝罪を受けて、お前達は納得するのかのう」

　溜め息と共に吐き出した王は、懐から扇を取り出して弄び始めた。

「花嫁の身内が犯した事を謝罪されて、お前達は区切りを付けるのじゃな？　謝罪というのは確かに必要じゃ。人間だろうが鬼だろうが、忘れてはならん。だがの、謝罪をさせるだけさせて許さないというのはおかしな話ではないかの」

　王は扇を開くと、真白を見た。

「花嫁はどう思っとる？」

　その問いに、真白は微苦笑を浮かべた。

「悪い事をしたのなら、謝るのは当然の事と思います。謝罪も、償いの一つでもありますし、許しが得られなくとも謝るのは道理でしょう。……許されなくても、謝らなくてはならない」

　全員分の視線を受けながら、真白は毅然とした態度を崩さなかった。

「では、謝るのかの」

「私の謝罪で、少しでも償いになるのなら。……何より、兄上の凶行は私のせいですから」

　元を辿れば、昌隆の幸せの為だと犠牲の道を選んだ真白が悪いのだ。

　罪悪感に、息が詰まりそうになる。

「……申し訳、ございませんでした」

　床に手をついて、真白は頭を下げた。額に床板の冷たさが伝わる。

「兄上の所業、私から深くお詫び致します。申し訳ございませんでした」

　そのまま頭を下げ続ける真白は、王や金代達が西羅を見ていた事に気付かなかった。

　西羅が、渋面を浮かべる。その様子に、北羅が溜め息を吐いた。

「……真白、いいから頭を上げな。王も、起こった事は仕方がないっていっていただろ？　今は、これからの事を話し合う事が先だろ？」

「そうですよ。それに、真白殿がそのまま頭を下げていては、西羅が困りますから。慈悲をかけてやって下さい」

　促されて顔を上げた真白は、西羅に小さく頭を下げた。

　それを見届けてから、王が扇で手を叩いた。

「問題は山積みじゃ。まず、優先すべき事は、これ以上の被害を出さぬ事じゃな。雷鬼の捕縛は難しい。万全の状態で臨まねばなるまい」

「ええ。その為にも、今、狙われている王と私、それに真白殿の警備を固めましょう」

「……私も、ですか？」

　王や金代が狙われているのなら分かるが、真白はいらないのではないだろうか。

　困惑する真白に、金代が苦笑を漏らした。

「雷鬼は真白殿を狙っているのですよ。本人もいっていたでしょう」

「……あ、あれは、冗談ではないのですか？」

　思い出して赤くなった真白は、横目で東羅を盗み見た。

　真白をさらえば、東羅が何かしらの反応をするといっていたが、そんな事はないだろう。だからこそ、冗談だと気にもしないでいたというのに。

「本気と思うんだがの」

「あの者が冗談をいうとは思えませんしね」

「でも……」

　今度は、隠しもせずに東羅を見た真白は、本人から訝し気な視線を返された。

「師匠、話が分からないんですが。何があったのかしら」

「お前達は気にせんでもいいんじゃ。のう？　金代」

「……いや、この者達に任せますので、後で一応は教えましょう」

「まず。雷鬼が狙うとしたら、一番に襲いやすい真白殿でしょう」

　鬼でもなければ陰陽師でもない。何の力もない真白を襲うのは、当然の事だろう。

「そこで、真白殿の守りを固める事となった。門番の鬼であるお前達が揃っているのだ。任せるぞ」

「待って下さい、師匠！　王や師匠ではなく、この人間を守れとおっしゃいますか！」

　膝を立てて叫んだ西羅に、金代は重々しく頷いた。

「真白殿の守りを固める事くらいは、雷鬼も予想しているだろう。その守りにお前達が就いているとなれば、あいつには一石二鳥。番人がいなくなれば、門は簡単に開くのだからな」

　門が開きさえすれば、真白をさらい、逃げればいいのだ。

「真白殿には、守られながらも危険な思いをして頂きます。申し訳ございません」

　頭を下げた金代に、真白は慌てた。

「いいえ、お師匠様、私でお役に立てるのでしたら喜んで！　頭を上げて下さい！」

　東羅達も狙われているのだ。危険なのは真白だけではない。

　それに、雷鬼が姿を見せれば、捕縛が出来る可能性もあるのだ。それならば、少しくらいの危険も目を瞑ればいい。

　何より、こういう状況を作ったのは昌隆なのだ。自分だけがのうのうと成り行きを見ている訳にはいかない。

「では。この部屋を花嫁の待機する場とし、必ず守るのじゃぞ」

「王!!」

「反論は聞かぬ。命の危険を覚悟で雷鬼を誘おびき寄せるといっているのじゃ。それを守れぬというのなら、門番として名折れだぞ」

「……ぐ」

「さて。他にも警備の配置の支度をせねばなりませんね」

「…………お師匠様や、王はよろしいのでしょうか」

　狙われているというのなら、王や金代もそうではないのか。

　眉を寄せる真白に、金代が柔らかな笑みを浮かべた。

「私共は鬼です。東羅達よりも力がある事は変わりはありません。雷鬼が何もせずに逃げ出した事から、分かるでしょう？」

　雷鬼が容易に手を出せないのが、王や金代だというのなら、少しは安心出来る。

　だが、だからといって、楽観視出来る事でもない。危ないという事に変わりもないのだ。

　遠くで雷鳴が轟く。何処かにいる雷鬼が、この場所に来る。それは、門番がいる以上、否定出来ない。

　傍らに座っている東羅を見れば、表情もなく外を見ていた。

　視線に気が付いたか、真白を見て微かに眉を跳ねる。

「……何だ」

「いえ」

　不安はあるが、それを押し隠す。

　東羅から視線を逸らし、真白は代わりに外へ目をやった。
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　夜の帳が下りれば、雷鳴の存在は更に大きくなる。

　下ろされた御簾の側には几帳が置かれて、外の松明の灯りも遮断される。

　一人、燭台の灯りを見つめていた真白は、幾度目かもしれない溜め息を漏らした。

　出された夕餉にも手が付けられない。

　断続的に聞こえる雷鳴に、精神が磨り減っていく始末。真白がこうなら、鬼達は更に酷いだろう。

　外に立つ随身達の緊張もなかなか消えず、空気を張り詰めさせていた。

　随身達は交代をする為、気の休まる時はない。雷鬼が何時来るかも分からない状況では仕方のない事だが、これでは先に真白の方が参ってしまうだろう。

　また息を吐いた真白は、ぼんやりとした視線を御簾の外へ向けた。

　左右の部屋には東羅達が控えている。彼等も狙われているのだ。

「……気をしっかりと持たなくては」

　自分だけがこの状況から解放されて楽になる訳にはいかない。狙われているのも、危険なのも皆が同じなのだ。

　妻戸との仕切りに置かれた几帳の向こうで、気配が動く。

「花嫁様、如何されましたか？」

　それはここにいる間、真白に付けられた女房の声だ。数少ない女鬼の殆どは、宮殿に仕えている。

　権力者の娘達は勿論の事、財のない女鬼達も女房となるのは珍しくない。

　鬼は実力さえあれば、生まれを問わずにそれなりの地位に就けるのだ。そういった有能な鬼との子孫を残す為には宮殿へ上がった方が有利なのである。

　真白の側は危ないのだが、部屋から出られない身では何かと不便だろうと、王がわざわざ付けてくれたのだ。

　鈴のような声に、真白は慌てて首を振った。その様子を、女房が見ている訳ではないが、音で察したのだろう。

「何かございましたら、お申し付け下さいませ」

「は、はい」

　距離を置いているのは、声質から感じる。それが気に障るという事はない。

　こればかりは、仕方がないのだ。そう諦めれば、逆に憎らしい人間を守らなくてはならない鬼達に申し訳なく思える。

　遣る瀬ない気持ちを表すように、真白は重い息を吐く。それでも楽にはなれない。

　──その時だった。

「東羅様っ!?」

　驚いたような女房の声と、几帳の陰から現れた東羅に、真白は目を見開いた。

「と、東羅様、如何されましたか？」

　慌てふためく真白を一瞥して、東羅は女房に下がるように命じて前に座った。

「あ、あの、東羅様？」

「……何も食べていない、と王が心配していた」

「あ、……申し訳ございません。食欲がなくて」

　気にかけた王に遣わされたのだろう。

「……今は、何も食べる気はありませんが、明日になればお腹も空きますし。大丈夫です」

「無理に食べれば、体に悪い。余計に気に病まれるような事をするな」

「はい、……そうですね」

　食べなければ心配をかけて、食べれば無理をしているのではないかと気を使われて。ではどうしたらいいのか、それも分からない。

　真白は当惑して視線をさ迷わせた。

　このままでは沈黙が下りるだろう。そう思っていた矢先、東羅が袖の中を探り、小包を取り出した。それを渡される。

　小包は温もりがあり、開くと強飯を握ってある物が二つ入っていた。

「東羅様、これは……」

「腹が空いた時にでも食え」

「……わざわざ、私の為に？」

「強飯を握らせただけだ」

　それでも、わざわざ用意するよう頼んでくれたのだ。

「ありがとうございます。後で頂きますね」

　大切に、強飯を包み直す。

　だが、用を済ませた筈の東羅はそのまま動かない。真白は小首を傾げた。

「東羅様？」

　まだ何かあるのだろうか。

　東羅は真白を見つめ、形のいい唇を動かした。

「……兄が心配か？」

「…………え」

　いきなり、何を聞き出すのか。

　一瞬だけ呆けた真白は、東羅の真剣な眼差しに微苦笑を返した。

「ええ、心配しています」

　死鬼に利用されて、体に障りはないか。心配しても、何もおかしくはない。

「だって、私にはたった一人の兄なのですから」

　何をしていても、まずは健康でいる事を第一に願ってしまう。

　雛菊の安否も分からないし、昌隆が体を壊していないとも断言出来ないのだ。

「おかしいでしょうか」

　問えば、東羅は表情も変えずに答えをいう。

「おかしな話ではない。……鬼でも人でも、兄弟を気にかける心は同じというだけだ。お前を否定したら、皆を否定する事になる」

「……そうですね」

　真白が浮かべた笑みに、東羅は眉根を寄せた。

「何だ」

「いえ。否定はされなかったので。嬉しく思います」

　そういえば、東羅はばつが悪そうな顔になる。

　それでも真白から視線を逸らさない事に、笑顔だった顔は直ぐに戸惑いへ変わる。

「東羅様？」

「俺が、自分でいった事を変える必要はない。お前がここにいる理由は、前にいった通りに帝の命を守る為だ」

「……はい」

「お前が兄の幸せを願ったのだとしても、俺には関係のない事だ」

「はい」

「……お前の兄が敵に回っても、容赦はしない。雛菊の伴侶であろうが、関係はない。王や師匠、それに都の鬼達を狙うというのなら、俺や西羅、南羅や北羅は全力で倒しにいく」

「……それが、東羅様が決めたのであれば、私が何をいっても変わらないのでしょう？」

「ああ」

「……王に、いわれました。自分がした事の報いは、自分で受けなくてはならないと。ならば、兄も……私も、報いは受けましょう」

　夜風に、木々や御簾が揺れる。その音に耳を澄まして、真白はまた燭台へ視線を戻した。

　揺れる灯火を見つめる。柔らかな灯りが、壁や床に不気味な影を作り出す。

「それでも。私は、人や鬼が分かり合い手を取り合える事を願ってしまう。遠い先の事でもいいから、お互いの間に憎しみや恨み以外にも、抱ける物があると信じたい。私は、おかしいですか？」

「……可笑しな奴である事は確かだ」

「そういうと思いました」

　喉を鳴らして、真白は黒い瞳に東羅を映す。

「……俺達やお前の兄が戦う時。お前は、どちらの味方になる」

「もし、兄上を選ぶといえば、私はここから追い出されるのでしょうか」

「それを決めるのは王だ」

　王が命じている間は、嫌でも東羅達は真白を守るのだろう。

　真白は、膝の上に置いていた手を重ねた。

「どちらを選ぶとは、難しい問いですね」

「……それを決めておけ。いざという時の為に。それが、お前の為だ」

　これ以上の用はないのか、東羅が立ち上がる。

　それを、真白が呼び止めた。

「私は、どちらも選べません」

「……そうか」

「兄上や東羅様が分かり合う事は、決してないのだとしても。私は、どちらも選べないと思います」

　どちらも、同じくらいの幸せを願ってしまう。本音をいえば、争ってほしくない。分かり合ってほしい。それが叶わないから、辛いのだ。

「……私は、兄上の味方でいたいし、東羅様の味方でいたい。この気持ちに偽りはありません」

　東羅が信じないといっても。

　立ち上がりかけていた東羅は、そのまま腰を下ろした。

「……辛いのは、お前だ」

「ふふ。気にかけて下さるのですか？」

　口に手を当て、ころころと笑えば、東羅が目を眇めた。

「調子に乗るなよ」

「調子に乗せられるような事をおっしゃったのは、東羅様ですよ」

「……哀れみをかけた俺が馬鹿だった」

　舌打ちをし、息した東羅に、真白は唇を尖らせた。

「東羅様、哀れみをかける事は間違いではありませんよ」

　また、東羅は溜め息を吐く。

「……減らず口を叩けるのなら、まだ平気だろう。戻る」

「あ」

　今度こそ出ていこうと腰を上げた東羅に、真白は思わず袖を掴んでいた。振り向いた東羅が「何だ」と問う。

「……あの、……もう少し、よろしいですか？」

「……」

　東羅の視線に耐え切れず、真白は俯く。けれど、袖を掴む手は離れなかった。

　暫くして、東羅がまた息を吐く。そのまま、真白の手を振り払った。

「……話し相手がほしいのなら、北羅を呼ぶ」

「東羅様」

　追い縋るように、今度は手を掴んだ真白に、東羅が珍しく困ったような顔になった。

　気晴らしはしたいが、話せなくてもいい。東羅に、側にいてほしいのだ。

　必死な形相で見上げる真白に、東羅は逡巡した後、渋々と座った。

　安堵して真白は手を離す。側にいてくれる。それだけで、不安も何もなくなっていた。

「さっさと寝ろ」

「寝たら、東羅様は出ていかれますか？」

「当然だ。……お前は気にしないといったが、俺がいたら気が休まらないだろう」

　その言葉と逸らされた視線。それだけで、東羅が何を気にしているのか分かった。

　意外な事に、驚いた後に真白は東羅を心配してしまう。

「……何か、食べましたか？」

「…………俺を怒らせたいのか」

　唸るような声に、真白は首を振る。心配はするが、怒らせたい訳ではない。ただ、東羅が気にかけてくれる事は、嫌ではないのだ。

「私は男です」

「……知っている」

「鬼に比べれば、脆弱ですが。吹けば折れるような体ではありません」

　手酷い仕打ちを受けたが、休めば体調も万全だ。

「ですが。気にかけて下さって、嬉しいです。ありがとうございます」

「……別に」

　東羅の横顔が、何ともいえないような表情に歪む。

「照れていますか？」

「違う」

「そうですよね」

　気のせいだろうか。

　東羅が表情を引き締める。

「休めないのなら、酒でも出すが」

「とんでもない！　こんな時に、お酒を飲む訳にはいきません」

　東羅は、そんなにも側を離れたいのか。そうなら、悲しく思えた。

「東羅様、無理はなさらなくてもいいのですよ？」

「は？」

「……その。無理をして、私の相手をしなくてもいいですよ」

　東羅がいる事は心強くなるが、無理をさせてまで側に置きたくはない。

　真白のいわんとしている事は分かるだろう。しかし、東羅はその場を離れない。

「東羅様」

「何処にいても、やる事は変わらない」

「……ですが」

「余計な事は考えるな、面倒臭い。考えずに休め。お前が倒れたら、外の奴等がいる意味がないだろ」

「……もしかして、私の事を気遣って？」

「違う。外の警備と、王や師匠の心労を思っただけだ」

「ありがとうございます」

「……違うといってる」

　幾度目とも知れない溜め息を吐いて、東羅は後ろ髪を掻いた。

「……お前の頭は、何処まで目出度いんだ」

「ふふ。東羅様の気遣いが嬉しいのです」

「今までそんな事もいわなかったのにか。何を狙っている」

「何も。ただ、これが終われば、私は東羅様とは別れますから、今の内に、何でもお話したいと思っています。……何も話せずに別れるのは悲しいですから」

　顔を上げた東羅は、真摯な目をしていた。

　お互いに、知らない事もある。生きる時間が違うのだ。東羅の過去を知るには、長い時間が必要だろう。聞いてみたい事もあるけれど。今は、過去の事はいいではないか。必要なのは、今の気持ちや、考えを素直に伝える事だろう。

　沢山の事を伝えなくていい。

　礼だけでもいい。伝えないよりかは、伝えた方が遥かにましだ。

「……もう、私達に残された時間は、そこまで長くはないのでしょう？」

「今日を抜き、後八日だ」

　そんなに直ぐなのか。

　苦笑した真白は、肩を落とす。

「本当に直ぐなのですね。もっと、話し合いをするべきだった」

　東羅は望んでいないとしても、悔しい。そう、思う。

　話していれば、何かが変わったという根拠はない。けれど、もし、話していればと考えてしまう。

「……もしかしたら。人間が好きになっていたかもしれませんね」

「馬鹿が。そんな簡単に心変わりをすると思うな」

「う」

「……お前は、もっと話していれば、鬼に好意を寄せていたか？」

「私は、もう鬼を好いています。……都に帰れば、私は鬼の素晴らしい所を伝えて暮らしましょう。そうしたら、この先に生まれる子供達は、鬼を好く者も増えるでしょうね」

　悪い所ばかりではない。それを知らずに恨み嫌い合うのは勿体ない。

　思うよりも、鬼は話が通じるし、人間のように感情もあるのだ。

　人間同士にあるような友人関係も築ける。それを知らずにいるのは、本当に勿体ない。

「東羅様も、人間との交流は悪くないと思いませんか？」

　鼻で笑うだろうか？

　否定をするだろうか？

　反応を待っていた真白はしかし。

「……人間が、皆、お前のような奴等ばかりなら。恨むのも馬鹿らしくなるだろうな」

　そう、いわれて固まってしまった。

「何だ」

　東羅が眉を顰める。

　我に返った真白は、慌てて取り繕おうと口を開く。しかし、その口からは意に反する言葉が出た。

「東羅様は、私が嫌いでしょう？」

「ああ」

　即答に胸が痛む。

「……っ、それなのに、私みたいな人間ばかりならとおっしゃいますか」

　声の震えに、東羅が気付いていない筈がない。

　奥歯を噛み締めて、力を込めて隠す。そうしていなければ、感情が溢れ出しそうだった。

　東羅は、真白が人間だから嫌いなのではない。それは自分自身のせいだと分かっている。それなのに、何故、東羅はそういう事をいったのだろう。

　嫌いなのに、真白のような人間ばかりならというなんて。

「東羅様は分かりません」

　東羅を見ていられず、真白は俯く。

　衣擦れの音がして、東羅が近付いた。近くなった温もりに息を詰める。

「……お前は」

「……っ、はい」

「分かりやすい性格をしているようで、読めない所があるな」

　急にいわれた事に驚く。

　東羅は、真白の頭を見つめたまま続けた。

「減らず口ばかり叩くくせに、頭の中は粗末だし。……鬼相手に物怖じしないのは図太いからなのか、ただ鈍いだけなのか」

「……それは」

「訳が分からないな。理解に苦しむ。……何故、俺に怒りを抱かない？　幾らお前がいったからだとしても、無理矢理に抱いたのは俺だ」

　東羅は怒っている訳でもなく、静かな声で問う。

　その質問に、真白は顔を上げて東羅の胸元を見た。

「……分かりません。ただ、怒りよりも虚しさの方が大きくて。東羅様に話してればよかったと思ったんです。男と知れた時に東羅様が怒る事は予想出来ていたのに、私は今まで黙っていた。……私、東羅様と過ごした時間が無駄だったとも思いません。寧ろ、とても居心地がよかった」

　それが崩れたから、虚しさの方が胸を塞いだのだろうか。

「東羅様には苦痛でしょうが。……ごめんなさい」

　自嘲する笑みが漏れて、真白は目を伏せた。

　耐えていた感情が溢れ、瞳から熱い雫が落ちる。一つ落ちてしまえば、止まる事はなく次々と零れる。

　仮面が涙に濡れてずれる。邪魔なそれを取ったのは東羅だった。東羅の手が後頭部で結ばれていた紐を解く。

　膝の上に落ちたそれを見た真白は、広い胸に抱き寄せられて目を見開く。

「──東羅様？」

「人の為に、自分を簡単に犠牲にする。思い詰めても誰にも相談をしない。……面倒な奴だな」

「……ごめんなさい」

「直らないのだろう、これからも」

「…………はい」

　大きく息を吐いた東羅に肩が震える。

　涙はしとどに流れて、東羅の袖も濡らす。離れようともがくが、東羅の腕は拘束をするように真白を離さなかった。

「お前みたいに信じて疑わない人間は恐ろしいが、鬼と交わり見聞を広めようとする人間ばかりなら、鬼との共存も夢ではなかったかもしれないな」

　小さな呟きに、真白は顎を引く。

　離れないなら、いいだろうか。恐る恐るとしがみつくと、東羅の腕の力が僅かに強くなった。

「……東羅様とも、また別の出会い方をしていたかもしれませんね」

　ずっと思っていた事を口にすれば、東羅は微妙な顔になる。

「私達は、友になれたかもしれません。……そしたら」

　これからも繋がっていられただろうか。

　もう、終わりが近い。別れたら、二度と会えない。

　しがみつく手に力を込めて、真白は目を閉じた。

　瞼の裏に、東羅と初めて顔合わせをした時の事が思い浮かぶ。

　……あの時に戻れたならいいのに。

　叶わない願いに、また一つ、涙が流れた。

　遠くで雷鳴が轟く。

　一陣の風が、木々を揺らして不気味な音を立てた。
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　翌日。

　明け方まで泣いていた目は赤く腫れ、東羅が女房に手拭いを濡らして持って来るよう頼んでくれた。

　それで目許を冷やしながら真白は茵に横たわっている。

　雷はその間隔を空けながらも止む事はなく、空も雲が晴れなかった。

　重い空気を風が運んで来る。

　真白は、手拭いを外し外を見た。

　御簾の前に置かれている几帳。その向こうの御簾は、少しだけ上げられていた。

「……雷鬼は何処にいるんだろう」

　行方も分からない。探そうにも、下手をすれば多くの犠牲を出してしまう。必要以上の犠牲は出さないよう、王が命じているらしい。

　雷鬼がここに来るのは時間の問題だ。

　だが、時が経てば経つ程に、心配事は増える。

「また、都を消してしまう程に暴れたら。……待つだけでは駄目なのかな」

　東羅達は攻めにいくだろうか。

　命令に、何処まで従うかは分からないのだ。目の前で同胞が倒れていれば、黙って見ていられる者達ではないと知っている。

　雷鬼に願うのは、無駄に暴れずに真白の居場所まで来てくれる事だ。

　寝返りを打ち、手の届く場所に置いてあった仮面を引き寄せる。

　赤い唐草模様を指でなぞる。泣きじゃくる真白を、東羅は突き放さずにずっと側にいてくれた。あのままの体勢でだ。

「……本当に、何か悪い物を食べてしまった訳ではないよね」

　本人にそんな事をいえば、怒るだろう。

　微笑した真白は、仮面を胸に抱き締めて目を閉じた。

　そのまま寝てしまっていたのか。真白が目覚めたのは、大地が震えるような轟音と女房の小さな悲鳴だった。

　慌てて起き上がる。

　が、室内の様子は別段、変わっていなかった。

　と、また大きな雷が鳴り響く。

　それに体を強張らせた真白は、「失礼しますよ」という声に妻戸を見た。金代が入って来る。

　代わりに、女房が慌てて退室した。

「お師匠様、この音は」

「ええ、雷鬼が近くにいます」

　まるで世間話をするように落ち着いた声で話し、金代は正面に座った。

「東羅達もいます、大丈夫ですよ」

「……はい」

「……といっても、心配は心配ですね」

「……はい、とても」

　笑みは消さず、金代は頷く。

　鬼が不安を抱えているように、真白も不安は抱えているし心配でもある。それは変わらないのだ。

「お師匠様、東羅様や北羅様達は大丈夫ですよね」

「ええ。彼等は強い。……この都を守る結界は、四方の門が要。そこを守る番人が弱くてどうするのですか。門を守り、民を守る。その為の門番です」

「そうですよね。……大丈夫ですよね」

「…………手傷は負うでしょうが、命まで奪われる心配はない。あの者達は、力のない子供ではないのです」

　出来るのなら、痛い思いをしないで終わってほしい。

　けれど、また怪我はするのだろう。それは避けては通れないのだ。

「無事に終わる事を願います」

「真白殿を守るように命令が出ています。西羅や北羅、南羅は最後まで貴方様を守る為に立っていましょう」

「…………東羅様は」

「今の東羅なら、命令はなくても真白殿を守りましょう」

「それはないと思います」

　即答した真白に、金代は困ったような顔を浮かべた。

「それはどうでしょう」

「……昨夜の事を根拠にしているのでしたら、筋違いです」

　ただ我儘を聞いてくれただけなのだ。真白の言葉に金代は意味有り気な笑みを浮かべる。

「それは後になれば分かるでしょう」

「……お師匠様」

「私には、人間が鬼に嫁いで来た時に、多少なりとも心配がありました。勿論、これで少しは鬼と人に繋がりが出来ればと希望もありました」

「お師匠様」

「鬼は情には厚い生き物ですが、気質は荒い物。幾ら私の弟子でも、花嫁を傷付けないかと不安もあったのです。それでも、東羅と真白殿は周りが考える以上に仲睦まじい」

「……そんな事は」

「ないとおっしゃるなら、それはそれでいいのです。……東羅は恐ろしいですか」

「それはありません。東羅様だけではなく、お師匠様も恐ろしいとは思いません」

「それでいいのです」

　金代は穏やかな顔で頷いた。

「私は長く生き過ぎた。嫌な物も見たし経験もしました。それでも、こうやっていい事も経験出来る。私は今、とても嬉しいんですよ」

「お師匠様」

「出来れば、このまま共に道を歩まれる事を願いますが……」

　それが叶うのなら。真白の眉が下がる。その願いは、真白も抱いた物だ。

「叶わない願い程、虚しい物はありませんね。永い刻を生き、様々な事を経験しましたが、願いを持つ事は止められない。その殆どは叶わないのですが」

　肩を竦めた金代に同意してしまう。

　どうして、叶わないと知りながらも願いは持ってしまうのだろうか。

「真白殿と東羅の気持ちの問題もありますし、新しい花嫁が来ればそれでいいという話ではないのです」

「…………お師匠様、その件で、お願いしたい事があるのですが」
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「真白、入るよ」

　北羅の声の後に妻戸が開き、香ばしい匂いが鼻腔を擽った。

　文机に向かっていた真白は、筆を置いて和紙に別の和紙を被せる。

「ん？　何か書き物？」

「はい、ちょっと。夕餉ですか？」

　北羅は、持っている膳を置くと真白の様子に首を傾げた。

「朝餉も食べなかったんだって？　胃に優しい物を持って来たけど、調子はどう？」

「……すみません、あの時は食欲がなくて」

　それでも、昨夜、東羅が持って来てくれた強飯の握った物は食べたのだが。

　北羅は首を振ると、しゃがんで真白の額に手を添えた。

「熱がある訳じゃないね。東羅との事もあるし、心配したんだけど。……こういう時だもん。食欲がなくなるのも分かる。でも、こういう時だからこそ食べなきゃ駄目だよ」

「……はい」

「もし体が受け付けないなら、後で粥を作ってもらおう？」

「いえ、夕餉はちゃんと頂きます」

　湯気を立てる夕餉。作り立てなのは分かるし、美味そうなのだが、やはり食欲は湧かず手が付けられなかった。

　その夜。

　重い体を引き摺り、御簾に近付く。

　几帳の横木に手を添えて、篝かがり火びに照らされる庭を見る。御簾に阻まれているだけではなく、薄暗い庭は見難かった。

「……後、七日」

　このまま、雷鬼が来なければ、真白はどうなるのだろうか。

　雷鬼が狙っているのは、『真白』ではないだろう。『東羅の花嫁』と本人がいっていたのだ。

「何故、東羅様を？　……何か関係があるのかな」

「知りたいか」

「──っ!?」

　答えた声に驚いて振り向けば、暗闇の中、飄々と笑う銀髪の鬼がいた。

「雷鬼」

「おっと。大きな声出すんじゃねぇぞ」

　脅すように、雷鬼は自分の腕の中を見せる。そこには青褪めた女房が捕らわれていた。

　真白が大きな声でも出せば、雷鬼は女房の息の根を止めるだろう。人質を取られては、どうしようもない。

「……どうやってここに。周りは囲んであるのに」

「気配を絶てばいいんだよ」

　忍び込んだという事か。

　警戒する真白が可笑しいのか、雷鬼は喉を震わせる。

「簡単に入り込めるとはな。外にばかり気を張っているから、こうやって中に入り込まれても気付きもしない。なぁ？」

「ひぃ」

　顎を取られた女房が悲鳴を上げる。

　傍目にも分かる程、女房は震えていた。それさえも可笑しいのか、雷鬼は笑いを止めない。

「大きな声は出しません……っ！　その方を離して下さい」

　女房を助けたい一心でそういえば、雷鬼の片眉が上がった。

「鬼を助けたいのか？」

「鬼とはいえ女人でしょう。助けるのは当たり前です」

「……く、ははは！　これまた滑稽だな！　弱者のくせに鬼を気遣うか。……ああ、鬼に嫁ぐくらいだ、気の可笑しな奴に違いないか」

「いいから、離して下さい」

「断る。忘れたのか、これは人質なんだ。人質というのはな……」

　その時、妻戸が開いた。

「真白？　何かあったの？」

「北羅様!!」

　望んでいても、最悪な登場に、真白が悲鳴のような声を上げる。

　だが、もう遅かった。

　二対の黄金の瞳が、暗闇の中で重なる。刹那、殺気が膨れ上がった。

「雷鬼!!」

「人質ってのはな、こういう話が通じない奴に使うんだよ!!」

　悲鳴が耳を突く。

　息を飲んだ真白の目の前で、雷鬼の腕の中の体が力をなくす。

「……ぁ」

「……雷鬼、お前っ!!」

「動くな、まだ息の根はあるんだぞ？　このまま絞め殺してやろうか？」

　見せ付けるように、雷鬼は女房を揺する。その様子に、北羅が二の足を踏んだ。

　それは、騒ぎに気が付いた他の鬼達も同じだった。

　御簾を跳ね上げて飛び込んで来た警備の鬼達が、雷鬼と、その腕の中の女房に息を飲む。

「さてと？　まずは姫さんの疑問に答えてやろうか」

「……疑問？　その子が何を聞いたのかは知らないけど、腕の中の子を離せ」

「だから、人質を離す訳ないだろ？　あ？　何なら、姫さんと交換ならいいぜ？」

　視線が真白に集まる。

「出来ねぇよなぁ？　姫さんを守る為にこんな大層な警備を敷いて守ってんだ、こんな女鬼の為にそれを無駄に出来ねぇだろう？」

　誰もが厳しい面持ちになる。雷鬼の言葉は置いておいても、全員が王から命令を受けている。その命令を、ここで守らない訳にはいかない。

　それは分かってはいるのだが。

「…………私が代われば、その方は解放されるのですね」

　一歩踏み出した真白は、雷鬼を睨み付けた。

「真白!!　雷鬼の言葉なんて聞くな!!」

　北羅の叱責に首を振る。

　彼等の労力や費やした時間、王への忠誠は無駄にしたくない。

　けれど目の前にいる女性が、助かるかもしれないなら、傍観は出来ない。

「……ごめんなさい」

　小さな声で謝り、また一歩、雷鬼に近付く。

　その行く手を阻むように、立つ背中が現れた。視界の中に紅の髪が入る。

「……東羅様」

「雷鬼、のうのうとよく来れたな」

「遅いんじゃねぇか？」

　声だけでも、東羅が怒っていて、雷鬼が笑っているのは分かる。

　と、別の声も入って来た。

「ここには四方の門番が揃っているのよ？」

「貴様、覚悟をしろ」

　東羅の後ろからずれて確認をすれば、雷鬼を挟むように立つ西羅と南羅がいた。

　丁度、雷鬼を囲むように立つ門番達に、中心にいる鬼の表情から余裕が消えた。

「これだから、話が通じない奴等は嫌いなんだ」

「一番、話が通じないのは貴方じゃなくて？」

「……ふん。まあ、いい。用があるのはお前達にじゃないんだ、黙ってろよ？」

　では、誰にあるのか。それを確認する必要はない。

　雷鬼が真白を見た。体に力が入る。

「おい、姫さん。お前、この女鬼と代わる気はあるんだろ？」

「その方を解放して下さるなら」

「だとよ。本人が代わるっていってるんだ。東羅、どけよ」

「…………こいつは自己犠牲が大好きなんだ、どくか」

「東羅様」

　この場でそういう事をいうのは如何な物かと思うが。

　目を眇めた真白はしかし、東羅に手首を掴まれて目を丸くした。

　東羅は真白を自分の後ろに隠すように手を引いた。

「東羅様」

「余計な事はするな」

「……でも」

「あいつは、お前が代わるといっても女房は解放しない」

「そんな奴なんだ」と吐き捨てた声は、本心から忌々しいと語っていて。

　今までの会話から、東羅達と雷鬼には何か関係があるのだと確信を持った。その答えを、雷鬼は教えてくれるといっているのだ。

　真白は、東羅の着物を掴み、雷鬼を見た。

　前に出そうになると、東羅が押し戻す。

「……何処までが本当なのですか？」

「全て嘘だ」

「真白、騙されちゃ駄目よ。嘘しかいわないんだから」

　東羅と南羅の返答に、雷鬼が大仰に嘆いた。

「本当の事をいってるのに」

「それが嘘でしょ」

「……姫さんの疑問に答えるってぇのは本当だよ」

　では、代わりになれば女房を解放するというのは嘘なのか。

　こうしている間にも、女房の命は危ないというのに。

　東羅にしがみつく力を強めた真白は、雷鬼の腕の中を見つめた。

　何としても、女房を救出しなくてはならない。

「疑問？　何の話？」

「それ、僕も思ってた。何の疑問なの」

「東羅と俺の関係だよ。なあ？　姫さん」

「……そんな事、もうどうでもいい。早くその方を解放して下さい」

　いっても聞き届けてくれない事は分かっている。

　それでも、いわずにはいられない。

「酷いな。答えてやろうっていってんのに」

　言葉とは違い、本人は残念そうな素振りは見せない。

　食らい付こうとした真白は、東羅により背中の後ろに戻された。

「用は終わったな。始末する」

「おいおい。動いたら、この女鬼を殺すぞ？」

「どちらにせよ、お前は止めを刺す気なんだろう」

「東羅様っ!!」

　それではあんまりだ。

　引き止めるように、東羅の腕に抱きつく。

　東羅が足を止めて、真白を睨んだ。

「離せ」

「駄目です！　殺されるなら見捨てるなんて！」

　同胞を見捨てて苦しむのは、東羅達だ。

　激しく首を振った真白に、東羅が舌打ちをした。

「離せ!!」

　腕を払った東羅に弾き飛ばされる。

　尻餅を着いた真白に構わず、東羅が床板を蹴った。同時に西羅や北羅、南羅も、雷鬼に襲いかかる。

　何が起こったのか。それを確認する事は出来ない。

　雷鬼が手を翳かざした刹那、室内を稲光と轟音が襲ったのだ。

　蹲った真白は、耳を押さえ目を瞑った。

　それでも轟音を遮断する事は出来ない。

　それらが収まるまで、永遠のような時間が過ぎたように感じた。

　音が聞こえなくなり、目を焼く光の洪水が消える。

　恐る恐る目を開けた真白が見回すと、荒れ果てた室内に鬼達が手を取り合い立ち上がったりしていた。

　その中に、しゃがみ込んでいる南羅を見付けて駆け寄った。

「南羅様、ご無事ですか？　東羅様達は……」

　雷鬼共々、姿が見えない。

　周りを確認しながら聞いた真白は、南羅が抱き起こした女房に息を飲んだ。

　閉じられた瞳に、力をなくした体。その顔に生気は窺えない。

「……怖かったでしょうに、可哀相な事をしたわ」

「…………はい」

　助けられたかもしれないのに。

　真白は下唇を噛み、目を閉じた。

　自分に関わったばかりに。嫌かもしれないが、付いていてくれた女房が犠牲になった。助けられなかったと、南羅が自分を責めるのも当然だ。

「……ごめんなさい」

　王の命令だからと警護を受けることを承諾せず、断ればよかった。

　悔やんでも、仕方のない事だが。
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　夜の闇の中、白砂を照らす篝火が風に煽られて不気味に揺れる。

　東羅達は、雷鬼を追ったらしいが、後少しという所で逃げられたらしい。

　彼等が戻った時には、荒れた室内は既に片付けられていた。

　真白は、簀子に腰かける東羅を、御簾越しに見ていた。

　雷鬼がまた襲って来る。その時に備えて、王には必要最低限の護衛だけを頼んだ。

　もう、無駄な犠牲は出さなくていい。その分、東羅達に負担はかかるのだが。

「……東羅様」

　呼んでも、東羅は答えない。

　真白は、息を吐いて立ち上がった。

　御簾を潜って外に出る。微風に、髪が小さく揺れた。

「……勝手に出るな」

　静かな声に、真白は東羅の斜め後ろに座った。

「東羅様は何も悪くはない。そういっても、何の慰めにならないと分かっています。……それでも、私は、東羅様達が悪いとは思いません」

　近くに立つ警備の鬼とも、それなりの距離がある。

　そのせいか、東羅と二人きりのような感覚がした。

　真白は空を見上げる。本来なら星や月が見える筈なのに、雲に覆われて姿形も見えない。

「雲が邪魔ですね。晴れていれば、気も晴れたでしょうに」

「……関係ない」

「ありますよ。晴れた空を見上げれば、気も晴れます。曇った空を見れば、心も晴れない物です」

　視線を下ろせば、東羅はうなだれていた。

　どんな事をいっても、東羅を慰める事は出来ないだろう。自分の力のなさが情けなくて恥ずかしい。

「……東羅様、今、抱えている物を私に話してみませんか？」

　話すだけでも、気は楽になる。

　自分に出来る事は、それしかないのだ。

　話を聞いてくれる人がいるだけでも、どんなに変わる事か。真白はそうだった。東羅がいてくれたから、不安も悩みも消えたのだ。

「必要ない」

　その東羅に何も役立てないのは、真白にも辛い事だった。

　真白は、広い背中を哀しい気持ちで見つめる。何の役にも立てない。それがもどかしい。

「……東羅様、一つだけ覚えていて下さい。男でも、私は、東羅様の花嫁です。後、七日は、一番近くで貴方を支えていくつもりです」

　必要とされなくたって。短い付き合いでも、一番、近くにいるから。

　側にいる間は、自分が支えている事を忘れないでほしい。

「何かありましたら、いって下さい。……では、失礼しますね」

　立ち上がり、踵を返す。そのまま室内に戻ろうとした真白は、裾を引かれて足を止めた。

　驚いて振り向けば、東羅が裾を掴んでいて。けれど、本人は庭を見ていた。

「……東羅様？」

　どうしたというのだ。声をかけても反応はない。

　仕方がないと裾を引っ張れば、掴む力が強くなった。

　どうするべきか、悩んだ末に、真白は元の位置に腰下ろす。と、東羅の手が離れた。

「……東羅様、私はここにいてもよろしいですか？」

「何処にいてもやる事は変わらないんだ」

「……そうですか」

　東羅が視線を上げたのは、頭の動きを見ていれば分かる。

　真白は、少しだけ、東羅に近付いた。

　お互いに口を噤めば、時折吹き抜ける風か薪のはぜる音しかしなかった。

　真白は何も話しかけずに東羅の背中を見つめる。

「……雷鬼のせいで、師匠は奥様と子供を亡くした」

「え」

　急に話し始めた東羅にも驚いたが、彼がいった事には更に驚く。

「あの夜も、こんな天気だったんだ。……南羅は、姉を。西羅は兄と母親を。その他にも大事な存在を亡くしている。雷鬼は暴れた理由を、『ただの鬱憤晴らし』だといっていた」

「それは……」

「雷を操る鬼だ。このまま野放しには出来ない。王とその北の方が命を賭けて封じた。……それが六十年前の話だ」

「……東羅様、思い出したくもないとおっしゃっていたのに何故」

「……分からない」

　東羅の纏う雰囲気は、穏やかで。それがあまりにも程度が過ぎて、何も感じさせない。

　東羅は、何を見ているのだろうか。それを見たくて視線を追うが、雲しかない。

「東羅様」

「……父と母が死んでいるんだ」

「え」

　東羅の背中に触れようと手を伸ばした真白は、その告白に息を飲んで固まった。

「炎の中。父と母は、俺を庇って死んだ」

「──っ」

「命は大切にしろ。が母の口癖だったのにな。……自分がその命を投げ出したんだ」

「……自己犠牲に愛はないとおっしゃっていたのは、ご両親の事があったからなのですか」

　質問は、意図せずに小さな声になっていた。

　東羅が動いて真白に振り向く。

「雷鬼の母は、事件が起こった時に、王にいったらしい。子供を許してほしい。代わりに自分が罪を受けるからと。だがそれを知った所で、雷鬼に反省の色は見えなかった。……俺の母は、何の為に死んだんだ？　自分を犠牲にした所で何も変わらない。誰も喜ばないなら、無駄だ」

　目の前で親を失う悲しみは分かる。

　それが、自分を救う為に命を落としたというのだ、それは簡単に忘れられる事ではない。

　残されて感じる悲しみや虚しさ。遣る瀬無さ。

「死ぬだけ、無駄だ」

　吐き捨てた東羅は、真白から視線を逸らす。

　その前に、真白は手を伸ばして東羅の腕を掴んだ。

「東羅様、生きてきた事に後悔をしていますか？」

「……それはない」

　そうだろう。金代という師を得た。仲間に出会えた。

　──後悔を持っていれば、彼等とはまた違った付き合いをしていただろう。

　今の東羅ではなかった筈だ。

「親は、何時だって子を想う物だと聞きます。子が健やかでいてくれれば、自分を犠牲にも出来るのでしょう。……東羅様。自己犠牲に自己満足はあるかもしれませんが、愛だってあるのではないでしょうか」

　否定をせず。迷わず。愛がある物だと考えたら──。

　東羅が視線を逸らした。横顔だけでも厳しい物となる。

「……否定をしなければ、やっていけませんよね」

　何故、頑なになって否定をしていたのか分かった気がする。

「ご両親が亡くなったのは、東羅様のせいではありません。東羅様を庇ったのは、生きてほしいからです。……けど、それを受け入れたら、ご自分を責めてしまって、辛いんですよね」

　自分は悪くない。

　庇った親が悪い。

　愛があるからだというのなら、そんな物はいらない。

　自己犠牲に愛はない。あってはならないのだ。

　東羅が、どうやってその考えに行き着いたかは分からない。けれど、六十年もの月日が流れているのだ。考え付くのも無理はないし、簡単に変わらない事も分かる。

　これからもずっと変わらないかもしれない。

　けれど、真白は東羅の両親に愛がなかったとは思えないし、東羅に愛がないともいえない。

　手に力を込めた真白は、東羅の腕を引いた。

「東羅様。貴方は何も悪くはありません。でも、ご両親を恨む事、それだけは止めましょう」

「……分かっている」

　本人も分かってはいるのだ。真白は小さく頷く。

　分かってはいてもどうしようもない。

　東羅がきつく瞼を閉じる。

　今、何を思っているのだろうか。何を考えているのだろう。

　顔を上げない東羅に、真白は考えた後にその手を離した。

　嘲笑うように、挑発するように、遠くで雷が鳴る。

「嫌な鬼ですね、雷鬼は」

「……嫌な奴なのは昔からだ」

「…………あの」

　結局は有耶無耶になった疑問がまた顔を出す。

　東羅は、雷鬼とどういう関係なのだろうか？　ただ両親を殺された因縁があるだけなのだろうか？

　東羅が溜め息を吐くと顔を上げた。

「……師匠の弟子だったんだ」

「では」

「俺達の兄弟子だ。当時から出来た奴ではなかった」

　では、金代は、弟子に妻子が殺されている事になる。

　真白が思った以上に、東羅達と雷鬼には深い関係があるようだった。

　兄弟子に裏切られ、大切な存在も奪われて。その鬼が解放されてしまった。

　真白は俯く。

「……っ、本当に、申し訳なく思います」

「その謝罪はもういい。起こった事は仕方がないと王にもいわれただろう。……それに」

　一旦言葉を切った東羅に、真白は無言で続きを促した。

「それに、陰陽師が人ならざる物に唆されている事は、その陰陽師が力がないという事。お前の責任ではないだろ」

「……兄上は、私が戻るよう、そればかりを考えていたから」

「だからお前のせいか？」

「……私は、そう思っています」

　息を吐いて首の後ろを掻いた東羅は、真白の頭に手を乗せるとそれを掴んだ。

「わっ！　東羅様!?」

「お前は……」

　驚いていると、東羅が真白の頭を引き寄せる。

　そのまま、抱き寄せられた。

「え、東羅様」

「お前は、そうやって自分のせいにするが、悪いのはお前じゃない」

「……そんな事は」

「悪いのは、弱かったお前の兄と、それを利用した死鬼だろう」

　大きな手が背中を撫でる。

　その優しさを感じる動きに、真白は当惑した。そのまま流されてしまいそうで怖くなる。

　真白は東羅の体を押し返した。

「違います！　私の事は、もういいんです！」

　押し返しながらそう訴える真白に、東羅は腕の力を強めた。

　暴れる動きを封じるように、東羅は腕に力を込める。

　そうなると、真白の方が困ってしまう。

「東羅様？」

　どうしたというのだろうか。困惑して顔を上げれば、目の前には意外にも真剣な眼差しの東羅がいた。

　黄金の瞳に魅入る。

「……どうして。私は、東羅様の話を聞きたいだけで、慰めはいらないんです。もう、十分過ぎる慰めは頂きましたから」

「誰も慰めてはいない。事実を述べているだけだ。……お前は悪くない。悪いのは、意思が弱かった兄の方だ」

「──っ兄上が弱くなったのは」

「それもお前のせいだというのなら、兄は陰陽師になる資格はない」

「──っ」

「兄を甘やかすな」

　後頭部を撫でられて、真白は顔を東羅の胸に埋めた。

　押し返そうと添えていた手で、東羅の身衣にしがみついた。

　甘やかしている気はなくても、確かに東羅のいう通りなのかもしれない。

　自分を責め、事を起こした昌隆の責任を認めようとしないのだ。

　東羅のいう事は尤もである。

「兄弟なら、責める事も必要だろ」

「……はい」

　頭を撫でた東羅は、その手を背中に移す。

　緩く抱き締められる体勢のまま、真白は徐々に体の力を抜いた。

　手を背中に回す。東羅に拒む気配はない。そのまましがみついた真白は、顔を上げて東羅の肩越しに空を見上げた。

　何もない景色に、目を閉じて、東羅の髪に顔を埋める。

　何か、力になりたいのに。結局は自分が励まされて終わった。

「ごめんなさい……ごめんなさい、東羅様」

　腕の力が強くなる。

　真白は、擦り寄るように更に顔を埋めた。
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「……そうですか。東羅は自分から話したのですね」

「…………はい」

　翌朝。様子を見に来た金代に、昨夜聞いた事を話す。

　金代は感慨深そうに、何度も「そうかそうか」と呟く。

「……東羅の父は、世俗から離れたいといい、都から少し離れた山に隠居をしていました。ですが、あの夜。東羅を私の弟子にする為に家族揃って、下りて来ていたのです。私も、何度も、師であるのに雷鬼を止められなかったと自責しました。……止められていれば、私も、妻とまだ幼い息子を亡くさずに済んだ」

「お師匠様」

「片方の角は、その夜に折れたのですよ。……この身が滅びても、妻や息子が戻るならいいのにと、ずっと思い詰めて塞ぎ込んでいました。ですが、遺された東羅を育てるのはお前の義務なのだと王にいわれ、都を守る門番を作ろうと他にも有能な子供を集めて。……そうですか。東羅はそんな事を思っていたのですね。ずっと、ずっと。ですが。真白殿には自分から話したのですね」

「はい」

「そうですか」

　嬉しそうに笑う金代に、真白は膝の上の仮面を見た。

「……私は、何も出来ません。東羅様の話も、聞くだけしか出来ないのに。東羅様は励ましてくれるのです」

　本人は否定をするが、事実なのだとしても、その言葉は真白を励ましてくれる。

「私が、思い詰めようとしたら、私だけが悪いのではないといって下さって」

「……東羅は、真白殿に心を開いているのでしょう。それは、色々とありましたが。東羅は、口では何といおうが、真白殿に気を許しています」

「そ、うでしょうか」

「……真白殿。男と発覚した時に、東羅が何故あんなに怒ったか分かりましたか」

「……いえ、申し訳ありません」

　謝ると、金代は首を振った。

「無理に分かれとはいいません。ただ、何も矜持を傷付けられたからではないとさえ分かって頂ければいいのです。確かに気性は荒いですが、獣ではないのです」

「……はい」

「怒るにも、ちゃんと理由がある。それを忘れずにいて下さい」

　頷いた真白は、仮面を強く握り締めた。

「……このまま、終わるのでしょうね」

　それは、誰にともなく呟いた言葉。何も変わらずに、このまま別れて終わりなのかもしれない。

「……思えば、早い物でしたね」

　金代に頷いて返す。

　このまま、何も変わらずに終わるだろう。少しは、何かを残せただろうか。

「後、六日です」

　六日で終わりなのだ。

「お師匠様、お頼みした物は」

「ええ、今朝、出しました。本日中には届くでしょう」

「こんな時なのに無理をいって申し訳ございません」

　首を振った金代は、視線を外へやった。

　釣られて見れば、丁度、簀子では南羅と西羅が警備の交代をしている所だった。

「今日も、曇りですね」

「ええ。雷鬼の力は、雨も呼んでしまいますから」

「では、雨が降るという事ですよね」

「ええ」

　その時、ごく近くで雷が鳴った。

　強張った真白に、金代は手を挙げて動かないよう指示して立ち上がる。

　同じように立ち上がり空を見ている西羅に歩み寄る彼の背中を見つめる。

　と、嗅ぎ慣れた香の香りが鼻腔を擽った。顔だけで振り向けば、東羅達が入って来ていた。

「東羅様……っ」

　呼べば、東羅は真白と御簾の間に立った。

「僕達もいるんだってば」

「いいじゃない。……それより。安い挑発ね。昨日の今日で」

　北羅が頬を膨らませれば、南羅が苦笑を浮かべて真白の側まで来た。それを見上げ、真白は不安な面持ちになる。

「近くにいるという事ですか？」

　無意識の内に握り締めた手が震える。それを一瞥した北羅が励ますように肩を叩いた。

「大丈夫だよ」

「そうね、まだ遠いわ」

「わざと近くで鳴らしたんだよ。でも、また今日中に来るだろうね。雷鬼も、何時までもこの結界の中にいられないんだから」

「……そうじゃないなら、最悪を考えるしかないわね」

　その最悪は、都を攻められる事だ。

「……そうなったら被害は増えるわね」

　神妙な顔になる南羅を見ていたら、頭に手が乗せられた。

　見れば、東羅が真白の頭に手を添えている。

　真白が自分を責める前に、この行為を取ったのだろう。

「……大丈夫です。ありがとうございます、東羅様」

　言葉だけでは足りないような気がして、真白は笑顔まで浮かべる。

　それで納得したのか、東羅は手を離した。

「……東羅が真白に優しい」

「何かしたの」

「何の話だ」

「や、別にいいんだけど。意外というか」

　眉根を寄せた東羅は、先程よりも大きく鳴った雷鳴に外へ目をやった。雷が落ちたのか外が殊更、騒がしくなっている。

「……何処に落としたのかな」

「本当、いい迷惑だわ」

　どうやら宮殿の敷地内に雷は落ちたらしい。

　上がる黒煙は、ここからでも見えた。

「大丈夫でしょうか」

「心配はいらないよ。様子から察するに、火事だけみたいだし」

「……そう、ですか」

　消火にもそんなに時間はかからないようだ。ほっと息を吐いた真白は、視線に気付いて東羅を見た。

　東羅の視線は、そのまま下に移る。それを辿れば、袖を掴む自分の手に行き着いた。

　固まった真白に、東羅は「何だ」と声をかけて来た。慌てて手を離す。

「申し訳ありませんでした」

「……怖いなら几帳の裏にでも隠れてろ」

「いえ。大丈夫です！」

「……そうか」

「はい」と元気に返事をした真白に、北羅と南羅が目を見合わせる。

「……何というか」

「東羅が真白を気にかけるなんて」

「何だ？」

　胡乱気に問う東羅に、北羅達は首を横に振った。

　そうしている内にも、雷鳴は近く遠く不規則に鳴る。外を守る鬼達も気色ばんでいた。

　緊迫感に触れて、真白も緊張を隠せなくなっている。その様子に、東羅達が気付かない筈はない。

　傍らに膝を着いた北羅が、真白の肩に手を添えた。

「ねぇ、大丈夫？」

「……はい」

「何があっても君は僕達が守るから。安心しな」

「そうね。どっしりと構えていてくれないかしら」

　南羅は、東羅に何か耳打ちをすると、外へ向かう。北羅も立ち上がると、東羅を見た。

「南羅は何て？」

「……このまま、現状を維持した方がいい。そういった意味の事をいっただけだ」

「……ふぅん」

「ここは頼む。俺も外を見てくる」

　踵を返した東羅は、そのまま外へ出て行ってしまった。

　並んで立つ背中を見ていたら、北羅が真白の隣に座った。

「真白、何かほしい物とかない？」

「いえ、もうこんなにして頂いて。十分過ぎる程です」

「そう？　何かあったら、遠慮せずにいってね」

「はい」

　本当に有難いくらいによくしてもらっているのだ。何も求める物はない。

　再度、東羅と南羅の背中を見つめる。そうしていると、北羅が覗き込んで来た。

「北羅様？」

「東羅が気になる？」

「え!?　……いえ、そんな、私は、外が気になるのでして」

　笑みを浮かべた北羅に、真白は赤い顔を隠せずにあたふたとする。

　けれど、大きな雷鳴に肩を竦め、その後に落ち着きを取り戻した。

「……東羅様や南羅様、それに北羅様にお師匠様も大丈夫だとおっしゃいました。だから、私が心配する事はないのです」

「……うん」

「だから、気にする事もないんです」

「……うん」

　そういう事なのだと伝えれば、北羅は微妙な面持ちになった。

　それに気付いていても、真白は無視をする。

「真白はさ」

「はい？」

「兄弟を想ってるんだね」

「え？　あ、はい。兄上は、とても優秀な方なのですよ。自慢の兄なのです」

「うん。もし、その兄と東羅が戦ったらどうする？」

　その問いは、東羅にもされた質問だ。

　どうするのか。どちらの味方になるのか。それは、やはり分からない。

「……そうならない事を願います」

　争わずに終わればいいのだが。

　そうなる事も、覚悟をしておかなくてはならない。

「都は、行成様もいらっしゃいます。きっと、大丈夫なのだと信じたい。……兄上は、私が戻れば気持ちを静めて下さる筈。だから、雷鬼さえ封じてしまえばいいんです」

　それが叶えば、きっと東羅と昌隆が戦う必要もない。

　そう信じる真白に、北羅は神妙な顔になった。

「雷鬼はそうだけど、死鬼に狙われているって忘れてない？」

「……何故、死鬼は私を」

「それは分からないけど。……きっとろくな理由じゃない。今、自分達の都を守れない人間の中に戻っても、死鬼がいる以上、狙われるのは真白だよ」

「…………それでも、きっと大丈夫なんです」

　ここに残る訳にはいかない。

　雷鬼の解放に失敗したとなれば、死鬼が焦るのは想像出来る。その状態で真白が人間の都に帰れば、どうなるかは想像出来る。

　北羅のいう通りに、傷付くのは真白だ。

　その心配は有り難い。本音をいえば、不安や心配はある。

　それも押し隠して、真白は笑顔を浮かべた。

　何をいっても大丈夫としか返さない真白に、北羅も諦めて口を噤む。

　何時の間にか、雷鳴は遠く離れていた。

「北羅！　今夜は警戒を強めるわ。持ち場に就いていて」

　南羅の声に、北羅は了解の返事を返した。

　また長い夜が来るのだろう。真白は、悟られないように息を吐いた。










　一晩、警戒が強まるだけでも、感じる緊張感は違う。

　茵が準備されているが眠る気にはなれない。

　簀子には西羅。妻戸の前には東羅。右の隣室には南羅。左の隣室には北羅。四方を囲んだ門番達により、守りは固められている。

　時刻は分からないが、子の刻は回ったのではないだろうか。

　朝までただ待つだけの時間は長い。

　真白は衵扇を手の中で弄んでいた。それを見つめて、暇を潰す。

　どれ程、そうしていたか。

　不意に、その手首が青白く浮かび上がった。

　驚いて顔を上げれば、庭が月光に照らされていた。

「……え、何で？」

　空は雲が覆い、月明かりさえ遮断していたのに。

　腰を浮かしかけた真白は、立ち上がった西羅の背中に動きを止めた。

　気が付けば、雷鳴が止んでいる。その変化に、安堵ではなく、不安が押し寄せる。どうして雷が鳴り止んだのか？

　雷鬼が諦めたのではない。門番は揃っているのだし、門戸が開いたとも考えられない。

　……では、何なのだろうか？

　混乱する真白は、何時の間にか入って来ていた東羅に気が付くのが遅れた。

　東羅は、真白の背後に来ると、そのまま警戒して庭を見ていた。

「……東羅様、これは」

「じっとしていろ」

　強張っている声色に、これがただ事ではないと知る。

　周りを見回す西羅の様子を見ながら、東羅は警戒の色を強めていた。

「……その、東羅様。これはどういう事なのでしょうか」

「分かるか」

　一蹴した後、東羅は視線を逸らさずに言葉を続ける。

「だが、無視は出来ない。雷鬼が荒れている以上、雲は晴れないし雷鳴は鳴り止まない」

「……では、今は荒れていないという事でしょうか。あ。もしかして、疲れたのでしょうか？」

「…………そうならいいんだがな」

　果たして、雷鬼の目的は何なのか。

　真白のいう通りにただの休憩ならばいいのだが、そんな簡単な話ではなさそうだ。

　雷鬼には、この都が安全ではないし、ここが居心地のいい場所ではない。ならば、力の配分を考えない行為はしないだろう。

　疲れたというだけならいいのだが、何かの前触れかもしれない。その方が、可能性は高かった。

　嫌な予感がする。ぴりぴりした空気の中で、庭を照らす月光が妖しく不気味に見えた。

　西羅が空を見上げる。

　ここからでは何が起こっているのかは分からない。

　東羅が真白の肩に手を添えて、後ろに引く。

　それに逆らわずに従う。刹那。今までとは比にならない雷鳴が響き渡った。

　風が巻き起こり、御簾や几帳を吹き飛ばす。

「──っひ」

「動くな」

　支えてくれる腕に縋り、真白はきつく目を閉じた。

　風が頬を叩く。その風が徐々に止み、恐る恐る目を開ければ、庭には雷鬼が佇んでいた。

「よう。昨夜ぶりか？」

「……来たか」

「よく来れたな、雷鬼！」

　西羅の怒号に、雷鬼は片耳を押さえる。

「うるせぇな。そんな怒鳴んなくても聞こえてるっての」

　肩に添えられている手に力が篭る。眉を顰めた真白は、直ぐそこにある東羅の顔を見た。

　渋面を浮かべた東羅は、視線を雷鬼から逸らさない。

「たくよ。わざわざ来てやったってのに。何で怒るんだ？　昨夜の続きがしたくてうずうずしてんだろ？　オレが何の為に来たと思ってるんだ？」

「捕まりに来たんだろう？」

　雷鬼が来た事は戦闘になるという事だ。

　だが、逆を返せば、雷鬼を捕まえる機会が出来たという事。周りに被害が出ていない内に、捕まえるのが一番だ。

　西羅が腰を落とす。見えないが、北羅や南羅も同じように臨戦体勢を取っているのだろう。

「さてと。やるか？　オレもいい加減にここを出てぇんだ。外で待たせてる奴もいるしな」

「それは死鬼の事かのう、雷鬼？」

　妻戸が開き、王や金代も入って来た。

　王はそのまま真白の側に来る。

「死鬼が外におる事は分かっているんじゃ。陰陽師がどうのではない、黒幕は死鬼ではないか。……それはいいとして。死鬼とは何処で知り合ったんじゃ？　様子から察するに、封じられる前からかのう？」

「……それを知ってどうするんだ、老いぼれ」

「どうこうする訳ではないんじゃよ。死鬼の目的など知れとる。お前を解放し、人間や鬼の命を奪わせる。それが死鬼の望む事じゃ。そうじゃろう？」

「ああ、オレは弱者を潰したい。あいつとは手を組んで損はないんだよ」

「ふむ。それもそうじゃろうな。……西羅」

　呼ばれただけでも、西羅には分かったのだろう。小さく舌打ちをして、西羅は王の所まで下がった。

「いいのか？　暴れるぞ？」

「こちらとしては、花嫁を守れればいいんじゃよ」

「そんな、王……っ」

　声を上げた真白は、東羅に手で口を塞がれた。

　見上げれば、喋らないよう目が語っている。頷けば、東羅は簡単に手を離した。

「じゃから、儂が相手をしてやろう。都に手を出すんじゃったら、儂を倒してからにしてもらおうかの」

「…………いいぜ？　六十年前の仕返しだ、相手になってやる」

　構えた雷鬼に、王が前に進む。

　雷鬼を封じたのは王とその伴侶だと聞いている。その時に、伴侶は犠牲になっているのだ。

　雷鬼を封じるのに無傷ではいられないと、金代がいっていた。王だけは違うとはいえない。

　それでも、都に手を出させない為に相手に名乗り出たのだろう。

「体を動かすのも久しぶりじゃのう」

「鈍ってるのに相手になんのか？」

「心配してくれるのかの？」

「吐ぬかせ」

　喉を震わせて、王は簀子に出る。

「最後に一つ、いいかの。何故、花嫁を狙う」

「簡単だろ？　東羅に嫁いだ花嫁だ、その姫さんを目の前でさらえば、怒るだろ？　自分の無力感に」

「ふむふむ。そんな理由か。……そんな理由の為に、お前は花嫁に危害を加えるのか」

　怒りを孕んだ声は、そのまま空気を張り詰める。

　雷鬼は肩を竦めると、小馬鹿にしたように王を見た。

「オレの花嫁ではないからな。まあ、たとえ自分の花嫁だろうが、楽しみの為には殺す。オレがそういう奴だって事、忘れたのか？」

　瞬間。王が動いた。あっという間に懐に入り込み、雷鬼に当て身を食らわせる。

　それを避けた雷鬼が、王のがら空きの背中に触れた。目の前が真っ白になる光と共に、轟音が鳴り響く。

　袖で目を覆い、守る。音や光が落ち着いた頃に外を見れば、そこには変わらずに王と雷鬼が立っていた。

「……てめぇ、どうやって逃げた」

　吐き出す雷鬼に、王は肩を竦める。

「浅はかだのう。まさか、あの程度の雷で儂が倒せると思っとったのか」

　そうはいうが、先程の雷は威力が強かった。挑発されたのだとしても、雷鬼が怒るのも無理はない。

　王の背中を見つめていた真白は、背後から肩を叩かれて振り向いた。

　金代が笑顔を浮かべる。

「こちらにいては、建物が崩壊して危険です。奥へいきましょう」

「でも」

「王なら大丈夫です。東羅、西羅」

　頷いた東羅達は、真白を立たせると引き摺るように妻戸へ向かう。

　引っ張り出されれば、喧騒からも離れる。

「……あ、あの」

「黙っていろ、人間が」

「真白だって不安なんだから、喋る事くらい、許してあげなって」

「どちらにせよ、話すのは後よ。早くここから離れましょう」

　隣室から北羅と南羅も出て来た。

　東羅に背を押され、先を歩き出した西羅に続く。途中、後ろを振り向いても、暗い通路は何の変化もなかった。

　宮殿内に雷鬼の襲撃は知れ渡っていて、逃げ出す者もいれば王の元へ向かう者等、様々な動きをしていた。

　元の場所より離れた部屋に連れて来られた真白は、不安に満ちた顔で東羅達を見る。

「あ、あの」

　自分を守る命令が出ているからと、王や金代を置いて来ているのだ。

　東羅達が平気でいられる筈がない。

「…………くそ」

　悔しそうに北羅が吐き捨てる。

「私達では動きを封じるのがやっと。王が出て来てくれた事は有り難いけど、悔しいわね」

「……悔やんでも変わらない。……俺達がやる事は一つしかないんだ」

　傍らに立つ東羅を盗み見て、真白は視線を落とした。

　雷鳴も気になる。この音が鳴っている間は、王が闘っているという事だ。

「真白、気に病まないで座りな、ね？　真白が悪いんじゃないんだし」

「……はい」

　北羅の気遣いに、苦笑を浮かべて座る。

　と、東羅と西羅は御簾に近寄り外を見た。南羅と北羅が直ぐ側に座る。

「……王は、雷鬼を封じられるでしょうか」

「王は強いわ。……でも、雷鬼も強い」

「うん。雷鬼はね、先代の王の子供でもあるんだ。……力だけでいうなら、王になる資格はあったんだ」

　先代の王の子供であり、金代の弟子。そして、東羅達の兄弟子。それなのに、愚行を働き、今もこうして問題を起こす。

　人にも色々とあるように、鬼にも色々とあるのだ。

　力でいうのなら、雷鬼は王に匹敵する。門番も集まって対峙しても、動きを封じるのがやっと。その実力を、無視は出来ない。

「……向こうには師匠もいる。雷鬼の勝ち目がないのも事実ね」

「楽観は出来ないけど。雷鬼の目的は、僕達と真白なんだ。……王や師匠を振り切って来る事は容易に想像出来るよ」

　そうなれば、闘うのは彼等だ。

　王や金代どちらかが駆け付けてくれるだろうが、それまで持ち堪える自信が、北羅や南羅からは窺えなかった。

　押し黙れば、雷鳴だけが響く。重い沈黙を破ったのは東羅だった。

「…………死鬼が外で待ってるといったな」

　その問いに、見ていなくとも頷く。

　王は、外で雷鬼を待っているのは死鬼だといった。

　視線を集めていた東羅が振り返る。

「東羅、死鬼がどうかしたの？　今は雷鬼の方が問題でしょ？」

「死鬼の目的が雷鬼の解放だというのなら、失敗した場合、どうすると思う」

「……そう簡単には、諦める訳がないわよね」

　彼等はきっと次の手を考えているのだろう。その方法は分からないが、自力ではないのは確かだ。

　死鬼は、簡単には都に入れないのだから。

「死鬼を討たねば、また繰り返されるというのか」

　西羅が忌々しそうにいう。

　どちらにせよ、そういう事なのだ。雷鬼だけではない、死鬼も討たなくては、何度だってこういう事が起こる。

　その度に命の危険に晒されるのだ。

「何処にいても危険なのだ、このまま死鬼を討ちにいった方がいいのではないか？」

「それには真白も連れていかなくちゃならないんだよ？　忘れたの？　死鬼は真白も狙ってるんだ」

「ふん。人間如き、餌にしてやればいい」

「西羅！」

　睨み合う北羅と西羅に、南羅が溜め息を吐いた。

「それ以前に、門を開けられないって忘れてない？　門を開ければ結界が弱くなる。雷鬼に突破口を与えるのよ？」

「だがっ」

「反論は聞かないわ。第一、それで死鬼を討っても、どうして門を開けたのかとお叱りを受けるのよ？　絶対に嫌」

「ならば死鬼はどうするというのだ！」

　死鬼を討たなくてはならないのなら、一つだけ、方法がなくもない。

　──だが、それで納得をしてくれるだろうか。

　考え込む真白は、舌打ちの音に顔を上げた。

　舌打ちをしたのは東羅で、何故か真白を睨んでいる。

「……東羅様？」

　まだ何もいっていないのに、何か怒らせるような事はしただろうか？

　東羅達の足を引っ張っている自覚はあるので、何ともいえないのだが。

「……お前、死鬼は陰陽師に討たせるといいたいんだろ」

「──っ！　何故」

　いい当てられ目を見開いた真白は、全員に睨み付けられ息を詰めた。

「……真白。僕達に陰陽師に頼れといいたいの」

「いえ、ですが……陰陽師も、無能ではありませんし」

「そういう問題じゃないのよ」

「たかが赤子に毛が生えた程度の輩に、私達が頭を下げてまで頼る訳がない」

「自分達が真白や都を守る！　とかなら分かるけど、鬼の都を陰陽師に守ってもらう義理はない！」

「そういう事だ、勝手な事はするな」

　鬼には鬼の高い矜持がある。彼等からしてみれば、陰陽師とはいえ人間に助けてもらうという事は最大の屈辱なのだろう。

　謝った真白は、息を吐いた。

　いいたい事がない訳ではないが、やはり、今の状態でそれを口にする気にはなれない。

　こうしている間にも、雷鳴が轟いていて、王が闘っているのだから。

「でも、死鬼については早急に対策を練らなくてはならないわね。死鬼の手が届く範囲に、陰陽師がいるのだし」

「……その件でしたら、死鬼がここにいる間に、行成様が兄上の目を覚まさせるよう尽力して下さっているでしょう。陰陽師が動けば、死鬼も分が悪くなり暫くは動けないのではないでしょうか」

　死鬼が次の行動に入るまでの時間稼ぎが出来る筈だ。

　何よりも、今の段階で昌隆が正気に戻らなくても、真白が戻れば落ち着く筈なのだから。

「その行成とかいう陰陽師が有能なのは認めるわ。……顔もいいし。人間なのが勿体ない」

「今はそんな話、どうでもいいから。その行成って、どれ程、使えるの」

「陰陽師の中では、陰陽師頭に次いだ実力の持ち主です。行成様は兄上と幼少期からの付き合いで、才覚が目覚めてからは、競うように力を付けていたと聞いています。その時期、私はまだ幼かったので覚えていないのですが。力でいうのなら、兄上よりもあると思います。……難しいかもしれませんが、信頼に応えられるだけの実力があると信じて下さい」

　行成の実力は、対峙した時に知っているだろう。

「……ふぅん。真白は行成が何とかしてくれていると思う？」

「…………行成様は、兄上や私をとても大切にして下さりました。私には、もう一人の兄のように接してくれて。だから、私は行成様が兄上を救ってくれると信じています」

　死鬼が離れているのなら、今の内なのだ。

　胸を張り答えた真白に、北羅が東羅を見る。

「東羅は」

「人間の事は知らん。が、そいつを連れ帰れば、劣悪な状態の都を放置はしないだろう」

「つまりは、東羅も行成が何か動くと考えてるのね」

「……人間の都の状況は、師匠が見ただけだ。今の事は知らない」

　もっと悪い方へ進むか、好転しているのか。

　それが分からない今、何をいっても所詮は憶測。行成が動いているかは、分からないのだ。

「……人間の都が救われても、鬼の都の問題が解決しなければ意味がないではないか。死鬼はどうするのだ」

　腕を組んだ西羅に、南羅が同意して頷いた。

「そうね。それも問題なのよね」

　死鬼をどうにかしない事には、根本的な事が解決しない。雷鬼を封じても意味がないのだ。

　だが、今の状態でどうにかする事も出来ないのも事実。

　真白が行成を信じていても、事態を好転へ導いてくれる確証はないのだ。

「死鬼が他に取り入る先を見付けるかもしれないし。一番の良策は、死鬼も封じる事かな」

「それは難しいんじゃないかしら。黄泉の眷属なんだもの、簡単には封じ込めないわ」

「なら、一層の事、黄泉の者に任せるのは？」

「馬鹿か。黄泉に私達が貸しを作る必要はない」

「むぅ。なら、どうするのさ」

　退治するのも、骨が折れる。

　雷鬼を都から出すのも駄目。

　陰陽師に頼るのも駄目。

　死鬼を封じる為に黄泉に頼るのも駄目。

　出される案、全てが却下されては、頼る物がないではないか。全員が顔を顰める。いい案が出ないのだ。

「……ここは、少し考えを変えて……ん？」

　言葉の途中で何かに気が付いたか、北羅が瞬きをしながら外へ視線をやる。

　釣られて外を見るが、変わった事はない。否。

「……雷鳴が止んでる？」

　先程まで轟いていた雷が、鳴りを潜めたのだ。

　王か金代が雷鬼を倒したのだろうか。それならば、どれ程いいだろうか。しかし、室内に流れ込んだ冷たい風に、違うという事を思い知らされる。

　北羅と南羅が真白を挟み背中合わせで周りを確認する。

「真白、動かないでね」

「は、はい」

　近くまで来ている。東羅や西羅も固まって、警戒する。それは長くはなかった。

　血臭が風に乗り鼻腔を刺激する。直後、御簾が外から切られた。外との隔たりが消え、冷たい空気が入って来る。

　御簾を切った本人は、血塗れで、何処で拾ったのか中腹から折られた刀を握っていた。

　肩で息をする雷鬼は、中心で守られている真白を見た。

　その血走った視線に息を詰めれば、東羅が動き真白と雷鬼の間に体を入れる。広い背中を前に、真白はしがみついた。

「王はどうした」

「…………は、手傷を負わしてやった、奴も直ぐには動けねぇな！」

　東羅達から殺意を感じる。

「もう、俺を封じる事が出来る奴はいない。……姫さんを渡して門を開けな。そうすれば、都は助けてやる」

「誰が……っ」

「勘違いするなよ？　これは取り引きだ。姫さんを渡せばよし。渡さないなら、都を襲う」

　真白は、見える東羅の横顔を見上げた。

　勝算はなくとも、負けはしないだろう。そういったのは彼等、門番を担う鬼達だ。

　雷鬼は強いが、揃えば、動きを封じる事は出来る。

　手に力を込める真白を、東羅は一瞥で返す。それだけで、安心出来るのだ。

「貴様が何をいおうが、交渉には乗らない」

　代表して返した東羅に、雷鬼は嘲笑を浮かべた。

「……おいおい。お前等、よく考えろよ？　数多の同胞を人質に取られてるような物なのに、人間を守るっていうのか？」

「数多の人質を取って、逃げる貴様は恥ずかしくもないのか」

　挑発としか取れない発言に、雷鬼が気付かない筈もなく。片眉が跳ね上がった。

「…………逃げるだと？　手を引いてやるっていってるんだ」

「それを逃げるというんだろう？」

「ああ？」

「僕達に負ける心配はないっていうなら、一手、ご指南もらえませんか」

　立ち上がった北羅に、西羅も立ち上がる。

　それを見ていた真白は、東羅に手を掴まれ目を丸くする。黄金の瞳が、真白を真っ直ぐに見つめていた。

「じっとしていろ」

「…………はい」

　心配はないといえば嘘になる。それでも、東羅を信じているから、真白は手を離すと南羅に促されて隅まで移動した。

　雷鬼の前に立ち塞がり、東羅達が構える。

　南羅の背に隠れる形でそれを見守る真白は、胸の前できつく手を握り締めた。

「死鬼を待たせている事を気にしているようだが、安心しろ。直ぐにお前の後に封じてくれる！」

「……ふん。まぁ、いい。お前等を倒して姫さんを頂けば、後はこの都を潰せばいいだけの話だ。門を開け放ち疫病神でも招き入れれば、一体、どれだけの鬼が生きていられるんだろうな」

　どんな方法であれ、都に被害を齎す。

　そう宣言した雷鬼が、東羅達の気に障らない筈がない。纏う雰囲気が、益々、剣呑になる。

　何か切っかけになる物があれば、雷鬼に飛びかかりそうだ。

　真白も、雷鬼が宣言した言葉にいい思いは抱かない。

　鬼は、力が強い程に、情も厚くなる生き物であると東羅がいっていたのを思い出す。雷鬼は、それがないのだ。

　力の弱い、何の関係もない同胞を虐殺しても、それを快楽へ持っていく。

　その嗜虐な面を、死鬼は利用している。その行為自体も許せない。

「長く封じられても、反省もせず、懲りもせず。本当、進歩しないわね」

　溜め息を吐きながら、南羅が呟く。それを睨み付けた雷鬼を、南羅は怯まずに睨み返していた。

　その背後にいる真白も、雷鬼を睨む。何があっても、絶対に屈しない。

　雷鬼は、東羅達や真白が投降をしても、都を襲う。それくらい、予想が出来た。

　元から闘うつもりなのだから、どんな交渉を申し込まれても断るに決まっている。それは、雷鬼も分かっているだろう。

　雷鬼の気配が次第に殺気を帯びる。その覇気に、建物が軋んだ。

「……お前等は馬鹿だな。生き残れるかもしれない可能性を、自分達で潰した」

　不敵な笑みを浮かべた雷鬼が床板を蹴る。その直後、目の前を閃光が貫いた。

　南羅の背中の影に隠れる。耳孔を苛む轟音の中、金属音が所々聞こえる。光の洪水の中、東羅達は闘っているのだ。

　目を庇いながら、そっと瞼を上げる。

　朧気だが、影は確認出来た。それだけだ。何をしているかも、今、誰が動いたのかも分からない。

「…………南、羅様、東羅様は」

　大丈夫なのだろうか？

　目を懲らす真白に、南羅が身動ぐ。顔を上げれば、振り向いた南羅の瞳と視線が合う。

　その顔は、影になってはっきりとは分からなかった。

「南羅様」

「無傷で済むとは思わないで」

「……っ、はい」

　南羅がいうという事は、東羅や西羅達は手傷を負っているのだろう。

　辛そうな顔をした真白は、光が薄くなると、顔を上げた。

　立っている影は四つ。それに安堵した真白は、東羅達の姿を見て息を飲んだ。

　衣が裂け、血は流れ。肩で息をしていた。それは雷鬼も変わらない。元から血塗れだったが、先程より手傷が増えていた。

「……どうしたの？　力の放出も持続出来ない程、疲れた？」

　余裕だと示すように、北羅がくすくすと笑う。

　痩せ我慢をしているのは誰の目にも明らかで、震える足に、西羅が手を伸ばして背中を支えていた。

　雷鬼は、王との闘いで力を削がれているようだ。

　それを視野に入れれば、東羅達が揃えば、力の差は大差ないのかもしれない。

　勝ち目があるのではないか？　そう、思った直後。

「……ふざけるなぁぁあぁぁぁっ!!」

　叫んだ雷鬼を中心に、力が吹き荒れた。それに煽られ、東羅達の体が吹き飛ばされる。

　壁に叩き付けられた体に、真白は小さな悲鳴を上げて、東羅に駆け寄った。南羅の制止の声も耳に入らない。

　東羅を支えれば、咳き込んだ鬼は、雷鬼から庇うように真白を背に回す。

「東羅様っ」

「じっとしてろといっただろ！」

「目の前で倒れたのに、放っておく訳にはいきません！」

　少し離れた場所では、西羅と北羅が支え合いながら立ち上がっている。傍らに南羅が来た。

　雷鬼は、血走った眼で真白達を睨んでいる。

「怒ってるわね。あそこまで攻められたら当然かしら」

「……奴が怒ろうが関係ない。やる事は変わらないんだ」

　立ち上がった東羅の横顔は、やはり辛そうだった。

　真白は、血に汚れた自分の掌を見つめる。流血する程の傷を負ったのだ、平気な訳がない。

　真白も立ち上がり、東羅を支える。なるべく、彼の後ろから出ないよう立ち位置に気を付ければ、東羅がそれを確認するように一瞥する。

「次は私も出るわ。直ぐに援軍も来る、さっさと終わらせましょう」

「ああ」

　東羅や南羅だけではなく、北羅と西羅も、直ぐに動き出せるよう構える。

　それを見て、雷鬼は口端を上げた。

「……まだやる気があるのか」

　東羅達は、自分達が倒れるまで負けを認めないだろう。

　時間が経てば不利になるのは雷鬼の方。自分達が倒せない事は悔しいだろうが、東羅達の役目は真白を守る事。

　倒す事よりも、真白が無傷で終わる事の方が優先事項なのだ。

　東羅が、真白の支えをやんわりと断り、また背中へ隠す。

「東羅様」

　衣を引き、高い位置にある顔を見上げる。

「…………私は東羅様を信じます。ですが、命は大切にして下さいね」

　自分だけが助かるのは嫌なのだ。

　真白を見つめた東羅が、小さく頷きを返す。

　それに笑みを返し、真白は手を離した。

　信じている。だから、きっと命を失う事はない。

　──そう、納得したばかりだというのに。

　視界の中で、雷鬼とは違う影が動く。それが誰かを確認するなり、真白は目を見開いた。

　茶色い髪、赤い瞳。落ちていた刀を拾い、その男はその手を引いた。

　──何故、入って来たのか。

　──どうやって入って来たのか。

　それを聞く前に、雷鬼に気を取られて未だに、その存在に気付かない東羅達に教えようと口を開く。

　それを嘲笑うように笑みを浮かべた相手が、刀を投げる。

　その軌道は、真っ直ぐに東羅に向かう。

「東羅様っ!!」

　悲鳴を上げるように叫んだ真白は、東羅の前に出ようとする。その時になってやっと、東羅達にも第三者の存在と凶器に気が付いたのだろう。

　息を飲んだ東羅が、真白の体を引き戻そうとする。それが間に合わないのは、お互いに分かっていた。

　目と鼻の先にまで迫った刀に、きつく目を閉じる。

　不意に、柔らかな香の香りと、頬を打つ風の感触がした。目を見開き後悔する。

　真白を庇うように、間に入ったのは、金代だった。お陰で痛みも何もない。

　呻き声の後に、金代が膝を着いた。腹部を押さえている。

「「「「師匠!!」」」」

　叫ぶように名を呼び、東羅達が駆け寄る。真白は、唖然と、金代の背中を見つめた。

「師匠っ」

　腹部には、男──死鬼が投げた刀が刺さっている。真白の代わりになったのだ。

　血が流れている。様子から見るに、浅い傷ではない。

　金代が震える声で、「平気だ」という。それでも、立ち上がる事が出来ない様子で、北羅が泣きそうな顔で体を支える。

　悲壮感溢れる鬼達を嘲笑しながら、死鬼は部屋の中に入ると雷鬼の隣に立つ。

「まさか、金代が出しゃばるとは思わなかった。そんなに大事なの？　人間が」

　袖に隠れる手で、口を押さえる。にんまりと笑う死鬼の顔に、東羅が怒鳴った。

「貴様ぁっ!!」

「東羅様！」

　立ち上がるなり、死鬼に襲いかかる。同時に、雷鬼が手を振るうと、雷が走る。それが東羅に当たった。真白は膝を着いた東羅に駆け寄る。

　雷は左肩を打ったらしく、東羅は歯を食い縛って痛みを堪えていた。かなりの痛みらしく、脂汗を浮かべている。

「東羅様……っ」

　袖でその汗を拭う。その感触に、目を閉じていた東羅が、真白を見た。

「……っ、下がってろ」

　首を振り、近付いて来る死鬼から守るため、東羅の前に出る。

　死鬼にも力がある事は確かなのだ。敵を目の前に、体が小刻みに震える。逃げ出したい気持ちもあるが、東羅を見捨てられない気持ちの方が強かった。

「へぇ。君、東羅を庇うんだ。君を痛め付けた張本人なのに」

　目の前まで来た死鬼を見上げる。

「……どうやって、入って来たんですかっ」

　門は開いていない筈だ。

　門番達は、手傷は負っているが、命はある。命ある限り、門は開かないからと、雷鬼は東羅達と闘ったのではないのか。

　真白の疑問に、死鬼は不敵に笑いながら答える。

「雷鬼の旦那が遅いからね。迎えに来るついでに、君も連れていこうと思ってたんだ。……知りたいなら一緒に来る事だ、見せてあげる」

　伸びて来た手が、真白の腕を掴む。

　身動ぎ抵抗する真白に、死鬼の手の力を強くする。

「暴れたら痛い目に遭わせる」

「──っ離して下さい！　私はいきません！」

「ああ、そう？　なら、この場で全員を血祭りにするよ？」

　息を詰めた真白から、力が抜ける。

　連れていかれるしかないのか？

　泣きそうな顔で振り向いた真白に、東羅が舌打ちをして、小柄な体を奪い返すと背に回した。

「……何？　まさか、その子を守る為なら死んでもいいと？」

　命令があるからと、自分の命を犠牲にはしてほしくない。

　真白は東羅にしがみつく。

「…………東羅様っ」

　震える声に、東羅はまた舌打ちをした。

　顔だけ振り返り、真白を見つめた。その黄金の瞳に魅入られる。

「一々、喧しい。分かってる」

　命と引き換えにはしない。そう、語る目に、真白は手の力を抜いた。

　東羅を信じるといったのは、心からそう思える相手だからだ。

　真白が落ち着いたのが分かったのか、東羅は視線を前へ戻した。直ぐに、傍らに南羅が来て、後ろへ下がるよう促される。

　それに従い、背中を見せないように下がる。

　金代の側まで下がれば、西羅と代わった北羅が真白を自分の後ろへ回す。

「……何かつまらないねぇ。もっと盛り上がると思ったんだけどね」

　肩を竦めた死鬼は、東羅達を見下ろす。

「教えてあげるよ。俺が入って来れたのは、雷鬼の旦那が君達門番を弱らせている間に陰陽師が無理矢理、門を開けたからだ。気が付かなかっただろう？　悟られないよう、気を付けたんだから」

「……開けたのは西門か」

　西羅が顔色を変える。

　南羅が答えを聞かずに、東羅を支えて立ち上がった。一度立ってしまえば、東羅も自力で自分の体を支えられるようだった。

　一度、息を吐き、活を入れて堂々と立つ。

「……お前が入って来た時点で、陰陽師が手を貸しただろうと予想は付いた」

「へぇ。まぁ、それくらいは予想してもらわないと」

　その陰陽師とは、昌隆だろうか。痛む胸を押さえる。

　手を貸した陰陽師と聞けば、昌隆である可能性は非常に高い。しかも、潜り込んだ死鬼は、金代を傷付けたのだ。

　側に倒れる金代は、顔色も悪く、意識が朦朧としているのか反応が薄い。

　誰の目にも、危険である事は分かるだろう。

　真白は打掛を脱ぐと、金代の腹部に刺さったままの刀を刺激しないよう傷口付近を押さえる。

　早く適切な処置をしなくては危険だ。

「……お師匠様」

　東羅達が追い詰められ、金代が怪我を負って。

　特に後者は、昌隆が手を貸した結果なのだ。激しい憤りを感じた真白は、金代に添えていた手をきつく握り締めた。力の強さに爪が皮を裂き、痛みを感じた後に血が滲む。

「申し訳、ありませんでした」

　兄を慕っている事は確かなのに、その行動が悲しい。悔しい。

　俯く真白を、叱咤したのは他でもなく金代だった。意識が戻ったらしいが、瞳は焦点が定まらない。

「……真白殿。ご自分が信じる兄上を信じなさい。……真実は、思い込んでは見えません。視野を、広く持って下さい」

　弱々しい笑みを浮かべた金代は、ふっと息を吐くと倒れた。

　西羅が慌てて抱き留め、仰向けに横にする。

「お師匠様！」

「黙れ、人間！　気が散る！」

　一喝し、西羅は真白がかけた打掛で傷口を押さえながら、ゆっくりと刀を引く。北羅も手当てに参加した。

　手際のいい動きに、真白が出来る事はなく、ただ様子を見守る事しか出来ない。

　それが歯痒く感じていると、急に、大きな笑い声が上がる。

　驚いて顔を上げれば、雷鬼が大口を開けて笑っていた。

「金代、ここで終わりか。……元とはいえ、我が師ながら情けない終わりだな。人間を庇い死ぬなんてな！」

「黙れ！　貴様が師匠を師というのは、私が許さない!!」

「西羅！　こっちはいいから、師匠を助けて」

　笑い続ける雷鬼に、死鬼までもが笑い出す。西羅達の顔色が変わる。

　嫌いな人間を庇い、敬愛する師が倒れた。それを笑い者にされれば、怒りを抱くのも頷ける。

「……何が可笑しいんですか」

　真白が黙っていられる筈もなく、険のある声で聞けば、雷鬼達は笑うのを止める。

　鋭い眼光が射るように真白を見る。それを正面から受け止め、臆する事なく真白は口を動かす。

「お師匠様は、私を庇って下さったのに！　何でも力で解決する貴方達に比べれば、命を惜しまずに人を庇えるお師匠様の方が遥かに強い！」

　それを笑うとは、何て情けない鬼だろう。

　叫んだ真白に、雷鬼達が纏う雰囲気が変わった。肌を刺すような、殺気をぶつけられる。

　その強さに一瞬、意識が飛びそうになる。それを堪えて、真白は鬼の視線と対峙する。

　怖くないといえば嘘だが、側には北羅もいる。東羅や南羅もいる。それだけで、幾分か恐怖も和らぐ。

「……人間如きが……オレが、そこの老いぼれに負けているというのか」

「絶対に、お師匠様には勝てません」

　何より、金代が倒れたのは雷鬼や死鬼の力ではないのだ。真白の答えに雷鬼は苛立つ。

　危険を感じた東羅が、体をずらして雷鬼の前に立った。

「死に損ないが。花嫁がそんなに大事か」

「お前には関係ない」

　東羅が応戦出来るように構えれば、南羅も続く。

　また、闘いが始まる。そんな気配は、死鬼により止められた。

「相手をしたいのは山々だけど。旦那、あまり長居は出来ませんよ。王が西門に手下を向かわせているみたいなんで」

「……っち。東羅、南羅、命拾いしたな」

「逃がすか!!」

「そう力むな。……まぁ、追って来れたら、相手をしてやる」

　雷鬼が真白達を見る。その視線に、北羅達が手を止めた。

　雷鬼が手を翳す。それを目で追った真白は、物の焦げる臭いに天井を見た。

　黒ずんだ木目の天井が、小さいながらも雷を当てられて発火した。

「真白!!」

　聞き馴染みのある声が名前を呼ぶ。

　が、真白は、燃え盛る天井から視線が逸らせずにいた。炎の力に耐え切れず、天井が落ちて来る。

　目の前に迫る炎に包まれる板。灼熱の熱。

　──逃げようにも間に合わない。

　息を詰めた真白は、凄い力で体を引かれ、咄嗟に目を閉じた。

　真白がいた場所に天井の一部が落ちる。それで終わりではなく、崩れた場所から天井が落ちて来た。

　床に押し倒された真白は、目を見開く。

　視界の中に、見慣れた顔と紅い髪が入る。そして、その背後には、こちらに落ちて来る炎に包まれた天井。

　悲鳴のように名前を叫んだ真白を、東羅は自分の体の下できつく抱き締めた。頭を引き寄せられて胸に押し付けられる。

　意識が、そこで途切れた──……。




（『桜の都と鬼の花嫁　下巻』に続く）








桜の都と鬼の花嫁　上巻
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